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序

本報告書 は、 むつ小川 原開発 に伴 い、 その予 定

地 区 に所 在す る家 ノ前遺跡 ・鷹架遺跡 の記録保 存

のた め、家 ノ前遺跡 は平成 ４年度 ・５年 度 の発 掘

調査、 また鷹架遺跡 は平成 ５年度 の試掘 調査 の結

果 を まとめた ものです。

これ らの調査 か ら、家 ノ前遺跡 は縄文 時代 、 弥

生 時代 、平安時代 の複合遺 跡で あ ることが分 か り

ま した。鷹架遺跡 にお いて も縄文時代、 平安 時代

の遺跡 で あ ることが確認 され ま した。

特 に、家 ノ前遺跡 で は弥生時代後期 の土器 が ま

とま って出土 し、 この時代 の北海道地方 と東北 南

半 地方 との関 わ りを知 る上で貴重 な資料 と考 え ま

す。

本書が、今後 の文 化財保護 や研究 にいささか で

もお役 に立 てれば幸 と存 じます。

この調査 の実施及 び報告書 の作成 に当 た りま し

て、関係各位 の御指導 、御協力 を賜 りま した こと

に対 し、厚 くお礼 を 申 し上 げます。

平成 ６年 ３月

青森県教育委員会

教育長 石 川 正 勝









例 言

１ 本報告書は、平成 ４・５年度に実施 した六ケ所村家ノ前遺跡の発掘調査な らびに、平成 ５

年度に試掘調査を実施 した鷹架遺跡の調査報告書である。なお、家ノ前遺跡は、平成 ２年度

か ら継続 して調査を実施 して来たが、平成 ５年度で本遺跡の調査は終了 した。

２ 本遺跡の遺跡番号は、家ノ前遺跡－５００９６・鷹架遺跡 －５００３８である。

３ 執筆者の氏名は、依頼原稿については文頭に、ほかは文末に記 した。

４ 挿図の縮尺は、図 ごとに示 した。なお、遺物写真の縮尺は不統一である。

５ 各遺構の規模については、それぞれ最大値を計測値 とした。

６ 資料の鑑定及び同定、並びに分析については次ぎの方に依頼 した。（敬称略）

火山灰蛍光Ｘ線分析 奈良教育大学教授 三辻 利一

地形 ・地質 ・石器の石質鑑定 松山 力

７ 家ノ前遺跡の記載 した遺構 については、以下のように替えた。

平成 ５年度の発掘調査時において、第 １号土坑 としたものは→第２９号土坑、第 ２号土坑 と

したものは→第３０号土坑、第 ３号土坑としたものは→第３１号土坑………第３５号土坑 としたも

のは→第６３号土坑 とした。

平成 ４年度の発掘調査時において第 １号住居跡 としたものは→第 ４号住居跡、 第 ２号住居

跡としたものは→第 ５号住居跡………第１０号住居跡としたものは→第１３号住居跡 とした。

８ 遺構内堆積土の注記は、「新版標準土色帖」（小山正忠、竹原秀雄 １９８７）を用いた。

９ 石質の略称 は、以下のとおりとする。

珪頁 珪質頁岩 緑細 緑色細粒凝灰岩 閃緑 閃緑岩

玉珪 玉髄質珪質頁岩 ホル ホル ンフェルス 花閃 花崗蝉緑岩

黒曜 黒曜石 安山 安山岩 班糲 班糲岩

玉髄 玉髄 砂岩 砂岩 輝緑 輝緑岩

頁岩 頁岩 チャ チ ャー ト 流紋 流紋岩

礫岩 礫岩

１０ 引用 ・参考文献については巻末に収めた。文中に引用 した文献名については著者名 と西暦

年で示 した。



11　図中で表わした遺物実測及びスクリーン・トーンの表示は次のとおりである。

12　遺構外出土土器については、実測図、拓影図の下に出土グリッド、出土層位さらに（　　）

　には整理番号を付した。

13　Ｐ１、Ｐ２…Ｐit、Ｐ1、Ｐ2…土器を示す。

14　発掘調査における出土遺物・実測図・写真等は、現在青森県埋蔵文化財センターで保管し

　ている。

15　発掘調査及び報告書の作成にあたり、次ぎの諸氏並びに各機関から御教示、御指導を受け

　た。

　　阿部正光・井上雅孝・大矢頭・野口哲也・佐藤信行・佐藤嘉広・鈴鹿良一・山田紘一・

　　鈴木文雄・鑓水実・斎藤邦雄・目黒吉明・三浦英俊・羽賀英一・中村明央・宇部則保

　　（財）岩手県埋蔵文化財センター・（財）福島県埋蔵文化財センター・（財）千葉県埋蔵文化

　　財センター
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第 Ⅰ章 調査に至 る経過 と調査要項

第 １節 調 査 に 至 る 経 過

平成 ４年度の発掘調査は、前年度に発掘調査 した幸畑 （７）遺跡の残 りの部分についての発

掘調査と家ノ前遺跡の発掘調査が並行 して進められることになった。 したがって、平成 ４年 ５

月 ６日か らの発掘調査計画の うち先に幸畑 （７）遺跡を完了 した後に家ノ前遺跡の発掘調査を

６月か ら行 うこととなった。幸畑 （７）遺跡については、平成 ４年度発行の青森県埋蔵文化財

調査報告書第１４８集を参照 されたい。

なお、平成 ４年 ４月２８日には六ケ所村公民館で雇用説明会を開催 し、 ５月 ６日か ら本年度の

発掘調査を開始 したものである。

家 ノ前遺跡は、青森県教育委員会が上北郡六ケ所村に所在する遺跡として台帳登録 した遺跡

（５０－９６）である。

家ノ前遺跡は、むつ小川原開発事業に関連 して青森県教育委員会が昭和５３年と平成 ２年に試

掘調査 し、平成 ３年には発掘調査を行っている。

平成 ２年度の試掘調査では広大な遺跡のうち発掘調査を必要とする範囲を確定 した。そのう

ちの平成 ３年度発掘調査分を除いた範囲 （Ｇ区）を平成 ４年度に発掘調査することになったも

のである。

このように平成 ４年度の発掘調査は、Ｇ区のうち前年度の発掘調査区の西側隣接地を対象に

発掘 したものであるが、Ｇ区内における防風林解除の問題や発掘調査期間等の関係で委託者で

あるむつ小川原株式会社からの依頼を受けて、Ｇ区のうちの東側約半分 （１４，５００平方メー トル）

を発掘調査することとなった。

特 に、防風林解除の問題については解除後の樹木伐採が本年度にずれ込んでいたため、 ５月

２７日に鈴木課長が委託者であるむつ小川原株式会社の職員 と協議を行い６月中旬までには完了

する約束を取 り付け、その間遺跡の発掘調査はとりあえず遺跡内に所在す る旧畑地の荒蕪地を

発掘 してゆくことに した。

また、 この遺跡にはこの地方に特有な平安時代の住居後が埋 もれきらないで窪みとして残っ

ている箇所があったので、次年度以降に予定される発掘面積をできるだけ少な くするため肉眼

で確認できるその住居跡と思われる窪み部分については平成 ４年度に発掘調査することになっ

た。

平成 ５年度は、平成 ４年度の発掘調査に引き続き、残 りの調査区域約１３，０００平方 メー トルを

対象に調査することになった。 （鈴木 克彦）

－ １ －



第 ２節 平成 ４年度調査実施要項

１ 調 査 目 的

むつ小川原開発事業の実施に先立ち、当該地区に所在する埋蔵文化財の発掘調査を行い、

その記録保存を図り、地域社会の文化財活用に資する。

２ 調 査 期 間 平成 ４年 ６月 ８日～平成 ４年１０月２８日

３ 遺跡名及び所在地 家ノ前遺跡

上北郡六ケ所村大字尾駮字家ノ前 ４－ １外

４ 調 査 面 積 調査対象面積 ２３，０００平方 メー トル

調 査 面 積 １４，５００平方 メー トル

５ 調査委託者 むつ小川原開発株式会社

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関 六ケ所村 六 ケ所村教育委員会 上北教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員

村越 潔 弘前大学教授 （考古学）

調査協力委員

橋本 壽 六ヶ所村教育委員会教育長

調 査 員

小山 陽造 八戸工業高等専門学校教授 （分析化学）

森本 晋 奈良国立文化財研究所主任研究官 （考古学）

伊東 太作 奈良国立文化財研究所 情報資料室長 （考古学）

瀧澤 幸長 八戸市文化財審議委員 （考古学）

松山 力 八戸市文化財審議委員 （地質学）

市川 金丸 青森県立郷土館学芸課課長補佐 （考古学）

天間 勝也 平内町立茂浦小学校教頭 （考古学）

１０ 調査担当者

青森県埋蔵文化財調査センター

調査第三課長 鈴木 克彦

主幹 大湯 卓二

主事 増尾 知彦

調査補助員 工藤 朝之、岸田 睦子、山田 尚美

－２ －



第 ３節 平成 ５年度調査実施要項

１ 調 査 目 的

むつ小川原開発事業の実施に先立ち、当該地区に所存する埋蔵文化財の発掘調査を行い、

その記録保存を図 り、地域社会の文化財活用に資する。

２ 調 査 期 間 平成 ５年 ５月１２日～平成 ５年 ８月１８日

３ 遺跡名及び所在地 家ノ前遺跡

上北郡六 ケ所村大字尾駮字家 ノ前 ４－ １、外

４ 調 査 面 積 調査対象面積 １３，０００平方メー トル

調 査 面 積 ８，０００平方メー トル

５ 調査委託者 むつ小川原開発株式会社

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関 六ケ所村 六 ケ所村教育委員会 上北教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員

村越 潔 弘前大学教授 （考古学）

調査協力委員

橋本 壽 六ヶ所村教育委員会教育長

調 査 員

瀧澤 幸長 八戸市文化財審議委員 （考古学）

松山 力 八戸市文化財審議委員 （地質学）

市川 金丸 青森県立郷土館学芸課課長補佐 （考古学）

天間 勝也 平内町立茂浦小学校教頭 （考古学）

１０ 調査担当者

青森県埋蔵文化財調査センター

調査第二課長 三浦 圭介

主幹 大湯 卓二

主事 神 康夫

調査補助員 工藤 朝之、本間 修、山田 尚美

－ ３ －
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第 Ⅱ章 調査の方法 と経過

第 １節 調 査 の 方 法

平成 ４ ・５年度 の発 掘調査 は、平成 ３年 度 に実施 した グ リッ ドを延長 して設定 す ることと し

た。 グ リッ ドの大 きさは、 １グ リッ ドが ４× ４ｍと し、東 か ら西へ １、 ２、 ３と算用数字 を、

北か ら南へ Ａ、 Ｂ、 Ｃとアルフ ァベ ッ トを付 した。 グ リッ ドの呼称 は、北東隅 の交点 を使 用す

ることと した。 なお、 アルフ ァベ ッ トを付 した基準線 は、磁北 か らち ょうど東４５°にず れ てい

る （Ｎ－４５°－Ｅ）。

調査は、グ リッド法を用いた分層発掘 とし、必要に応 じて土層観察用のメインセクションを

残 した。遺跡の基本層 は、上位層から下位層 に向か ってローマ数字で ⅠⅡⅢ層として記録 した。

土層の色調は、『標準土色帖』を使用 し、これに基づきすべての層の注記を行 った。

遺構の調査は、住居跡等の規模の大 きいものは、 ４分法を基本 とし、規模の小さい遺構は二

分法を用い、掘 り下げに当たっては層序 ごとに掘り進めるように努めた。遺構の実測は、原則

として２０分 １としたが、必要 に応 じて１０分 １で行う方法 もとった。

遺物については、遺構外のものはグ リッド一括 として、層位 ごとに取 り上 げた。写真撮影は、

カラー リバーサルとモノクロネガフィルムの ２種類を使用 した。

第 ２節 平成 ４年度調査の経過

家ノ前遺跡は、平成 ３年 に引き続き平成 ４年 ６月 ８日か ら発掘調査を開始 した。当初は、六

ヶ所村幸畑（７）遺跡の調査 と並行 して家ノ前遺跡の調査を実施 した。発掘調査区域は、家ノ前遺

跡の西側に当たる。 ここは、かつての畑で、その周辺は松林、杉林で囲まれ、笹が繁茂 してい

た。そのため、調査を進めるに当たり、木の伐採 も同時に行 った。

６月下旬には、弥生時代の土器破片が見 られるようになるが遺構の検出は確認できなかった。

６月３０日には、幸畑（７）遺跡の調査が終了 したため、家ノ前遺跡に調査スタッフ及び作業員が

全員移動 した。

７月初旬には、平安時代の住居跡が検出され、精査を開始 した。

７月下旬には、遺跡の西区か らの遺物、遺構が少なか ったので、調査対象 とする範囲をさら

に東側へ広めることにした。東区の一部は、平成 ２年の試掘調査の折 り、未だ埋 まりきらない

平安時代の住居跡 ７軒が存在することがすでに報告 されていたので、該期の住居跡の調査を先

に行 うこととした。 このころすでに精査を進めていた第 ３号住居跡 （平安時代）か ら苫小牧降

下火山灰 と思われる火山灰が住居跡内に堆積 していることが確認された。

－５ －



８月下旬 には、 調査区 ＢＯ～ ＢＱ ・７２～７４周辺か ら土坑群 が検出 され、中 には第 ９号、第 １０

号 、第１１号 のよ うに大 きな石 が土坑 に伴 って いる もの も検 出 された。 さ らに第 １号、第 ６、 第

１４土坑 の中か ら石鏃、石匙、石斧 な どが出土 した。

９月～１０月は、平 安時代 の住居跡 の調査 及 び西側 か ら東側地 区へ調査区 を延 ば しなが ら、遺

構 の検 出に努 めた。

調査 は、 １０月２８日を もって終了 し、以下 の遺構 を精査 した。

住居跡１０軒、土坑 ２８基、溝状土坑 ６基、焼 石 １基。

第 ３節 平成 ５年度発掘調査の経過

発掘調査は、 ５月１２日か ら開始 した。調査区域は、平成 ２・平成 ３年度に調査 した東区と平

成 ４年度に調査 した西区の中間地区の調査を実施 した。

粗掘は、台地の縁辺に当たるＣＩ～ＣＳ－５５～７０グ リッドから進めた。平安時代の住居跡 に

ついては、平成 ４年度に調査を終了 しているので、今回はそれよりも古い時代の生活面を中心

に調査を進めた。

５月下旬、Ｃ Ｉ～ＣＳ－５５～７０グリッドからは、縄文時代早期、前期、後期及び弥生時代の

土器、石器が主に出土 したが、遺構は溝状土坑が １基検出したのみである。また、台地南側縁

辺には、飛砂 （中世 ・近世期に堆積 ・無遺物層）が １ｍ～ ４ｍもの厚 さで堆積 していることか

ら、 この飛砂を重機によって除去 した。

６月初旬、ＢＥ～ＢＯ－４５～６０グ リッド （調査区東側）か ら第 １号住居跡～第 ３号住居跡及

び土坑が検出される。住居跡の精査にあたっては、ロームか らの掘 り込みが浅いため壁の検出

が難 しかった。第３４号土坑か らは、縄文時代後期前半の十腰内 Ⅰ式土器が数固体まとまって出

土 して見 られた。 この土坑か らは、切断蓋付 き土器の蓋の部分 も出土 した。

７月には、ＢＣ～ＢＨ－５５～７０グ リッドを中心 に粗掘 りを進めた。周辺か ら土坑群が検出さ

れたが、遺物を伴 うものが少なか った。その中で第５１、第５２、第５３号土坑か らは、縄文時代早

期終末期の早稲田５類の土器破片がまとまって出土 した。この土坑の周辺 グリッドか らも該時

期の土器が認められた。

家ノ前遺跡の発掘調査は、 ８月１８日をもって終了 し、検出された遺構は、以下のとお りであ

る。

住居跡 ３軒、土坑３５基、焼石 １基、集石 １基、溝状土坑 ４基、埋設土器 １基。

なお、平成 ２年度から継続調査 して来た家 ノ前遺跡 は、平成 ５年度をもって調査が終了 した

ことになる。

（大湯 卓二）
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第Ⅲ章　遺跡と周辺地域の地形・地質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　山　　　力

１．遺跡の地理的環境

　太平洋と陸奥湾の間を９〜18㎞の幅で、50㎞の距離を北にのびる下北半島の頸部は、六ケ所

村の老部川（おいべかわ）注１下流路を東西にのばす線を境に、南部の丘陵地帯と、中央部から

北部までの山地帯に分けて見ることができる。南部の丘陵地帯の東側（太平洋側）には、小川

原湖、内（うち）沼、田面木（たもぎ）沼、市柳（いちやなぎ）沼、鷹架（たかほこ）沼、尾

駮（おぶち）沼など、大小の湖沼群が連なる。中央部から北部にかけての山地帯には、吹越烏

帽子岳（ふっこしえぼしだけ、標高508ｍ）、金津山（標高520ｍ）、石川台（標高339ｍ）など、

標高200〜500ｍ余の三稜が続き、陸奥湾側山麓には比較的幅の広い台地が並行するが、太平洋

側の山麓の平地は幅が狭く、中間（尾鮫沼北方15㎞の泊付近〜19㎞の白糠付近）には山塊斜面

が海岸に迫り、断崖に白波砕ける岩石海岸となっている部分がある。



第 ２図注２は、家 ノ前遺跡をほぼ中心に置いた東西 ５㎞、南北ほぼ３．８㎞の範囲の地形区分図

である。

遺跡は、老部川下流路の南約 ２㎞、太平洋岸から西へほぼ２㎞ （陸奥湾岸か ら約１２㎞）の尾

駮沼北岸の段丘崖の縁を中心とした段丘面上に立地 している。

遺跡の南側の尾駮沼は、面積３．６平方㎞２、周囲１２．５㎞、最大水深 ４ｍの汽水湖である。大鳥

が北に頭を向けてはばたくような形の沼は、西の翼端か ら太平洋への出口までの長さが４㎞余、

南北方向の幅は最大で約 ２㎞ある。尾駮沼はかって、尾駮ニシンの産地として知 られていたが

近年、核燃料サイクル施設や尾駮浜漁港などの建設により、面影を変えてきた。

遺跡の北方 ほぼ ２㎞には、老部川下流部が東に向けて流れている。老部川は、吹越烏帽子岳

から北東方へ３．５㎞離れた地点に山頂をもつ御宿山 （おつくしやま、山頂の標高４９８ｍ）の南西

部を源流 とし、吹越烏帽子岳山頂の南東４．１㎞を南南西に下 ったあと、遺跡の北西 ７㎞で南東

に向きを変え、大石平付近から東に向かう河川である。下流部は最近護岸施設が整備 されて、

河口付近を主 として流路が変更 された。川の中流部から下流部にかけて、幅１００～４００ｍの細長

い沖積低地が続いている。

尾駮沼西端には、吹越烏帽子岳の南西部に源を発する二又川が流入 している。二又川は吹越

烏帽子岳山頂の南西方約 ３㎞か ら、半島頸部の丘陵中軸部を切り裂 くように、南方へ約３㎞下っ

たのち、尾駮沼西端の北西方 ５㎞付近か ら流路の向きを変え、東、南、東南東方へと屈曲 しな

がら流れ下る。中 ・下上流部では、幅１５０ｍ～２５０ｍの細長い沖積低地が続 いている。

尾駮沼周辺を含む上北地方の丘陵は、中川久夫 （１９６９）によって、上位か ら吹越烏帽子段丘

（標高１００～１４０ｍ）、長者久保段丘 （９０～１３０ｍ）、甲地段丘 （６０～１００ｍ）、七鞍平段丘 （１５～５０

ｍ）の４段に区分 されてきたが、山口義伸 （青森県教育委員会．１９７６）は、六ヶ所村周辺の甲

地段丘に相当する段丘を、千歳段丘 と命名 して南方地域 と区別 している。

尾駮沼を取 り巻く丘陵は千歳段丘 と七鞍平段丘とに分けられる。

千歳段丘は、吹越烏帽子岳より南の半島中軸部をつ くる段丘である。遺跡付近では、尾駮沼

の西端 と南方の鷹架沼の中央部を南北 に結ぶ線の西側、及 び尾駮沼西部北方の大石平付近に分

布する。段丘面の高度は、半島頸部の中軸部で８０～９０ｍ、西と東に高度を下げて、東側の七鞍

平段丘に接する段丘縁では４５～５０ｍ程度になる。千歳段丘は関東地方の多摩段丘、八戸付近の

天狗岱段丘に対比できるであろう。

七鞍平段丘は田面木沼と小川原湖の間に広い平坦面 をもつ段丘で、尾駮沼付近ではゆるやか

に東に傾斜 し、段丘面高度 は千歳段丘に接する部分で４５ｍ前後、東縁で１２～１５ｍ程度になる。

尾駮沼か ら鷹架沼までの周辺地域では、高度３５ｍ前後の部分に、高度差数ｍ程度のやや急な斜

面が見 られるところが多 く、 この部分を境界として、やや傾斜の大きい上位面 （西側） と、水
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平に近い平坦面が広がる下位面 （東側）の ２つに分かれる。七鞍平段丘は関東の下末吉 ・武蔵

野段丘、八戸付近 の高館段丘 ・根城段丘に対比できるものと考えられる。

老部川 と尾駮沼北岸とに挟まれた部分 は、上尾駮北西方から尾駮沼北岸の中央部に下る谷を

境に、東の尾駮浜に向けて扇状地状に広がる大地と、西部の上尾駮の台地に分岐 しているが、

大石平付近を除いて大部分が標高５０ｍ以下の七鞍平段丘に相当する。 この段丘は東方に高度を

さげ、遺跡の東方約 １㎞ほどを北に向かう段丘縁で１２ｍ程度になる。

尾駮 沼岸の段丘崖の比高は、東部の段丘末端部で約１０ｍ、西方に向か うにつれて高 さを増 し

て、尾駮沼先端部付近で４０～５０ｍとなる。上尾駮の北から尾駮沼北岸の中央部に下 る谷の沖積

低地は幅５０～１００ｍ程であるが、奥行は４００ｍ程度にすぎない。

尾駮沼から鷹架沼にかけての西方地域には、緩やかな起状でところどころに平坦面がよく残

された千歳段丘が広がっている。尾駮沼の南岸 と南方の鷹架沼北岸の間は、６００ｍまで幅が狭

まるが、 この間を東西に細長 くのびる段丘は七鞍帯段丘である。ほぼ水平な平坦面がよく残 さ

れているが、面の標高は２０ｍをわずか越す程度である。

東方の段丘縁 と太平洋岸とは幅 １㎞程度で、この間には洪積世末以降に形成 されたと見 られ

る砂丘がある。この砂丘 は下北半島北端か ら三沢付近 まで、海岸 に沿って並行 して続 く砂丘の

一部に相当し、その頂部の標高はところどころで２０ｍを越 している。※ ２に注記 したように、

現世の砂丘 と区別 しがたいところが多いので、今後の精査が残 された課題である。

２．地 質 の 概 要

遺跡周辺の基盤は、第三紀中新生の泊安山岩類と鷹架層、鮮新生の浜田層、第四紀の野辺地

層で、その上に砂礫層 ・褐色火山灰層群 ・新旧の砂丘砂層などの段丘構成層がのっている。

泊安山岩類は安山岩質集塊岩、安山岩質角礫岩、安山岩質凝灰岩などで構成される火山性堆

積物で、老部川中流域以北 に広 く分布 している。鷹架層 は、おもに比較的硬質な塊状 シル ト質

砂岩やシル ト岩で構成 され、尾駮沼の東岸を除 く湖岸全域や老部川下流域の段丘崖下部に露出

している。浜田層 はおもに半固結状態の砂岩 と砂質 シル トの互層で、湖岸や河川に沿 う段丘崖

の随所に露出している。野辺地層は、おもにやや団結 した砂岩層 ・シル トや粘土などの泥岩層

で構成されている。浜田層と野辺地層 とは周辺地域 にもっとも広 く分布する地層である。

段丘構成層のうち褐色火山灰層群は厚 さ１ｍ未満と薄い。そのうち、最上部の黄褐色ラピリ

質浮石層 （千曳浮石層）はほぼ全域に連続的ないし断続的に分布 しているが、遺跡の直近地域

では塊状に集積 した部分が点在す る程度である。千曳浮石層の降下年代については直接の測定

例がなく、十和田湖東方域に広 く分布する八戸火山灰層の一部 と考えられたこともあったが、

最近の各地での調査か らみて、八戸火山灰層以後の堆積物 とした方が諸資料 と調和する。
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褐色火山灰群の上位は黒色土 （腐植土）層群に漸移する。黒色土層中には飛砂層が挟 まれる

ほか、十和田ａ降下火山灰層や苫小牧火山灰層を レンズ状に挟む部分がある。

３．遺 跡 の地 形 と層 序

家ノ前遺跡 は、上尾駮の北から尾駮沼北岸の中央部に下る谷の、出口の東側段丘崖上から東

方５００ｍまでの、湖岸 と尾駮方面か ら北西へ向かう道路 との間の段丘面上に広が って いる。 そ

のうち、北岸中央の谷の出口の沖積地東側に接するところか ら、南東に向かう段丘崖が北東に

折れた先で、襞状 に小 さく切 り込む部分の周囲が、平成 ２年以来の発掘調査で精査された。

段丘崖は、襞状の切 り込み部 （襞谷）の手前までは湖岸の汀線間近まで迫 っているが、襞谷

東方では、湖岸 と段丘崖 との間に、幅１２０～２００ｍの沖積地がのびている。遺跡直近の段丘崖は

急崖をなし、沖積面か らの高 さは約２０ｍになる。遺跡の北側には、現在の道路を斜めに横切 る

浅い谷の谷頭にあたる凹地が東か ら入 り込み、遺跡の南西側段丘崖の縁には新 しい砂丘砂層が

１～１．５ｍ以上の厚 さでのっていて、緩やかな微高地をつ くっている。以上 の緩やかな起状を

もつ段丘面の標高は、２２～２８ｍである。襞谷 は遺跡南端部の東側から北北西方 に１００ｍほど食

い込み、南半分の谷襞の勾配は段丘崖同様に２０～３５°と大 きいが、谷頭では１２～１５°とやや緩 く

なって段丘面へ遷移する。襞谷の東側では１０°程度の遷移部まで調査が行われた。

遺跡の土層序を第 ３図の柱状図 （山口義伸 ・青森県教育委員会 ・１９９３） と第 ４図の標準土層

図に示 した。

Ⅰ層は厚さ１０～３０㎝の黒色 （１０ＹＲ２／１）～暗褐色 （１０ＹＲ３／３） の土層である。南部の段

丘崖よりでは飛砂が混入 してやや厚い砂質暗褐色土となり、段丘崖から遠ざかるにっれてやや

粘土質の黒色土に漸移する。

Ⅱ層は飛砂混 じりの砂質土であるが、南部の段丘崖よりの部分の微高地では細 ・中粒の飛砂

層と砂質土層 との互層 となっている。厚さはふっう１０㎝程度であるが、飛砂層 との互層部では

３０㎝か ら１５０㎝ にもな る。砂質土 の色調 は砂 の混入度によって黒色 （１０ＹＲ２／２）・黒褐色

（１０ＹＲ２／３）か ら暗褐色 （１０ＹＲ３／４）の間を変化 し、飛砂層の色調は褐色 （１０ＹＲ４／４）か

ら明褐色 （７．５ＹＲ５／６）の間を変化する。

Ⅲ層は厚さ１０㎝以内の黒色 （１０ＹＲ２／１～２／２）土層で、 Ⅱ層の飛砂層部の下位で は、下部

に粒径 ２～ ３㎝程度の黄褐色細流火山灰塊が断続的に含まれる。 この火山灰 は苫小牧火山灰に

相当するもののようである。

Ⅳ層は厚さ５～２０㎝の黒褐色 （１０ＹＲ２／２～２／３）土層で、上半部に十和 田 ａ降下火山灰 と

み られる青灰色細粒火山灰が １㎝程度の火山灰塊として含まれ るところがある。

Ⅴ層 は厚 さ２０～８０㎝の粘土 質土層 であ る。特 徴の変化 によ り、上 か ら下 へⅤ ａ層、 Ⅴ ｂ層、

－ １０ －



− 11 −



− 12 −

Ⅴｃ層の３層に分けられる。Ⅴａ層は厚さ12〜18㎝の黒色（10ＹＲ2／1）土層で、よくしまっ

ている。Ⅴｂ層は厚さ10〜50㎝、黒褐色（10ＹＲ2／2〜2／3）ないし暗褐色（10ＹＲ3／3〜3／

4）の土層で、いくぶんしまりに欠け、ローム質土塊が混入する。Ⅴｃ層は厚さ12〜15㎝のよ

くしまった黒色（10ＹＲ1.7／1）土層で、上部にローム質土塊やローム粒が混入する。Ｖｃ層

は遺跡南端の段丘崖の縁付近と襞谷の谷頭斜面付近に限って分布する。

　Ⅵ層は厚さ15〜35㎝、暗褐色（10ＹＲ3／3〜3／4）ないし褐色（10ＹＲ4／6）の土層で、下

位のローム層への漸移層にあたる。全体的にローム質土塊やローム粒が多く混入し、土壌化し

て色調が相対的に暗いⅥａ層と、ローム質土塊やローム粒がより多く混入して色調が明るく、

かたくしまったⅥｂ層の２つに分けられる。

　Ⅶ層は、50㎝以内の厚さの明黄褐色（10ⅦＹＲ6／6〜6／8）ローム層で、上部５〜10㎝程度が

暗色帯となっている。ローム層の直下には灰白色粘土層や段丘砂礫層が存在するが詳細は不明

である。また、一部の場所では、Ⅵ層とⅦ層の間に、厚さ10㎝未満の黄褐色ラピリ質浮石層が

塊状に挟まれる。これは千曳浮石層に相当する。

注１　六ケ所村の北に隣接する東通村にも同文字の老部川（おいっぺがわ）があるので要注意。

注２　地形区分にあたっては、最近の核燃料サイクル施設建設やその他の開発による地形の変

　貌が著しく、原地形がほとんど失われている部分が範囲の50％を越しているので、現地調

　査結果と1970年測量による国土庁発行の２万５千分の１地形図を区分と記述の基準にした。

　ただし、図の中央を北方へ直線的に向かったあと、西へ向きを変えて大石平本部に向かう

　道路は新設の道路である。また、砂丘とした部分は、調査データに乏しく、調査者によっ

　て区分のしかた・基準が異なっている。本図では、構成層のほとんどが洪積世末以降の砂

　丘砂層で、ふつうの沖積地や段丘とは地貌を異にする、標高おおむね５〜20ｍの起状地帯

　を一括して砂丘とした。
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青森県 １９７０ むつ小川原開発地域 「土地分類基本調査」平沼 国土調査。

青森県教育委員会 １９７６ 千歳遺跡 （１３）発掘調査報告書 青森県文化財調査報告書第２７集。

青森県教育委員会 １９９３ 家ノ前遺跡 幸畑（７）遺跡Ⅱ 青森県文化財調査報告書第１４８集。
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第Ⅳ章 検出遺構 と出土遺物

平成 ４年度 ・５年度の発掘調査では、縄文時代早期 ・前期初頭 ・後期、弥生時代後期、平安

時代の各時期の土器が出土 した。遺構は、住居跡が１３軒 （そのうち１０軒が平安時代）、土坑６３基、

溝状土坑１０基、集石 １基、焼石 ２基、埋設土器 （縄文時代後期前半期） １基が検出した。第 １

号～第 ３号住居跡については、縄文時代の住居跡の可能性が強い。第 ４号～第１３号は、平安時

代の住居跡である。その他の遺構については、縄文時代の早期末葉か ら前期初頭期 ・縄文時代

後期前半期の土坑が見られた。弥生時代の天王山式期の遺構については、該時期の土器がまと

まって出土 したのにかかわらず、遺構として確認 されたものはない。（平成 ４年度、 ５年度の

発掘調査区域及び遺構配置図 付図参照）

第 １節 検出遺構と遺構内出土遺物

（１）住 居 跡

第 １号住居跡

［位置 と確認］住居跡 は、 ＢＨ ・Ｂ Ｉ－４７グ リッ ドか らローム面 にて確認 した。 この地 区 は、

調査区 の東側 に当た り、平成 ３年度 の調 査地 区 と接 した位置 に当た る。平成 ３年度調 査で は、

周辺地 区か ら縄文 時代の竪穴住居跡 （後 期前半期）が １軒検 出 してい る。

［重複］重複 は見 られな い。

［平面形 ・規模］平 面の プラ ンは、東壁 が明瞭 にと らえる ことが出来 なか ったが 、 長軸 が３５０

㎝、短軸 は推 定で３５０㎝ を測 る不正円形 を呈 す る。

［堆積土］ ３層に分層 され たが、覆土 の厚 さは１０㎝ も満 たないため 自然堆積 か、人 口堆積 か に

ついては判 断で きな い。 ただ覆土 には微量 の焼土が全体的 に見 られた。

［壁 ・床面］ 壁 は、 ロームをほとん ど掘 り込んで お らず、壁高 はローム面 か らわずか１０㎝ ほど

であ る。 床面 は、全体的 に平坦 で、南 壁の一部 （１００×８０㎝）の床が ひじょうに堅 くなっていた。

［柱 穴］ 床面中央 には、径２５㎝、深 さ１０㎝ ほどの ピッ トがあ る。主柱 穴の一部で ある可能性が

強 い。 その他 の柱穴 と思 われ るピ ットは、住居跡 の外 か らも確認 で きなか った。

［付属施設］床面中央部 には、 ピ ッ ト （１０８㎝ ×５３㎝）、 ピッ ト２ （８５㎝ ×６５㎝）、 ピ ッ ト３

（９０㎝ ×４５㎝） が見 られ、 いずれ も１０㎝ ほどの浅 い掘 り込 みである。 この ３個 の ピッ トか らは、

いずれ も微量 の焼土粒及 び炭化粒 が混在 してお り、炉 としての可 能性が考え られ る。炉 と して

使われ た ものとす るな ら、 この ３個の ピッ トは、 それぞれ時間差が想定 され る。 ピッ トの重複

関係 は不明 である。

［出土遺物］覆土 か ら数点 の土 器及 び石器 が出土 した。 底面か らは、１０㎝～２０㎝大 の礫 が ４個

－１４ －
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出土 した土器、石器については、以下の観察表に記載する。

第 ２号住居跡

［位置 と確認］ 住居跡 は、第 １号住居跡 か ら南 へ約１０ｍほどの緩 い斜 面 に当 た るＢＫ－４５・４６

グ リッ ドにて検出 した。住居跡 は、第Ⅴ 層 を切 って構築 している。

［重複］重複 は見 られ ない。

［平面形 ・規模］長軸２８０㎝、短 軸２５０㎝を測 る不整楕 円形 を呈 す る。

［堆積 土］ 覆土 は、 ３層 に分層 され る。 ２層が全体的 に見 られ、 自然堆積 と思われ る。

［壁 ・床面］南側 の壁 は、 ほ とん ど残 されて いない。北壁 で２５㎝、 西壁１０㎝を測 る。床面 は全

体的 に凹凸が あ り、平坦 ではない。 南壁近 くの床面 の一部 （７５㎝ ×５０㎝） は、黒色土で非常 に

堅 く踏み固 め られていた。 その下 には ピッ トが造 られてい る。

［柱穴］柱穴 と推定 され るピ ットは、確認 できなか った。

［炉］床面 中央 か ら西寄 りに４０㎝ ×１０㎝ ほどに広 が る地 床炉が認 め られ る。焼土 の厚 さは、 ８

㎝ ほどであ る。 その地 床炉の下層 には、厚 さ ５㎝ほ どの一枚の層 を挟んで３５㎝ ×１０㎝ ほ どの焼

土 （焼土Ｂ）が検 出 した。 この ことか ら下層 （焼土Ｂ）の焼土 は、古 い地床炉で ある。

［付属施設］ 南壁 に接 して黒色土 の堅 い面 の下 か らは、１２０㎝ ×８０㎝を測 る不整 楕 円形 を呈 す

るピッ トが検出 した。 ピッ ト内か らは、割 れた礫が ５個 出土 し、 その うち ４個 が接 合す る。 ま

た、 ピッ ト内の西壁 の一部か ら焼土 が検 出 した。

［出土遺 物］床面か ら小礫 が ３個 ほど見 られ、土器片 は、覆土 か ら出土 した。土 器 は、以下の

観察表 に一括す る。

－ １７－



第 ３号住居跡

［位置と確認］ ＢⅠ－５０グリッドにて一部１５０×１１０㎝ほどの範囲で堅い面が確認 された。周辺

は撹乱され、住居跡 としての平面プランが確定出来なかったが、壁及び床面の一部が検出 した

ので第 ３号住居跡 とした。

［重復］壁は、東壁の一部を除いてほとんど撹乱されている。 ３号住居跡 は、第４６土坑にきら

れている。

［堆積土］住居跡の覆土のほとんどは撹乱 されているが、東壁付近の堆積 は、 ７層に分けられ

た。堆積土中には焼土、炭化粒が見 られた。

［平面形 ・規模］不明

［壁 ・床面］東壁で、壁高は１０㎝ ほどである。床面と思われる箇所は凹凸である。東壁近 くの

床面には、 ピットがあ りそのピットを囲むようにして粘土を貼 っていた。

［付属施設］ ピット （規模９５×７５㎝、深 さ２５㎝）は不整楕円形を してお り、覆土中か ら焼土が

みられた。炉 としての可能性 も考えられる。

［出土遺物］ この住居跡の床面から礫及 び覆土か ら土器破片が出土 しているが、住居跡に伴 う

ものかどうかは疑問である。その他に小形の磨製石斧、石箆が １点ずつ出土 した。

出土遺物 は、以下のとお り観察表に一括する。

（大湯 卓二）
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第 ４号住居跡 ＝平成 ４年度調査 第 １号住居跡

［位置 と確認］ Ｃ Ⅰ ・Ｊ－７８・７９グ リッ ドに位置 す る。平 成 ４年度の調査 において、第Ⅵ 層

上面 の撹乱土 を除去す る際 に黒色 の落 ち込み を確認 し、第 １号住居跡 と した。

［改築］ 住 居跡南側 に高 さ ５㎝ ほどで、幅が南北 で７０㎝、 東西で ３ｍ３０㎝ のテ ラス状 の高 ま

りが認 め られ、住居 の拡幅 の可能性 が強 い。 また、 カマ ドの再構築 も行われてお り、 これに伴 っ

た住居拡張 とも考え られる。

［平面形 ・規模］ 壁長 は、東 壁 ３ｍ９８㎝ ・西壁 ４ｍ１０㎝ ・南壁 ３ｍ２８㎝ ・北壁 ３ｍ２４㎝ を測

り、南北 に長 い長方形 を呈 す る。 床面積 は１１．１９㎡であ る。 テラス部分 を除 い た場 合 は、 東壁

３ｍ３１㎝ ・西壁 ３ｍ５５㎝ ・南壁 ３ｍ４１㎝ ・北壁 ３ｍ２４㎝、床面積 は９．１８㎡で あり、当初 は この

規模 で方形 に近 い住居 であ った と思われ る。 なお、主 軸方位 は両 カマ ドとも平 行 で Ｎ －７７°－

Ｅで ある。

［壁 ・床面］ 各壁 は、東 西南北方向 を向いてお り方位 と一致す る。壁高 は、北 か ら時計 回 り

１３㎝ ・１１㎝ ・９㎝ ・１７㎝で ある。床面 は、第Ⅵ 層 を掘 り下 げて造成 したもので、 テ ラス部分 に

段差 を持つ ほかは平坦 で、 堅 い作 りで ある。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検 出 された ピッ トは ３個 であ る。 Ｐ１とＰ２は平面形 で は同一 ピッ トに もみ

えるが、 テ ラスの段差 に よって中央部 で分割 され、堆積状態か らも ２つの ピ ッ トで あると考 え

た。 いず れに して も用途 は不明で ある。

Ｐ１…２１㎝、 Ｐ２… ９㎝、 Ｐ３…１５㎝で ある。

［カマ ド］ 東壁 に新 旧 ２基 のカマ ドを並列 した状態で検 出 した。便宜上 、南側 に位置す る も

のを 「カマ ドⅠ」、北側 に位 置す るもの を 「カマ ドⅡ」 と呼称す る。 カマ ドⅠ の袖 は存在 しな

いが、芯材 として使われ たと思 われる シル ト質泥岩が直立 し、土 師器 片が散在す る。支脚 は地

山に埋 め込 んで ロー ム混 じりの暗褐色土 で固定 して いる。火焼面 はその上 に存在す る ことか ら

掘 り方 が存在 す ることが認め られた。煙道 部分 は第Ⅵ 層 を掘 り込 んだ トンネル式 である。 カマ

ドⅡは、 Ⅰよ りも使用 され た期 間が長 か った と思 われ、火焼面 が しっか りしている ものの、袖

は認 め られなか った。煙道部 は第 Ⅵ層 を掘 り込ん だ トンネル式 で ある。新 旧関係 を明確 に捉 え

ることはで きなか ったが、支脚 の有無 、袖の芯材 の有無等 か ら考え ると、 カマ ドⅠの方 が新 し

い もの と思われ る。

［その他の施設］ 床面 の中央部 に掘 り込み を伴 う円形 の焼 土面が認 め られた。

［堆積 土］ ５層 に分 け られた。 第 ２層黒色土下部 に白頭山火山灰が部分 的に認 め られた。 自

然堆積 と思われ る。

［出土遺物］ 土師器 の図示 し得 た個体数 は ８個 で、 カマ ド周辺か ら集 中 して出土 した。 支脚

はカマ ドⅠの炊 口部 に埋 め られた ままの状態 で出土 して いる。鉄製品 は西壁 際の床面直上か ら

－ ２１ －
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出土 している。

［時期］ 自然堆積と思われる覆土中か ら白頭山火山灰が検出されており、白頭山火山灰降下

以前に構築 ・廃棄されたもので、出土遺物を加味すると９世紀中葉～９世紀後半にかけてのも

のと思われる。

［その他］ 住居跡が ２軒の重複 も考えたが、堆積土及びカマ ドの残存状況か ら１軒の住居跡

で、拡幅とカマ ドの再構築と考えた。

第 ５号住居跡＝ 平成 ４年度調査第 ２号住居跡

［位置と確認］ ＣＪ・Ｋ－８０・８１グリッドに位置する。平成 ４年度の調査において、砂利が

混入する撹乱土を除去する際に第Ⅵ層で黒色の落ち込みを確認 し、第 ２号住居跡 とした。

［改築］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 壁長は東壁 ３ｍ１７㎝ ・西壁 ３ｍ０７㎝ ・南壁 ２ｍ６２㎝ ・北壁 ３ｍ３６㎝を測る

北側に開いた台形状を呈する。床面積は８．５０㎡である。主軸方位 はＮ－７５°－Ｅである。

［壁 ・床面］ 各壁は、北から２０度ほど西に偏向している。壁高は７～１７㎝まで削平 されてい

るが、比較的東壁が残存 している。床面か らの立ち上がりは６０～７０度前後である。床面は第Ⅵ

層を使用 しており堅緻であるが小さな起状を伴 う。 また、部分的に貼床 も認められた。

［柱穴 ・ピット］ 住居跡内か ら検出されたピットは４個である。 Ｐ２・Ｐ４は浅いもので柱穴

とは考えにくい。 Ｐ１も柱痕 は確認できず、住居跡外にも柱穴は検出で きなかった。 Ｐ３はカマ

ドに付属する可能性がある。各 ピットの深 さは、

Ｐ１…５２㎝、Ｐ２…１６㎝、 Ｐ３…５７㎝、Ｐ４…１８㎝である。

［カマ ド］ 東壁ほぼ中央部に付設 される。袖は残存状態が悪 く、辛うじて向か って右側だけ

が確認できた。地山を掘 り残 した上に、土師器片を芯材 として用いたと思われる。支脚は燃焼

部中央部 に直立 し、下部は埋め込まれ固定された状態で出土 した。また、天蓋に使用 されたと

思われる扁平なシル ト質岩が、煙道入口部で出土 した。煙道部は壁際で若干崩落が認められる

が、第Ⅵ層を掘 り抜いた トンネル式の ものである。

［その他の施設］ 住居跡床面中央部に、掘 り込みは持たないが非常にしっかりとした火焼面

を確認 した。

［堆積土］ ７層に分層 される。第 １層黒色土下部に白頭山火山灰部分的に認められた。第 ６

層は貼床に相当するもので しまりはつよい。第 ７層は黒褐色 と褐色 ロームの混土で掘り方を埋

めたもので、やや しまりにかける。

［出土遺物］ 土師器の図示 し得た個体は１４個体である。カマ ド周辺及び付属施設 と考え られ

るＰ３か ら多数出土 した。支脚 はカマ ド炊口部からの出土である。

［時期］ 自然堆積と思われる覆土中か ら白頭山火山灰が検出されており、白頭山火山灰降下
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以前 に構築 ・廃棄 された もので、 出土遺 物か ら推測 する と ９世 紀中葉～ ９世紀後半 にかけての

ものと思 われ る。

第 ６号住居跡 ＝平成 ４年度調査 第 ３号住居跡

［位置 と確認］ ＣＬ ・Ｍ －７７～７９グ リッ ドに位 置 し、平 成 ４年度 の調査 において、第 Ⅵ層精

査 中に黒色 の落ち込み を確認 し、 第 ３号住居跡 と した。

［改築］ カマ ドの改築 が認 め られ た。北側 のカマ ドの煙道部 を意図的 に埋 め、壁 と して使用

し直 してい る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は隅がか な り丸 みを帯 びた隅丸方形で ある。 したが った壁長 で はな

く軸長 で計測を試 みた。結果 は東西軸 ４ｍ ２㎝ ・南北軸 ４ｍ５８㎝ で あ った。 床面 積 は１６．１２㎡

で、主 軸方位 は Ｓ－８８°－Ｅであ る。

［壁 ・床面］ 各壁 の方 向 は、 ４方位 と一致 す る。 また、第Ⅵ層 まで掘 り込 まれて作 られてい

るが、壁の上部 は削平 されて いる。壁高 は、北 か ら時計回 りに１１㎝ ・１３㎝ ・１１㎝ ・１７㎝ までは

確認で きた。壁 は床面 か ら６０～７０度前後 で立 ち上が る。床面 は第Ⅵ 層 を僅 か に掘 り込ん で構築

してお り、全体的 には平坦 な作 りであ るが、 若干の凹凸 を伴 う。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検 出 され た ピッ トは１４個で ある。 いず れ も柱痕 は確 認で きなか った。 ピッ

ト内堆積土 には焼土 ブロ ック ・焼土粒 ・炭 化物 を含 む ものが半数近 くあ る。各 ピッ トの深 さは

Ｐ１…２３㎝、 Ｐ２…４７㎝、 Ｐ３…２３㎝、 Ｐ４…３２㎝、 Ｐ５…２９㎝、 Ｐ６…１１㎝、 Ｐ７…１６㎝、 Ｐ８…３０

㎝、 Ｐ９…２１㎝、 Ｐ１０…４５㎝、 Ｐ１１…１０㎝、 Ｐ１２…２０㎝、 Ｐ１３… ８㎝、 Ｐ１４…１６㎝ である。

［カマ ド］ 東壁 のやや南寄 りと北壁 中央部 に １基ず つの計 ２基 を検出 した。東壁 で検 出 した

ものが新 しく 「カマ ドⅠ」、北壁で検 出 した ものが古 く 「カマ ドⅡ」 と呼称 した。 カ マ ド Ⅰの

袖 はほ とん ど残存 しなか った。 しか し、 カマ ド内、 ピッ ト８には袖 の崩落土 と思 われ る黄 褐色

の堆積 がみ られ、 地山 を掘 り残 して袖 と した可能性 が高 い。 煙道部 は第Ⅴ ・Ⅵ層 を掘 り込んで

作 った トンネル式で ある。 カマ ドⅡの主軸方 向はＮ －１０°－Ｗで、 袖 は残存 しな か った。 カ マ

ド２ ・３層 は焼土面 に盛土 し、 床面 と して使用 し、 カマ ド７ ・８ ・９ ・１０層 は煙道 の崩落土 に

盛土 を して壁 と した もの と考 え られ る。 トンネル部分 は残存す るが、煙出 しの開口部分にもロー

ム とシル ト岩で蓋 を した痕跡 が認 め られ た。以上 の点 か ら、 カマ ドⅡの方 が古 い もの と考え ら

れ る。

［その他の施設］ 床面 中央部 に、掘 り込 みを持 た ない焼土面 が検 出 された。

［堆積 土］ ４層 に分 け られ る。覆土第 １層黒 色土下部及 び第 ２層 中に白頭山火山灰が ブ ロッ

ク状 に認 め られた。
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［出土遺物］ 土 師器の図示 し得 た個体数 は１８個であ る。 カマ ドⅠ及 び付属施設 と考 え られ る

ピッ ト８か ら集 中 して出土 した。第２０図Ｐ１１の底部 は第１１号住居跡 カマ ド出土 の もの と接 合 し

た。

［時期］ 自然堆積 と思わ れる覆土 中か ら白頭山火山灰が検 出 されてい るため、 白頭 山火 山灰

降下前 に廃棄 され たもの と思 われる。

第 ７号住居跡 ＝平 成 ４年度調査第 ４号住 居跡

［位 置 と確認］ ＣＦ ・Ｇ－７７・７８グ リッ ドに位置す る。本住居跡以下第 １３住居跡 まで は、従

来 か ら埋没 し切 れぬ竪穴状 の凹地 ・住居跡 （青森県埋蔵文化財調査報告書第２４集 １９７４・青森 県

埋蔵 文化財調査報告 書第４８集１９７９・青森 県埋 蔵文化財調査報告書第 １４８集１９９３）とされていた も

のであ る。平成 ４年度の調査 において、 肉眼で落 ち込み を確認 し第 ４号住居跡 と した ものであ

る。

［改築］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 壁長 は、東壁 ２ｍ９６㎝ ・西壁 ２ｍ９８㎝ ・南壁 ３ｍ６４㎝ ・北壁 ３ｍ３９㎝を測

り、平面形 はやや東西 に長 い長方形 を呈 す る。床面積 は１０．２６㎡であ る。主 軸方位 はＮ－８５°－

Ｅであ る。

［壁 ・床面］ 壁 は、第Ⅲ 層 を掘 り込 んで、方位 と同一方 向に作 出 されて いる。壁 高 は、 北か

ら時計 回 りに３３㎝ ・３４㎝ ・５９㎝ ・４６㎝であ るが、第 Ⅲ層 の広範囲 での流 れ込 み も考え られ、壁

はさらに高 い可能性 もある。立 ち上 が りは８５～９０度前後 であ る。床面 は第 Ⅵ層 を使 用 してお り

堅緻な作 りで あるが、起状 が見 られ る。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検出 された ピッ トは ５個で ある。柱穴 と断定 で きるもの はなか った。 Ｐ４

は、右袖 に隣接 し上面及 び覆土 中か ら土 師器片が多数 出土 してい る。 その他 は比較的浅 いもの

で用途 は不明で ある。

Ｐ１…２３㎝、 Ｐ２…２１㎝、 Ｐ３…２１㎝、 Ｐ４…４０㎝、 Ｐ５…１２㎝ である。

［カマ ド］ 東壁中央部 に位 置す る。 袖 は両側 と もシル ト質泥岩 を粘 土で固定 したものである。

天蓋 にも同様 の石材 を用 いた と思 われ、 カマ ド中央部 か ら直径２０㎝大の シル ト質泥岩が出土 し

ている。煙道部 は トンネル式 で残存 状態 は良好 であ る。煙 出 し付近 か らは白頭山火山灰が検 出

された。支脚 はカマ ド右袖部分 か らの出土で ある。

［その他の施設］ 住居跡床面 中央部 に、 しっか りと した焼 土面 を確認 したが、掘 り込み は認

め られなか った。

［堆積土」 ８層 に分 け られた。 周堤 を確認す るために広範 囲 にセクシ ョンをと ったが、周堤

の検 出はで きなか った。 第 ６層中及 び上面 で白頭 山火 山灰 が、第 ７層で は焼土粒が認め られた。

自然堆積 と思 われ る。

－ ３６ －
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［出土遺 物］ 遺物 はカマ ド及 び付属施設 と思 われ るピッ ト４か ら集 中 して 出土 した。 土 師器

の図示 し得 た個体数 は１２個 であ る。 また、製塩土器 はカマ ド及 び ピッ ト２・４か ら出土 の ものが

接 合 した。

［時期］ 自然堆積 と思 われ る覆土中か ら白頭 山火 山灰 が検 出 されて お り、 白頭 山火 山灰 降下

以前 に構築 ・廃棄 された もの と思われ る。 出土遺物 か らみ ると口縁部が長 く外反 す るものが出

土 して いることか ら９世紀 中葉 ～ ９世紀後半 にかけての もの と思 われ る。

第 ８号住居跡 ＝平成 ４年度 調査第 ５号住居跡

［位置 と確認］ Ｂ Ｚ ・ＣＡ －７５・７６グ リッ ドに位置 す る。 平成 ４年度 の調査 において、 埋 ま

り切 らないままの落 ち込 みを表土面で確認 し第 ５号住居 跡 と した。

［改築］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は方 形で、壁長 は、東壁 ２ｍ８８㎝ ・西壁 ３ｍ ４㎝ ・南壁 ２ｍ９５㎝ ・

北壁 ３ｍ ７㎝ を測 る。床面積 は７．８５㎡の規模 で、主軸方位 はＮ－７６°－ Ｅであ る。

［壁 ・床面］ 壁 は、各方位 と一致す る。壁 は、第Ⅲ 層 か ら掘 り込 まれ、第Ⅵ 層 までを使用 し

て いる。壁高 は、北 か ら時計 回 りに４９㎝ ・４３㎝ ・４７㎝ ・４８㎝で ある。 なお床面 か らの立 ち上が

りは７０～８０度 であ る。壁 の上 部 にやや外反 が 目立 つが、第 Ⅲ層 か らの掘 り込 みなので崩落 した

可 能性が強 い。床面 は第Ⅵ 層 を使用 してお り比較 的平坦 で堅 くしま りがあ る。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検 出 された ピッ トは１１個 であ る。 Ｐ１・２・３とＰ９・７・５はほぼ対称形 をな

すが、 いず れ も柱痕 は認 め られ なか った。

Ｐ１…１５㎝、 Ｐ２…２３㎝、 Ｐ３…１０㎝、 Ｐ４…９㎝、 Ｐ５…１３㎝、 Ｐ６…１１㎝、 Ｐ７…２１㎝ 、 Ｐ８…

１８㎝、 Ｐ９…１５㎝、 Ｐ１０…１４㎝、 Ｐ１１…１４㎝で ある。

［カマ ド］ 東壁 中央部 か ら、や や南側 に構築 されて いる。袖 は全 く残 存 しな いが、芯材 と し

て使用 された と思 われ る甕形土師器 の胴部 と小礫が確認 できた。 また、支脚 と して使用 された

と思 われる立方体型 の角礫 （第２８図 － ７） が、炊 口中央 に据 え られてい る。煙道部 は トンネル

式 であ り、 その製 作過程を伺 い知 ることがで きる。 本住居跡 のカマ ドは、煙道部 の先端 が右方

向 にカーブし、煙出 し開口部 も他の ものよ り大 きめである。 このことか ら、両側か ら掘 り込 んだ際

に真 っ直 ぐつなが らず、煙出 し部分 を大 き く広 げ、煙道部 を急角度で右 に曲げた ものと考 え られる。

［その他 の施 設］ 南壁 の西隅 に横穴 が検出 され た。第Ⅵ層 を掘 り込んだ もので しっか りと し

た作 りで、 貯蔵穴 と思われ る。

［堆積土］ ３層 に分層 された。第 ２層黒色土 の下部 に白頭山火山灰を多量 に検 出 した。 自然

堆積 と思 われ る。

［出土遺物］ 土師器 の図示 し得 た個体数 は ５個体 であ り、 いずれ もカマ ド及 び床面 か らの出

土 であ る。 カマ ド出土 のす り石 は支脚替 わ りと して用 い られて いたと思 われ る。

－ ４２－
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［時期］ 自然堆積 と思われる覆土中か ら白頭山火山灰が検出されており、白頭山火山灰降下

以前に構築 ・廃棄されたもので、口縁部が長 く外反する甕が袖の芯材として用いられているこ

とか ら９世紀中葉～９世紀後半にかけてのものと思われる。

第 ９号住居跡 ＝平成 ４年度調査第 ６号住居跡

［位置と確認］ ＣＧ ・Ｈ－７４グリッドに位置する。平成 ４年度の調査において、第 ７・８号

住居跡同様埋没 し切れぬ落ち込みを表土面で確認 し、第 ６号住居跡として精査 した。

［改築］ 認められなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は方形で、東壁 ２ｍ８０㎝ ・西壁 ２ｍ７９㎝ ・南壁 ２ｍ７２㎝ ・北壁 ２ｍ

６５㎝を測る。床面積は７．２４㎡ である。主軸方位はＳ－ ２°－Ｗである。

［壁 ・床面］ 各壁の向きは、 ４方位を向いている。壁高は、北か ら時計回 りに６３㎝ ・３８㎝ ・

６１㎝ ・３６㎝で、第Ⅲ層から掘り込んで作 っている。東壁 は木の根で若干壊されているが、その

他は残存状態は良好である。床面か ら立ち上が りは８０度以上の急な角度である。床面は第Ⅵ層

を使用 しており、きれいに整形され平坦である。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検出された ピットは５個である。 Ｐ２～４は西壁際に一直線状に並ぶが、対

称的な配置がみ られず、 ピット内堆積土か ら考えても柱穴の可能性は低い。

Ｐ１…３２㎝、 Ｐ２…３０㎝、 Ｐ３…３３㎝、 Ｐ４…２２㎝、 Ｐ５…２０㎝である。

［カマ ド］ 南壁中央からやや東寄 りに位置する。袖は向かって右側だけが幾分残存するだけ

で、左側には芯材として用いたと思われるシル ト質泥岩が出土 した。支脚は火焼面の中央から

やや奥に、直立状態で埋め込 まれていた。煙道部は トンネル式で、非常に緩やかな角度で下に

向かい、煙出口直下にピットを作出 し、張 り出し部を残 しなが ら立ち上がる。 ピットは雨水等

の逆流に備えたものと思われる。

［その他の施設］ 認められなかった。

［堆積土］ ６層に分層できる。第 ２層褐色土上面に白頭山火山灰がブロック状に混入する。

また、第 ３・４・５層中は人為的堆積と思われ、十和田ａ火山灰が少量認められた。従 って、

十和田 ａ火山灰降下後に廃棄 （埋め戻 し）された住居に、 白頭山火山灰が自然堆積 したものと

思われる。

［出土遺物］ 図示 し得た個体数は６個体である。覆土中か ら出土 した２と７は同一個体の可

能性が高い。また、覆土中か ら製塩土器片が１０片出土 している。

［時期］ 覆土下位から人為的堆積と思われる十和田ａ火山灰、上位か ら自然堆積と思われる

白頭山火山灰が検出されたことか ら、十和田ａ火山灰降下後か ら白頭山火山灰降下以前に廃棄

された住居と思われる。

－４６－
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第１０号住 居跡 ＝平成 ４年度調査 第 ７号住居跡

［位置 と確認］ ＣＥ－６４・６５グ リッ ドに位置す る。平 成 ４年度 の調査 において、第 ７号住居

跡 と した もので ある。本住居跡 は、昭和５２年 の ７月 ～ ８月 にか けて青森県教育委員会文化課 で

実施 した試掘調査 の際 に、壁 及 び床の一部 を確認 してい る。当時 の報告 によ ると 「調 査区南 東

部 Ｂ－２４とＢ－２５トレンチの間 に、４．１ｍ ×４．０ｍの円形 を呈 し深 さ２９㎝ の凹みを発 見 し、試掘 し

た結果、次 の ことが確認 で きた。 この住居跡 は第 Ⅲ層か ら掘 り込 まれ、床面 は第Ⅴ層 を削 って、

平坦 に作 ってい る。 また、 この面 はかた くしま って いるが一部 に、 暗褐色土 が まだ らに入 り込

んで いる。壁 直下 に巾 ８㎝、深 さ１０㎝ の周 溝が確認 され た。壁 はやや急 な立 ち上がりを呈 し～。」

また、 ま とめで は 「形 態か ら歴史時代 と思 われ る」 と記載 されてい る。 （青 森 県埋 蔵文 化財 調

査報告第４８集 １７７９）

調査 中 も、試 掘調査が行 われた ことを裏付 けるよ うにセ クシ ョンに トレンチ跡 と思われ る攪

乱 を確認 して いる。

［改築］ 認 め られなか った。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ隅丸方形 を呈す るが、南 壁で緩やか な外湾す るカー ブを描

く。 壁長 は、東壁 ２ｍ２５㎝ ・西壁 ２ｍ４５㎝ ・南壁 ２ｍ６２㎝ ・北壁 ２ｍ７０㎝ を測 り、 床面 積 は

６．２８㎡であ る。 主軸方位 は Ｓ－２０°－Ｅで ある。

［壁 ・床面］ 壁 は、 第Ⅲ 層以下 を掘 り下 げて構築 した もので、堅 くしま りがあ る。各壁 は各

方位 とほぼ一致 して、壁高 は、北か ら時計 回 りに４５㎝ ・５３㎝ ・５１㎝ ・５４㎝ であ る。床面 か らの

立 ち上が りは７０～８５度で ある。床面 は第Ⅵ層 を掘 り込んで構築 してお り、東 か ら西方 向 にか け

て緩 やかに傾斜 す る。

［壁溝］ カマ ドの存在す る南壁 の一部 を除いて ほぼ全周す る。幅 は１２～１７㎝で、床面か らの

深 さは ４～ ７㎝で ある。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検 出された ピッ トは ２個で ある。 その他 に周溝 内 にそ って小 ピッ トが認 め

られた。 Ｐ１・２と も袖 の両脇 に付設 されてお り、少量 の土器片 が出土 した。

Ｐ１…６㎝、 Ｐ２… ４㎝で ある。

［カマ ド］ 南壁 の中央 か ら西寄 りに付設 され てい る。袖 は地 山 を掘 り残 して使用 した痕跡 は

認め られ た ものの、芯材 と して用 い られ たと思 われ る礫 がむ き出 しにな ってお り、原形 を留 め

るには至 らない。支脚 は、石の上 に坏 を倒立 させて置 き使用 したと思 われる。煙道部 は、第Ⅵ

層 を掘 り込 んで作 った トンネル式で、残存状態 は良好 で ある。

［その他の施設］ 認 め られ なか った。

［堆積土］ 昭和５２年 の試掘調査 におけ る トレンチ跡が明確 に認 め られた。残 存す る堆積土 は

７層 に分 け られた。 第 ３ ・４層上面 に白頭 山火山灰が多量 に認 め られた。 また、周堤の確認の

－ ４９ －
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ために住居跡周辺を調査した際に、十和田ａ火山灰が大量に堆積しているのが認められた。

［出土遺物］　図示し得た土師器の個体数は２個体である。坏はカマド内出土で、倒立させて

支脚として用いたと思われる。床面から出土した甕は12号住居跡覆土中のものと接合した。

［時期］　住居跡周辺に十和田ａ火山灰が多量に自然堆積しているにも係わらず、住居跡覆土

中には白頭山火山灰しか検出されなかったことから、十和田ａ火山灰降下後に構築され、白頭

山火山灰降下前に廃絶されたものと思われる。



第１１号住居跡 ＝平成 ４年度調査第 ８号住居跡

［位置と確認］ ＣＫ－６７グリッドに位置する。平成 ４年度の調査において、埋まり切 らない

状態で落ち込みを確認 し、第 ８号住居跡 とした。本調査で検出 した住居跡群の南端に位置 し、

残存状況は良好である。

［改築］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は隅丸方形 で、壁 長 は東壁 ２ｍ４２㎝ ・西壁 ２ｍ５０㎝ ・南壁 ２ｍ５２㎝ ・

北壁 ２ｍ３０㎝を測 り、床面積 は５．６０㎡であ る。主 軸方位 は Ｓ－ ２°－Ｗで ある。

［壁 ・床面 ］ 壁 は、第Ⅲ 層 か ら第 Ⅵ まで掘下 げて構築 され、 床面か らの立 ち上が りは８０度前

後 で急 であ る。 壁高 は、北か ら時計 回 りに４５㎝ ・５１㎝ ・５９㎝ ・５４㎝であ る。床面 は第Ⅵ 層 を掘

り下 げて構 築 してお り堅緻 で平坦 な作 りであ る。

［柱 ・ピッ ト］ 検出 され た ピッ トは１０個で ある。 いずれの ピ ッ トも主柱穴 にな りそ うな掘 り

込 みではない。 ピッ ト内 の堆積土 に は、焼土 粒 を含 み しま りがない ものが 目立つ。

Ｐ１…１５㎝、 Ｐ２…１１（＋６）㎝、 Ｐ３…４４㎝、 Ｐ４…１６㎝、 Ｐ５…１７㎝、 Ｐ６…１２㎝、 Ｐ７…２１㎝、

Ｐ８… ７㎝、 Ｐ９…１９㎝、 Ｐ１０…１３㎝ であ る。

［カマ ド］ 南壁中央部に構築され、比較的良好な残存状況である。袖はシル ト質泥岩を床面

に埋め込み直立させ、天蓋の崩落 と思われるもの も同様の石材を用いている。炊口部には、土

師器片が多数出土 してお り、甕形土師器の底部 （下半部）を倒立 させ支脚 として用いた可能性

が高い。（第 ６号住居跡の床面出土遺物と接合 し、実測図は、第 ６号住居跡 （２０図－１２） で掲

載 した。）煙道部は、堆積状態から見ると火焼面を ２枚有するが、天井部の崩落 と思われる。

［その他の施設］ 認め られなか った。

［堆積土］ ３層 に分けられた。自然堆積 と思われ、第 ３層上面に広範囲で白頭山火山灰の堆

積が認められた。

［出土遺物］ 図示 し得た土師器は６個体であるが、 ４点は覆土中出土のものである。紡錘車

は北壁よりの床面か ら出土 した。また、木製の椀 と思われる炭化材 も床面より出土 した。口縁

と見 られる外反部分が残存することから、図上復元を試みた。

［時期］ 自然堆積と思われる覆土中から白頭山火山灰が検出されており、白頭山火山灰降下

以前に構築 ・廃棄されたもので、第 ６号住居跡 カマ ド袖芯材 と本住居跡カマ ド内出土土器が接

合 していることか ら、第 ６号住居跡同様１０世紀初頭か ら１０世紀第 ２四半期の ものと思われる。

－ ５２ －
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第１２号住居跡 ＝平成 ５年 度調査第 ９号住居跡

［位置 と確認］ ＣＧ ・Ｈ －６９・７０グ リッ ドに位 置す る。 平成 ４年度 の調査 において、 表土 上

面で埋没 し切 らな い円形 の凹地 を確認 し、第 ９号住 宅跡 と した ものであ る。

［改築］ 認 め られない。

［平面形 ・規模］ 各壁 の全長 は、東壁 ２ｍ３８㎝ ・西壁 ２ｍ６５㎝ ・南 壁 ２１ｍ５２㎝ ・北 壁 ２ｍ

７６㎝を計 り、西側 がやや開 く台形様の平面形 であ る。床 面積 は６０．７４㎡である。主軸方位 はＮ－

２６°－Ｗであ る。

［壁 ・床面］ 壁の各隅が、 ほぼ各方位方向を向いている。壁は第 ７～１１号住居跡 と同様 に第

Ⅲ層か らの掘 り込みである。床面か らの立ち上がりは７５度前後であるが、カマ ドの位置する北

壁は他の壁より急な角度である。壁高は、北から時計回りに６５㎝ ・６５㎝ ・７２㎝ ・７３㎝であり、

他の住居よりも相対的に壁が高 く作 られている。床面 は第Ⅵ層の使用で掘 り方等は認められず、

平坦で全体的に堅い作 りである。

［柱穴 ・ピッ ト］ 検 出 された ピッ トは ４個 である。北壁 に も横穴が １個検 出 され たが、その

他 の施 設で記載す る。 いずれ も柱痕 は認 め られず、対称 形 に も組む ことはで きなか った。 Ｐ３

は浅 めの ピッ トで、土器片 が数点 出土 して いる。

Ｐ１…１５㎝、 Ｐ２…３１㎝、 Ｐ３…１５㎝、 Ｐ４…２１㎝ であ る。

［カマ ド］ 北壁 中央部 に構築 され、袖 は地山 を掘 り残 した もの に粘土 を張 り付 けた もので あ

る。 粘土部分 は燃焼 を受 けて明赤褐 色 に変成 してい る。 支脚 は残 され ていない。煙道部 は第Ⅵ

層 を掘 り込んだ トンネル式 で、煙道 内 には天井部 の崩落 と思われ る赤褐色土 ブロックが堆積 し

てい る。

［その他の施設］ 北壁に奥行 き４０㎝程の横穴が検出された。第Ⅵ層を掘 り込んでいるため、

しっかりとした作 りで、貯蔵穴の可能性がある。

［堆積土］ ６層に分けられる。住居跡全面に渡 って第 ５・６層上面に白頭山火山灰が認め ら

れた。 また、部分的ではあるが、第 ６層暗褐色土中に十和田 ａ火山灰を少量含む。 自然堆積と

思われる。

［出土遺物］ 図示 し得た土師器 は７個体である。床面か らは甕 ４点、坏口縁部 １点の出土で

ある。坏の口縁部は、Ｐｉｔ２出土の １と同一個体の可能性がある。

［時期］ 住居跡覆土中から自然堆積と思われる十和田 ａ・白頭山火山灰が検出されているた

め、十和田 ａ火山灰降下前に構築 ・廃棄されたものと思われる。

－ ５６ －
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第 １３号住居跡 ＝平成 ４年度調査第１０号住居跡

［位置 と確認］ ＣＨ ・Ｉ－６７グ リッ ドに位置 す る。 第 ７～１２号住居跡同様 に埋 ま り切 らない

状態 で落 ち込 みを確認 したが、他 の ものよ り規模 が非 常 に小 さか ったため、周辺 の第Ⅴ 層 を除

去 し、 プ ランを確認 してか ら精査 に入 った。平成 ４年 度調査 の第１０号住居跡 である。

［改築］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 壁長 は東壁 ２ｍ ３㎝ ・西壁 ２ｍ ９㎝ ・南壁 ２ｍ２１㎝ ・北壁 １ｍ９８㎝を測 り、

やや隅丸で南壁が幾分長い台形に近い方形を呈する。床面積 は３．８６㎡ であり、他の住居跡 より

も規模は小さい。主軸方位はＳ－ １°－Ｗである。

［壁 ・床面］ 壁は、各方位とほぼ一致す る。壁高 は、確認できた範囲では北から時計回りに

１４㎝、１０㎝、２０㎝、１４㎝で、床面か らの立ち上がり角度は７０度前後である。床面は部分的に貼

床が認められ、掘 り方 も確認できた。貼床部分 は暗褐色土混 じりで、その他は第Ⅵ層を使用し

ている。

［柱穴 ・ピッ ト］ ピットは検出されなか った。

［カマ ド］ 南壁中央か ら西寄 りに付設されている。袖 は向かって左側のみが微高地 となって

残ってお り、地山を掘 り残 して作 ったと思われる。 また、右側には芯材か補強材として用いた

と思われる礫が出土 している。支脚と思われるものは出土 しなかった。煙道部は第Ⅵ層を緩や

かに下方向に掘 り込み、 ピットを経て斜めに立ち上がる トンネル式である。

［その他の施設］ 認め られなかった。

［堆積土］ ４層に分層できる。第 １層直下で白頭山火山灰を確認 した。貼床部分は非常に締

まりがあり、 ロームと暗褐色土の混土を使用 している。

［出土遺物］ 遺物は出土 しなか った。

［時期］ 住居跡覆土中か ら自然堆積と思われる十和田 ａ・白頭山火山灰が検出されているた

め、十和田ａ火山灰降下前に構築 ・廃棄されたものと思われる。

（増尾 知彦）

－ ６０ －
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（２）土 坑

平成 ４年度 ・平成 ５年度の調査では、６３基の土坑が確認された。確認面は、第Ⅴ層～第Ⅶ層

で検出 した。土坑は、主に調査区北側及び東側においてまとまって見 られた。 （遺構配置図参

照 付図）

検出 した土坑については、土坑観察表に記載 し、出土 した遺物について も土器 ・石器 ・土製

品ごとに観察表に一括 した。

（大湯 卓二）

－ ６２ －
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　（３）溝状土坑

　溝状土坑は、平成４、平成５年の調査で10基検出した。溝状土坑については、溝状土坑観察

に一括して記載する。

（大湯　卓二）
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（４）焼 石 （第６６図）

第 １号焼石

ＤＢ－６８グリッドの第Ⅴｂ層から径 （１５㎝～３０㎝）ほどの焼石が１０個 ほど散 らばった状態で

出土 した。出土範囲は、ほぼ １グリッド内である。周辺か ら不安定な平底及び土器破片が見 ら

れた。 この焼石に共伴する土器は、縄文時代早期赤御堂式か ら早稲田５類に至る時期と思われ

る。焼土は確認出来なかった。（１～ ５）の土器は、同一固体で胎土には植物性繊維が混入 し

ている。器形は、不安定な平底で器面に縄文 （ＲＬ）を不規則に施 している。

第 ２号焼石

ＣＨ－７６グリッド、第Ⅲ層か ら焼石 （１０㎝～２０㎝大）が１０数個検出した。石の出土 した周辺

は、少量の焼土及び土師器破片が見 られた。石は捨て られたものと思われる。

（５）集 石 （第６６図）

第 １号集石

ＣＨ－７１・７２グ リッ ドの第Ⅴ 層か ら径 １５㎝大 の礫 が３３個 ほどまとま って出土 した。この礫 の

中 には、石器 と して加工 された もの は含 まれ ていない。

（６）埋設土器遺構 （第６７図）

ＢＪ－５２グ リッドの第Ⅴ 層か ら埋設土器が １個検出 した。土器は逆位の状態で口縁が下にな

り、底部は欠損 していた。土器は、ほぼ円形 （径９５㎝で深さ７０㎝）の掘 り方をもって埋設 され

ていた。覆土は ２層に分層 され、土器は掘 り方の底面か ら２０㎝ほど浮いていた。土器 は、深鉢

土器で、口縁部形状は、波状口縁を呈 し、口頚部が外反 している。口縁部には、ボタン状の突

起が見 られ、粘土紐によって長方形に区画 し、その下 は無文部を形成 している。胴部 は縄文

（ＲＬ）を施 し、中を沈線で横位、縦位 に長方形に区画 し、 さらに沈線の内側を磨 り消 してい

る。時期は、縄文時代後期前半沖附（２）式あたりのものと思われる。

（大湯 卓二）

－ ９６－
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第 ２節 遺構 外 出土遺物

（１） 土 器

家ノ前遺跡では、縄文時代 ・弥生時代 ・平安時代の各時期の土器が遺構外か ら出土 した。平

安時代の土器の多 くは遺構内か ら出土 したため量的には少なく、縄文時代早期後半か ら前期中

葉にかけての時期、縄文時代後期の前半期、弥生時代後期の土器が中心 となっている。 これら

遺構外出土の土器を従来の土器型式等に対応 させると、以下の様になる。

第 Ⅰ群土器 縄文時代早期の土器

第 １類 白浜式に比定 される土器

第 ２類 吹切沢式に比定 される土器

第 ３類 物見台式に比定 される土器

第 ４類 早稲田５類に比定 される土器

第Ⅱ群 縄文時代早期末から前期初頭の土器

施文具によって分類 したため、型式にあてはめ られない。 したがって、中には Ⅰ群 ４類ない

しはⅡ群各類の範疇に入 るものがあると思われる。他に判断できるもので既知の土器型式にあ

てはめてみると、以下のようになる。第 １類の４０～４４は北海道に分布する東釧路Ⅳ式に類似し、

第 ３類 （６１） も北海道のコッタロ式との関連が考え られるものである。在地のものでは、条が

縦走する縄文を施文 している５４など表館遺跡第Ⅹ群土器に類似するものが含 まれているものと

思われる。

第Ⅲ群 縄文時代前期の土器

第 １類 長七谷地Ⅲ 群に比定される土器

第 ２類 早稲田 ６類 ｂ種に比定される土器

第 ３類 ・第 ６類 早稲田 ６類 ｃ種に比定される土器

第 ４類 表館式 に比定される土器

第 ５類 早稲田 ６類もしくは表館式の系統上に位置すると思われる土器

第Ⅳ群 縄文時代中期の土器

第 １類 円筒上層 ｄ式土器 に比定される土器

第 ２類 大木１０式土器に比定される土器

第Ⅴ群 縄文時代後期の土器

第 １類 ・第 ２類 牛ケ沢Ⅲ群 に比定される土器

第 ３類 ・第 ４類 沖附（２）式 に比定される土器

第 ５類 弥栄平（２）式 に比定される土器

－ ９９ －



第 ６類 沖附（２）式土器の系統上に位置すると思われる土器

第 ７類 弥栄平（２）式土器の系統上に位置すると思われる土器

第 ８類 十腰内 Ⅰ式に比定される土器

第 ９類 十腰内Ⅳ式に比定される土器

第１０類 後期前半に位置づけられる把手を有する土器

第１１類 後期前半に位置づけられる粗製土器

第Ⅵ群 縄文時代晩期の土器

第 １類 大洞ＢＣ式に比定 される土器

第 ２類 大洞Ｃ １式に比定 される土器

第Ⅶ群 弥生時代前期の土器

・二枚橋式に比定 される土器

第Ⅷ群 弥生時代後期の土器

第Ⅸ群 時期不詳のもの

第Ⅹ群 平安時代の土器

各々の土器群について事実記載を行い個々の特徴等を観察表に記 した。なお、第 Ⅰ～Ⅸ群の

土器については、図版中にも出土グ リット、層位、整理番号を付 した。

第 Ⅰ群 （縄文時代早期の土器）

第 １類 貝殻条痕が施されるもの （１）

おそらく尖底となる土器の胴部下半で、貝殻条痕による調整が内外面に施 されている。器厚

は１３㎜前後と厚 く、重量感がある。植物繊維および砂粒はほとんど含れまず、 １㎜以下の細砂

粒が極微量混入されるだけである。

第 ２類 貝殻の連続圧痕文を施文するもの （２～４）

乳房状突起を持つ尖底の土器群で、口縁部は直立 しなが ら先細りする平口縁のようである。

器厚は１０㎜前後で第 １類よりは若干薄 く、胎土には植物繊維は含れまず、 １㎜前後の細砂粒が

微量混入される。 ２は口縁部破片で、口縁部 は横位に、その下部では斜位に貝殻連続圧痕文が

施 されている。 口唇部にはハマグリ等の腹縁部が滑 らかな貝殻によって刻み目を施 している。

４は尖底部で、先端部には沈線 とも調整ともいえない浅い抉 りが入 り、乳房状突起になってい

る。

第 ３類 沈線、貝殻腹縁圧痕文および沈線文等によって文様を表出するもの （５～１０）

全体の器形を復元 しうる個体はなく、すべて破片資料である。細砂粒が少量混入されている

が、植物繊維は含 まず、焼成は良好で堅緻である。内外面の器面調整はヘラ状工具によって平
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滑に調整され、口唇部は水平に面取 りされるものが多い。外面文様は斜位の平行沈線内に貝殻

腹縁圧痕文が密に充填されるもの （５）、円形の刺突を伴 う沈線によって区画 された区画内を

貝殻腹縁圧痕文によって一定の間隔で充填 されるもの （６、 ８～１０）などがある。 また内面口

縁部に貝殻腹縁圧痕文のあるもの （６）、内面 口端部に貝殻腹縁圧痕文のあるもの （５） があ

る。また、内外面には文様を持たないが、口唇部に貝殻腹縁圧痕文をもつもの （７） もみ られ

る。

第 ４類 主 と して縄文 によ って文様が施文 され るもの （１１～３９）

全体 的 に調整が雑 で、厚 ぼ った い感が あ る。特 に内面調整 はオサエ調 整が主流で、 ナデ調整

がな されて いて も、十分 に はな されず、 オサエ調 整の痕跡 を留 めてい るものが多 い。 また、 内

面を縄文 によって調整 す るもの （２１・３４・３５） も見 られ る。胎土 には量 の多寡 はあれ ど、す べて

植物繊維 を混入 してい る。

１１～１３、１８～２０は、 ０段多条 の斜行縄文 を主 体 と してい る。 内面調整 はナデ ・貝殻条痕 の手

法が用 い られてはい るが、 オサ エを基調 とした雑 な調整 とな って いる。 また、１５～１７、２１は ０

段多条で ない単節斜行 縄文が施文 され、羽状 縄文 を施文 す るもの （３６、３７）、 綾 杉状 縄文 を施

文す る もの （２７～３０、３３）が ある。羽状縄文 を施文 する もの には、同一原体 を異方 向に回転 さ

せ ることによる もの （３６） と結束第 １種 に よる もの （３７） とが ある。土器内面 に も縄文 を施 文

す る ものは２１、３４、３５の ３点で あ る。

地文縄文以外 で外面 に施文 され る文様 と して は、指 頭圧痕を施文す る もの （２２）、 原 体 の側

面圧痕文 を施文 す る もの （３１、３２、３４、３５） などがあ る。

口唇部 に原体 の閉 じた縄端 の圧痕文 が施 されてい るもの は、１６・１７・２３の ３点 で、 胴部地文

と同 じ原体 を口唇部 に回転施文 す るもの は２４、２７、２８、３２、３７である。

底部 は、 ２個体を図示 してい るが、 いず れ も底部 下端 をつ まみ出 してい る。

第 Ⅱ群 （縄文時代早期後葉から前期前葉のものと思われる土器）

縄文時代早期後葉か ら前期前葉のものと思われる土器を一括 した。一部の土器は Ⅰ群 ４類に

属する可能性があるものもあるが、施文文様、内面調整、焼成、器厚などの観点か ら分離 し、

一括 した。主として外面の施文文様によって ７類 に分類 した。

第 １類 絡条体回転文を施文するもの （４０～４４、４７～５３）

絡条体回転文を施文する土器に木目状撚糸文 はなく、すべて単軸絡条体第 １類である。羽状

を呈するもの （４０～４４、５０）でも軸に巻 く縄の方向を変えた原体を用いることによって羽状を

表出 しているものと思われる。軸に巻 く縄が、ＲとＬという２つの異なった縄をそれぞれ絡め

ていることか ら、 ２種類の原体が用いられているものと思われる。絡めている縄はほとんど１

段の縄であるが、４８・５０は０段の縄である。

－ １０１－



第 ２類 反撚 りの縄文を施文するもの （５４～５６）

５４・５５はＲＲであるが、５５は撚 りが緩み、不整な縄文 となっている。５６のみがＬＬである。

第 ３類 内外面 に原体の側面圧痕文を施文するもの （６１）

外面には口縁 に平行する側面圧痕文を施 し、その下部には斜位方向の側面圧痕文が施文され

ている。内面 は口縁 に平行する３条の側面圧痕文が施され、その上下には縦位の側面圧痕文が

めぐっている。原体 はいずれ もＬによるものであり、焼成は良好である。

第 ４類 円形の刺突文を施文する土器 （６２）

円形の刺突文を施文する土器は １破片のみで横位に３段巡る刺突列が施 されている。地文に

はＬＲの斜行縄文を施す。

第 ５類 刷毛 目状工具 による条痕を施文するもの （６３）

刷毛目状工具による条痕を有する土器は １破片のみで、横位に刷毛 目状の条痕文を施文 し、

下半にはＬＲの斜行縄文を施す。

第 ６類 １種類 の原体 によって地文縄文 を施文 す る もの （５７～６０、６４、６６、６７）

５７・５８の内面調整 は平 滑 にナデが なされ、 オサエの痕跡が ま った く残 されていな いことか ら

本群 に分類 した。５９、６０は器厚が薄 く、特 に６０は異 質な感が ある。６４、６６、６７は丸底 を呈 し、

６４は、外面 の剥離 して いる面 に も表面 と同 じ原体 によ る縄文が観察で きる。

第 ７類 ２種類の原体 によって地文縄文を施文するもの （６５、６８～７７）

２種類の原体によって地文縄文を施文する土器には、同 じ撚 りの原体を２本使用するＬＲ縄

文が施文され る土器 （６８） と、ＬＲとＲＬの ２種類の原体のよって縄文を施文する土器 （６５、

６９～７７）とがある。前者 （６８）は外面の体部上半部が ０段多条の ＬＲ縄文、胴部が単節のＬＲ

縄文であり、口縁部には側面圧痕文が ２条巡 っている。 口唇部には縄文が施 され、内面には条

痕調整がなされている。後者 は、異なった原体を用いることで、回転方向が同 じでありながら

も縦位あるいは横位の羽状縄文を表出している。また、胴部に側面圧痕文が施 されているもの

（６９・７０・７２）もある。６５、７７は尖底風の丸底を呈す るものと思われる。

第Ⅲ群 （縄文時代前期の土器）

第 １類 異原体による整然とした羽状縄文を施文するもの （７８～８１）

本類土器は口縁部 と底部 に平行する横走縄文、胴部は０段多条のＬＲ ・ＲＬの ２種類の原体

を用いて整然 とした羽状縄文を施文する土器である。羽状縄文は部分的に菱形を呈 し、条に沿っ

て指などによってなぞり、節が不明瞭な部分がある。器形は丸底を呈 し、そのまま胴部で膨 ら

まずに口縁部が垂直に立 ち上がってくるものと思われる。

第 ２類 沈線文 ・押 し引き沈線文等による口縁部文様帯を持つ もの （８２～９５・１４３）

波状口縁で、口縁部文様帯を主として半截竹管文の押 し引き状沈線によって文様を施文する

－１０２－



土器である。波状口縁の波頂部部分や沈線 と沈線の接する部分に刺突がなされるものと刺突が

なされないものとがある。前者 は菱形文、三角文などといった幾何学的な文様が用いられ、後

者 は単なる平行沈線 となるものが多い。８２は胴部 にも３段の平行沈線文が施 される。地文は羽

状縄文 （８２～８５・８７・９３）、あるいはループ文 （８６・９２）が施 され、そののちに沈線文 が施文

される。 また、８６が示すように、口縁部には地文が施文されないものもあり、８８～９１・９５の胴

部 にも地文縄文が施 されるものと思われる。９４は小さい破片ではあるが、連続する刺突文によっ

て幾何学的文様を表出 しているものと思われる。１４３は押 し引き沈線文によって幾何学的文様

を描 く底部である。

第 ３類 沈線 文 による口縁部文様帯 を持 たない もの （９６～１０９、 １２０、２１７、２３７）

波状 口縁 と平 口縁が あ るよ うであ る。 結束羽状縄文 を施 す もの （９６・９７・９９）、 結 束斜 行縄

文 （結束第 １種、ＬＲとＬＲ） を施 す もの （９８）、結節回転文 を施 す もの （１００～ １０２、１０４） 絡 条

体 回転文 を施す もの （１０１・１０８）、交差縄文 を施 す もの （１０５・２１７）、複節 の異原体 によ る羽状

縄文 を施 す もの （１０６）、複節 の斜行縄文 を施 す もの （２３７）、 ループ文 を施 す もの （１０７・１０９）、

縄文 を幾度 も重 ねて施文 した ような もの （１２０）等 があ る。

第 ４類 連続刺突文によって幾何学的文様構成をとるもの （１１０～１１９）

本類は第 ２類 と同様半截竹管文によるものと思われるが、施文手法が押 し引き状沈線文では

な く、刺突を基本 としていることによって区別される。

１１０～１１２では ２条 もしくは３条の平行刺突列に区画された中を山形状、連孤状の刺突列によっ

て充填 している。１１５は口縁部 と口唇部に半截竹管によって連続刺突文を施 し、 口縁部下端に

には棒状工具によって多段の連続刺突列を施文 している。１１６、１１７は爪形の刺突がなされてい

る。１１８と１１９は同一個体の胴部下半部と思われ、横位に連続刺突列が多段に巡 り、胴部では原

体が不明であるが、縄文が施文 されている。１１９の下端部か ら、平底になる可能性がある。

第 ５類 口端部 あ るいは口唇部 に刻 み ま た は指 頭圧 痕 を持 ち、 縄 文 を主 体文 様 とす る もの

（１２１～１４０）

本類土器 はほとんど植物 繊維を混入 し、焼成 は堅 緻で良好 な ものが多 い。

色調 は褐灰色 ない し灰 褐色を呈す る ものが多 く、黒褐色 の もの もあ る。 また、焼成 の あまり

よ くな いものは橙 色 を呈 して いる （１２９）。地文縄 文 と して は側面 ループ文 （１２１～ １２４）、 組 紐

縄 文 （１２５・１２６・１３４）、結束第 １種 Ｒ ＬとＬＲ （１２７～１３２、１３５）、結束第 １種 ＲとＲ （１３２）、

結束第 １種 ＬＲ とＬＲ （１３３）、斜行縄文 （１３６・１３７）、組 縄縄文 （１３８） が ある。

口唇部 は面取 りされて内面 に傾斜 す るもの （１２１・１２２・１２７）、水平 に面 取 りされ て指頭圧痕

が巡 る もの （１２５）、 あ るいは刻 みが施 され る もの （１３２）が ある。 口端部 に は爪形 状 の刻 み が

施 される もの （１２１・１２２・１２６）、矢 羽根 状の刻みが施 され るもの （１２７・１２８）、 口唇 部 の指頭
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圧痕 と口端部の指頭圧痕あるいは刻みと組み合わせるもの （１３０・１３１・１３５） とがある。また、

先細 りする口唇部に刻みを施すだけのもの （１３６・１３７） もある。

１２１～１２４は同一個体と思われ、口縁部 と胴部下半には側面ループ文、胴部にはループ文の一

種 と思われる縄文が施されている。口端部には縦位の刻みが施 されている。 口縁 は、１２２の示

すように左側が急激に落ちこんで段差がつ く、段状の口縁を呈 している。なお、図示 してはい

ないが同一個体の口縁部破片が他にもあり、いずれも左側が落 ち込む ものであり、口縁には複

数の段差があるものと思われる。口唇部は内面に傾 くように面取 りされている。

１２５・１２６ともに組紐縄文を主体文様 としている。１２５は口唇部に指頭圧痕を施 している。１２６

は口縁に粘土を貼り付け、その後縦位の刻みが施 されている。 この貼 り付けは口唇部が内面方

向に傾斜 させるためのものと思われる。 しか し口唇部の調整が十分になされなかったようで、

部分的に段のついている箇所がある。

１２７・１２８は口端部に矢羽根状の刻みが施され、結束羽状縄文を地文としている。 １２９は口端

部 と口唇部に爪形の刻みを施 し、胴部には結束羽状縄文原体の結束部分から下半のみを回転施

文 している。

１３０・１３１・１３３・１３５は口唇部に指頭圧痕を施 し小波状 口縁とし、さらに口端部には波頂部分

に縦位の刻みを施す事によって、口唇部をより立体的な浮線状波状文 とな らしめている。 １３２

はこれらとは異なり、口唇部には横位の爪形文、口端部 には弱い縦位刻みを小刻みに施 してい

るだけで、口唇部の爪形文 と口端部の縦位刻みは一致せず、浮線状波状文を強調させるものと

はなってはいない。地文は結束 による羽状縄文が多 いが、１３５は結束する斜行縄文 となってい

る。

１３４は波状口縁の波頂部に原体の側面圧痕がなされている。

１３６・１３７は口唇部が先細 りし、面取 りはされていない。１３６は口唇部と口端部に、１３７は口端

部に細かい刻みが施され、小波状を呈 してる。

１３８・１４０は、口唇部が水平に面取 りされ、組縄縄文が主体文様となっている。

第 ６類 底部破片 （１４１・１４２）

いずれも尖底となる底部破片で、器形、焼成等の点か ら２類 もしくは３類に属する可能性が

高い。

第Ⅳ群 （縄文時代中期の土器）

第 １類 細い粘土紐を貼り付けるもの （１４４～１４６）

砂粒を比較的多量に含み、焼成はやや不良でもろい。幅 ５㎜前後の粘土紐を貼 り付け、部分

的には密着させるべく粘土紐を押 しつける部分があるものの、 ほとんどは軽 く器面に押 し当て

るのみで、器面 と粘土紐の接着面が容易に観察することができる。１４４は口縁部破片で、波状

－ １０４－



口縁を呈 している。

第 ２類 沈線によって、波状文を描 くもの （１４７）

小型の壼形土器 １点の出土である。器高５．６㎝で胎土に砂粒を少量混入 し、全面赤褐色 を呈

している。胴部下半には １条の波状沈線が施され、その下側及び体部に沈線で区画 された文様

帯にはＲＬ縄文が充填される。口縁部は３㎜ほど残存 しているのみであるが、口唇部が滑らか

でないこと、口縁部内面の粘土がわずかにめくれていることか ら、切断蓋付土器の体部下半の

可能性がある。

第Ｖ群 （縄文時代後期の土器）

第 １類 口縁部あるいは口頸部に粘土紐を貼 り付けることによって、文様帯を区画するもの

（１４８～１５３）

全体の器形は、波状口縁をなす深鉢で、口頸部が外反するものと胴部がそのまま直立 して口

縁部となるものとがある。文様としては無文地に粘土紐による口縁部文様帯と胴部文様帯との

明瞭な区画 （１４８～１５３）がなされる。粘土紐の上下には器面 と密着 させるためにナデもしくは

沈線が粘土紐 に沿って巡 らされる。

１４８は、 ０段多条のＲＬ縄文を粘土紐上および沈線区画内に施文 している。波頂部の下側に

は円形の粘土紐を貼 り付け、 さらに円形刺突が施されている。１４９・１５０は胎土 ・色調 ・焼成 ・

施文具などの点か ら同一個体 と思われる。口唇部および口頸部 に幅 １㎝ほどの太めの粘土紐を

貼 り付 け、ＲＬ縄文を粘土紐上 と胴部文様帯に施文 している。 口頸部には幅 ５㎝ほどの沈線に

よって縦位波状文が描かれている。

１５１は幅 ５㎜ほどの粘土紐によって渦巻 き文を表出し、粘土紐上 に縄文を施文する。 １５２・

１５３は口縁に平行 して ２条の粘土紐の貼 り付けがなされ、１５２は口縁に平行する粘土紐上に縄文

を施文 したのちに粘土を鰭状に貼 り付けている。

第 ２類 縄文の側面圧痕によって文様帯を区画するもの （１５４～１５６）

１５４～１５６は同一個体の土器破片で、波状口縁を呈する深鉢と思われる。口縁に平行して ２条、

胴部文様帯下端に ２条の無節Ｌの圧痕文を巡 らし、さらに口縁頂部から同 じく２条の無節Ｌ圧

痕文を施 し、方形の区画とするものである。その交点には縦位方向の無節Ｌを押圧 した粘土粒

を貼 り付けている。地文は横位方向の無節Ｒである。

第 ３類 口縁部文様帯 と胴部文様帯が区別でき、胴部文様帯が縦位方向の区画をもち区画内

に渦巻 き文を持つ もの （１５７～１５９・１６３）

頸部がややすぼまって口縁がわずかに外反 し、口縁に貼り付けを施 し折 り返 し状口縁を呈す

る器形である。口縁部文様帯 と体部文様帯が区別でき、体部文様帯が ４単位程度に分割 される

ものを一括 した。
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１５７は、頸部が若干すぼまり口縁部が外反する器形で、口唇部 は折 り返 し状 を呈 し、 １条の

沈線が口縁部中央を一巡する。口唇部はきれいに面取 りされる。 ４単位の口縁波頂部下側の口

頸部には縦位楕円形文 もしくはＵ字文が施 される。体部文様帯は上下 １条の沈線によって区画

され、その内側部分に長いＵ字文 もしくは縦位弧状文によって縦に区画され、その部分では地

縄文 は磨り消されないが、それ らの間に描かれる円形文や弧状文の部分では磨 り消される。磨

り消される文様は６単位で、縦の区画帯の中央部を横切り、磨 り消される文様帯が意図的に連

結 される部分 もみられる。

１６３は、口頸部がややすぼまり、 口縁部がやや内湾 しなが ら広がる深鉢である。 ６単位の波

状口縁で、口縁部は若干肥厚 し、口頸部には波頂部か ら垂下する蛇行沈線によって区切 られた

空白部分によって口縁部文様帯と胴部文様帯 に分割されている。胴部には渦巻き文が ４単位施

文 されている。

１５８・１５９は口頸部文様帯が縦に連なる円形刺突列によって分割されている。 １５８は平 口縁で

口縁部が折り返 し状口縁 となっているが、１５９は波状口縁で肥厚 していない。１５９は体部文様帯

が不明であるが、１５８では円形刺突列 と同調 して胴部文様帯も縦に分割されている。

第 ４類 胴部文様帯に数段 に渡 って横に長 い楕円形を描 くもの （１６０～１６２）

胴部文様帯に数段に渡 って横に長い楕円形を描 くものを一括 した。器形は本群第 ３類に近い

もの （１６０） と第 ５類に近いもの （１６１・１６２） とがある。

１６０～１６２は横に長い楕円形沈線文を文様モチーフとしている。１６０は口縁部が肥厚す るが、

口頸部は無文帯となり、縦の区画が見 られない。１６１・１６２は破片資料であるため全体の文様構

成 は不明であるが、口頸部文様区画帯はな く、口縁部の縦に垂下する 「の」字状文によって口

縁部が区画されるものと思われる。

第 ５類 沈線による渦巻き状文を主体文様 とするもの （１６４～１７６）

器形と文様による口縁部文様帯 と体部文様帯の区画が不明瞭になり、器形的には頸部がすぼ

まって口縁部が外反するもの もあるが、頸部 のくびれが少なくなって胴部か ら口縁部まで直線

的に立ち上がる （１６４・１６５・１７０・１７６） ものが加わる。口縁 は折 り返 し状口縁となるものは少

な くなる。

文様は沈線による渦巻き文が主体文様 となり、平行沈線文の先端が渦巻 くモチーフが用いら

れている。文様構成 は横位に展開 （１６５～１６９） し、胴部文様帯 に用いられているモチーフが口

頸部文様帯にも用い られ、胴部文様が多段化される （１６５～１６８）。口縁部 では口縁に沿 って ２

ないし３条の沈線文が施されるものが多い。磨消縄文は、用い られているものが多いが、用い

られていないもの （１６４・１７０） もある。沈線文以外の文様要素としては円形刺突文があるが、

１６８で １つの波頂部の口唇部 に用いられているのみで、 １個体だけである。
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第 ６類 口縁部文様帯 と胴部文様帯 の区別がなく、胴部文様帯が方形区画を基調とする文様

構成をとるもの （１７７～１８６）

２個体と思われるがいずれも頸部がすぼまらず、底部か ら口縁へ真 っ直ぐ立 ち上がる器形と

思われる。口縁部文様帯 と胴部文様帯 の区別がなく、全面に縄文を施文 して磨消縄文の手法が

とられていない。

１７７・１７８は同一個体 と思われるが、 ２ないし３条の平行沈線によって方形 に区画され、横の

区画 となる沈線の中心部 と交差するようにＸ字状に多重沈線を配 している。交差する箇所には

小 さな渦巻き文が施される。平口縁で、口唇部は肥厚 しない。

１７９～１８６は平口縁 となる同一個体の破片と思われる。幅 １㎝ほどで中央部分を溝状にくぼま

せた粘土紐を縦位に貼 り付 け、縦の区画を強調 している。その区画を連繋する弧状 もしくは斜

位の格子目状の平行沈線が描かれ、格子目状の交点 には円形の貼 り付けが施 される。

第 ７類 口縁部文様帯 と胴部文様帯の区別はされるが、渦巻 き状文が胴部文様帯の主体文様

となる土器 （１８７）

１８７の １個体のみである。胴部上半でわずかに膨 らみ、頸部の屈曲はきつ く、 口縁部が内湾

しなが ら外反する器形である。平口縁に沿 って ２条の平行沈線が巡 り、頸部 には２条の平行沈

線間に結束沈線文が施 される。胴部文様は横位に連続する渦巻 き状文で、磨消縄文の手法は用

い られていない。

第 ８類 基本的に無文地 に沈線によって文様を描 くもの （１８８～１９７）

器形は深鉢形 （１８８・１９０～１９４） と壼形 （１８９・１９５～１９７） とがある。 ほとんどが無文地に沈

線文を施文 している。 これ らのうち、１９３のみは平行沈線間にかなり弱い縄文を施文 している。

深鉢形土器には、波状 口縁と平口縁 とがある。１８８は６単位の波状口縁で、 ２条一組の平行

沈線によって口縁部では横位の山形状文 ・弧状文 ・胴部では二組の縦位波状文によって区画さ

れ、その区画ないを縦位の弧状文によって充填 している。１９１は、「８」字状の貼 り付け文が見

られ、その上面に連続の刺突が施されている。１９２は長楕円形の貼 り付けがなされ、貼 り付けに

沿 って沈線が巡 る口縁部である。１９４の口縁 は折 り返 し状を呈 しており、横位の平行沈線文を基

調とし、それを縦位 あるいは斜位の平行沈線文によって連携 している。

壼形土器 は４個体のうち、 ３個体が ヒレ状突起を持ち、１８９と１９６の ヒレ状突起には紐を通せ

る貫通孔が開けられている。また、１８９の底面には笹の葉と思われる圧痕があり、外面か ら内

面に向けて焼成後に穿孔がなされている。

第 ９類 条の方向が変化する細かい縄文地に沈線文が施文 され、磨消縄文の手法が用い られ

るもの （１９８・１９９）

破片 ２点のみで、同一個体の可能性がある。磨消縄文の手法がとられ、縄文が磨り消されな
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い部 分が厚 くな ってお り、 その部分が張 り出す器形 の ようで ある。

第１０類 把手 を有 す るもの （２００～２０２）

把手 を有 す る土器 は ２個体出土 してい る。

２００・２０１は同一個体 で、把手上面 に偏平 な 「Ｕ」字状 の沈線文 が描 かれてい る。 胴部 は沈線

によ って渦巻 き状文が描かれ てい る。 ２０２は口縁部 が強 く外反 す る器形 で、 把手 の よ うな逆

「Ｕ」字 状の粘土 が口唇部 につけ られて いる。土器 との間 に １㎝程 の間隔 があ り、 指 は入 らな

いが、 ベル ト状の ものを通す ことはで きる。土器 と接 してい る部分 に は外面 ・上面 ・内面 の ３

方 向か ら指 頭圧痕が施 され、 それ らをつな ぐ部分 には螺旋状 に沈線 が巡 らされて いる。

第 １１類 沈線文を持 たず、縄文 が主体文様 となる もの （４５・４６・２０３～２１６、２１８～２３６）

器形 は底部か ら口縁部 まで若 干広が りなが ら真 っ直 ぐ立 ち上 が る ものが主体 を占め るが、 口

縁部 が若干内反す る もの （２０７・２２８～２３０）、外反 す るもの （２０８・２５５・２２３・２２７）、 折 り返 し

状 口縁 となる もの （２０８～２１０） な ど もある。多 くは平 口縁 のよ うであ り、２２５は ４単位 の波状 口

縁 であ る。

文様 と して は、 口縁部 に縄 の側面圧痕文 を持 つ もの （２０３～２０７）、単軸絡条 体 回転 文 （第 ５

類 、網 目状回転圧痕文） を施 文す る もの （２１０～２１３）、 口縁部で原体 の回転 方 向 を変 えて条 の

流れ に違 いを持 たせ るもの （２１４・２１５・２２２）、 口唇部 に溝状 の沈線 を巡 らせ る もの （２３４） な

どが ある。

これ らの内、 口縁部 に縄 の側面圧痕文 を もつ もの （２０３～２０７）、折 り返 し状 口縁 とな る もの

（２０８～２１０） は、 それぞれの特徴か ら前者 は第 ２類 に、後者 は第 ３類 に伴 う可 能 性が あ る と思

われ る。

第Ⅵ群 （縄文時代晩期の土器）

各類精製土器が １個体ずつ出土 した。個々に記載 していくこととする。

第 １類 注口土器 （２３８）

２３８は注口土器の表部で、下半部が欠損 したものである。かなり風化が進んで もろくな って

お り、全体的ににぶい黄橙 色を呈 している。表部文様帯は １条の連続沈線 によって ２段に分割

され、上 ・下段共 にＸ字状文が浮彫技法によって横位に施文 される。裏部上面は磨滅が著 しく、

文様は判然 としないが、裏部下面の外端には１条の沈線が巡 らされている。

第 ２類 浅鉢形土器 （２３９）

２３９は全面黒色を呈 し、剥落が著 しいが赤色顔料が内外両面に施 された痕跡を留めている浅

鉢である。器形は全体的に丸みを帯びており、底部 と胴部 は緩やかに立ち上がって口縁部にて

幾分内湾する。底部は上げ底気味になっているのであるが、残存 している部分で厚 さ２㎜で、

非常に薄 くなっている。口縁部および胴部下端にはそれぞれ平行沈線内に列点状刺突を １条施
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している。胴部文様帯は、磨消縄文の手法によって雲形文が施されており、地文 は細かいＬＲ

縄文である。

第Ⅶ群 （弥生時代前期の土器）

壼形土器 １点 （２４０）出土 した。図上復元 した ものであり、底部か ら口縁部まで接合 はして

いないが、おそ らく最大径は胴部上半 にあるものと思われる。頸部は真 っ直ぐ立ち上がり、 口

頸部が若干外反する。口唇部は指頭圧痕がなされ、小波状を呈 している。口縁部 にはＲＬの斜

行縄文が、胴部には縦走するＲＬ縄文が施されている。頸部は上下それぞれ ３条の平行沈線文

によって無文帯が形成され、下部の平行沈線文の上部 には沈線文が １条追加 され、その間には

結束沈線文が施文される。

第Ⅷ群 （弥生時代後期 に属 する と思われ る土器）

本群土器 は、器種 によ って次の よ うに大別 した。

（ア）甕 （イ）鉢 （ウ）壼 （エ）小型土器 （オ）蓋 （カ）底部

器種 によ って甕 （鉢 ・小 型土器 を含 む）、壼、蓋及 び器形 の不明 な底部破 片 の ４っ に分 け、

甕 はさ らに法量 の違 いに よって大 きな ものか ら甕 ・鉢 ・小型土器 の ３つ に分類 した。 したが っ

て、破片資料 では、鉢 や小 型土器 と してい るもの に もそれ ぞれ甕、鉢 に含 まれ た り、壼 の胴部

破片中 に も甕 の破片 とな りうる可能性 があ る。 また、施文順位 の観察 で きた ものは、観察表 の

中で 「（前） → （後）」 というよ うに矢 印に よって表現 した。

器種別 に記載 し、 それ らを主体文様 で さ らに分類 してい くこととす る。

（ア）甕

推定器高 １５㎝以上 の大型 の ものを甕 と し、 こ こで一括 した。 頸部 は若干 くびれるが、屈 曲は

さほど強 くな く、 口縁が そのまま外側 に開 くものが多 いが、 やや内湾 しなが ら立 ち上 が るもの

もあ る。 口縁部 に最大径が ある もの （２４１・２４３・２４５・２４８・２５６） と、胴部上半部 と口縁部 の径

がほぼ同 じで、 ここに最大径 があ るもの （２４４・２４６・２４７・２４９～２５２） とが ある。底部 は接 合 し

なか った ものが多 いが、上げ底風 の ものが多 い ようで ある。

第 １類 口頸部お よび体部上部 の主体文様が平行沈線 お よび鋸歯状文 が施文 され るだ けの も

の （２４１～２４４・２６８～２７９）

全体 的な器形 は底部 か ら口縁 へ緩やか に曲線 的に変化 す る ものが多 く、最大 径が胴部上半 に

あ るものが多 い。 だが、２４３の口縁部 は屈 曲を もって外側 に張 り出 し、 口唇 が や や内湾 して い

る。 口縁 が張 り出す内面 に は明瞭 な稜線が観察 され る。

鋸 歯状文 を伴 わない平行 沈線文のみ の もの は２４３・２６８・２７０・２７２・２７９である。２７０は、押 し

引 き状沈線文で ある。鋸歯状 文を伴 うもので も、 １条か ら３条 の平行 沈線文 と鋸歯状文 との組

み合わせ によ って文様帯 を区画す る もの、平行沈線 文 の問 に鋸歯状文 を は さみ こむ もの （２７６
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～２７８） もある。平行沈線文と鋸歯状文 との組み合わせでは、平行沈線文の下位 に鋸歯状文が

配 されるものが多いが、２７３は、平行沈線文の上位に鋸歯状文が配 されている。

面取 りされる口唇部には、縄文を施文するもの （２４１～２４４・２６９）、指頭圧痕によって小波状

を呈するもの （２４９）、中央に押圧を加える山形小突起を有するもの （２４３）、貼 り瘤を付けて中

央部分に ２～ ３条の刻みをもっもの （２４４）があり、口端部には縦位刻み目もしくは縦のス リッ

トが施 されるもの （２４２・２４４・２６９・２７２～２７５）がある。

頸部の地文は、無文となるもの （２４１、２４３、２６９、２６８、２７２、２７８）が多 く、頸部が胴部 と同

じ方向に地文縄文が走るもの （２７９）、頸部に胴部と異なった方向へ縄文が走るもの （２４２・２４４・

２７６） もある。胴部縄文 は縦走するものが多い。

ただ２４４は他のものに比べて幾つか異なった点が見受けられる。器厚が厚 く、胎土が精選 さ

れていて焼成 も堅緻 ・良好であり、器形の点で も頸部のくびれや胴部の張 り出しが非常に強い

曲線 となっている。地文縄文は密に施文 され、頸部文様帯は無文であるが胴部文様帯には地文

と同じく単節 ＲＬの横走縄文が施 される。 口唇部に半球状の粘土瘤を貼 り付けて縦の刻みを施

すことなども他には見 られない手法である。

第 ２類 沈線のみ、鋸歯状文を伴 う平行沈線、列点文、連弧文、などによって区画 された文

様帯内に、円形文、山形文、弧状文、菱形文など多様な文様が施文されるもの （２４５～２５２・２６

７・２８０～３２０）

平行沈線、平行沈線に鋸歯状文あるいは連弧文の組み合わせ、連弧文などによって、文様帯

を区画 し、その内部 に円形文 ・山形文 ・弧状文 ・菱形文などの、多様な文様要素が加えられる

ものをここに一括 した。

２４５は２条の平行沈線によって頸部文様帯を区画 し、その内部に沈線によって大波状文、乱

雑なコ字 ・ハ字状文の組み合わせ文を施 し、部分的に縄文 ・附加条縄文を充填 している。口端

部は指頭によって器壁を挟み込み、右方向へ粘土を断続的に押 しやることによって指頭圧痕様

の文様になっている。つまみ出されることによって、口縁部の器厚は薄 くなっている。地文縄

文は斜行縄文で、部分的に磨かれて横位の帯縄文となっている。内面調整は、ヘラケズ リ的な

手法が用いられているようである。口縁部内面はナデ調整がされて部分的に稜がみられ、 さら

に斜行縄文が施 されている。

２４６は４単位の突起を有 し、 口唇には縦位の刻みが全周 している。体部上半 にみ られる縄文

は、沈線が施文 される前に施文されたものと、沈線が施文されてか ら施文する充填縄文の両方

が観察できる。体部下半には、縄文が施文 された後に磨きに近いナデが施され、つぶれた節が

随所にみられる。頸部文様帯は平行沈線文によって区画されるが区画帯としての意味は薄 く、

区画帯である平行沈線文がそのまま文様要素である山形文あるいは波状文へと繋が り、そのま
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ま下端の平行沈線となる。一部 には２本同時に施文 された可能性 もある。

２４７は頸部はややすぼまって口縁部がわずかに開 くが全体的にズンドウで、器壁の薄い土器

である。二次火熱を受けたようで、器面は荒れて剥離が随所にみ られ、内外面共 にスス状炭化

物が付着 している。口唇部に小波状突起が作出され、その直下には径 ３㎜ ほどの貫通孔が開け

られ、炭化物によって塞がっていた。 ３条の平行沈線文、列点文、 １条の沈線文の組み合わせ

によって頸部と体部文様帯を区画 している。頸部文様帯は無文帯 となり、体部文様帯には変形

した菱形文、Ｔ字状沈線文が描かれ、ＲＬ縄文が充填 されている。胴部下半の地文縄文は部分

的に帯縄文となり、内面の稜か ら口縁部までの １㎝ほどの部分にも縄文が施文される。

２４８は接合 していないが図上復元 したものであり、頸部から外反 して口縁が大 きく開 く甕 に

なるものと思われる。器表面はかなり磨滅 してスス状炭化物が付着 し、文様がかなり不鮮明に

なっている。地文縄文 として縦走する整然 とした帯縄文が用いられ、胴部文様帯には縄文は施

文されないようである。 口縁部には３条の平行沈線文と、 １条の短沈線文に近い列点文が巡 り、

胴部文様帯は３条の平行沈線文によって上端を、内部に列点文を持っ平行沈線文と下側を向く

連弧文によって下端を区画 している。その内部には波長の同調 しない３条の重連弧文と２条の

重連弧文が施文 される。 口唇部には先の尖ったヘ ラ状 もしくは棒状の工具によって刺突がなさ

れ、口端部には部分的にまとまった縦位の刻みが施される。内面調整はヘラナデ調整され、外

面の胴部下半 も横位のヘラナデ調整によって帯縄文は磨 り消されているようである。

２４９は、頸部が若干すぼまって口縁部が外側にゆるく開 く器形を呈 している。 頸部 は２条の

沈線文、胴部上半 に下向きの ２条の重連弧文によって胴部文様帯が区画され、ブーメラン状の

沈線文が上下互 い違いに施文 される。地文は縦走す る単節 ＲＬで、体部の一部では磨 り消され

て帯縄文 となっている。胴部文様帯には横走する単節 ＲＬが充填 されている部分や、地文縄文

が残存 している部分があるが、大部分においては無文 となっている。口唇部には指頭圧痕が施

され、小波状 口縁となっている。

２５０は頸部がややすぼまり、口縁部がわずかに外反する器形である。 口縁部では斜行、頸部

では横走、胴部では縦走する縄文が地文として密に施文する。地文縄文が施文されたのち頸部

に沈線文が施 される。 １条の沈線文によって頸部文様帯が区画され、胴部 との区画にはさらに

１条の鋸歯状文が付加される。区画内には眼鏡状沈線文が展開する。磨消縄文 ・充填縄文の手

法 は用 いられていない。破片資料の２８３～２８５にもこれと同 じモチーフが用いられているが、２５

０とは別個体である。内面調整はヘラナデの調整がなされ、口縁部内面に稜線が観察できる。

２５１の胴部 は丸みが強 く、頸部がくびれて緩やかに口縁が外反する器形を示 している。 口唇

部には縦の押圧を持っ山形突起を持ち、胴部地文縄文 と同 じ原体 （附加条縄文）が施文される

ようである。 口縁に沿 って竹管様工具による円形刺突文が ２段施文 されている。口縁部文様帯
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と頸部文様帯、胴部文様帯 は、 ２条の平行沈線文 と１条の鋸歯状沈線文の組み合わせによって

区画され、口縁部文様帯には１条の山形文が、頸部文様帯には２条による重山形文が充填 され

ているが、胴部文様帯内に沈線 による文様は施文 されない。これ ら胴部文様帯より上部 には、

縄文 は施されていない。

２５２は、条が横走する縦の帯縄文を地文としている。口縁部にかなり近い位置に頸部の くび

れがあり、口縁部には山形文が施 され、頸部文様帯 といえる部分はなく、 ２条の平行沈線文に

よって胴部文様帯が区画 される。 その内部には縦の鋸歯状文をはさむ沈線文や多重の円形文、

弧状文が充填 されるようである。沈線は幅広で非常に浅いものである。口唇は面取りがなされ、

内面 は斜位の刷毛目様調整の痕跡がある。

破片資料では胴部の文様 として、山形文 （２６７・３０９）、重山形文 （２８０～２８２・２９３・２９４・２９６

など）、眼鏡状沈線文 （２８３～２８５）、口縁部に波状文が施文されるもの （２８６）、口縁部 に縦の沈

線文が施文されるもの （２８７～２８９）、重菱形文 （２９８・３０２・３１４）、長方形様沈線文 （３０１）、平

行沈線の間に刻みを施す もの （３０７・３０８）、多重連弧文 （３１１）などがある。胴部文様帯の下端

区画には平行沈線と重連弧文 （３１７）、平行沈線文 と鋸歯状文 （３１８・３１９）、沈線文のみの もの

（３２０）等がある。口頸部文様帯では口頸部の地文縄文を磨り消さず沈線を直接描くもの （２９０・

３０１など） もあるが、無文もしくは磨 り消 した口頸部に沈線で施文 し、その区画内 に縄文を充

填するものが圧倒的に多い。また、磨消縄文の手法を用いるものはないようである。

口唇部には縄文が施文 されるもの （２８６・２９１・２９２・２９７）があり、地文縄文 と同 じくほとん

どがＲＬ縄文である。２８３～２８５は波状口縁に近い山形突起の頂部に、縦位の押圧を加える同一

個体の破片であ り、眼鏡状沈線文が施されている。口唇部 もしくは口端部に縦位の刻みを施す

もの （２８９・２９０・２９５）などもある。２９２は口端部が肥厚 し、口端部に上方向からと正面方向か

らの連続する指頭圧痕、 もしくは作 りだしによって大きく起伏 している。 ２９１は折 り返 し状 口

縁で、折 り返 し部分の下端に平行する深い １条の沈線を施 し、沈線部分から折 り返 しの下端部

分にかけて縦位の強い押圧を加え、強い凹凸が表出されている。

第 ３類 刷毛目文を地文 とするもの （２５３）

地文に刷毛目文を施文する土器 は２５３に図示 した １個体のみである。器形は胴部でかすかに

すぼまるが、全体的には口径が底径よりややひろがる円筒形で、底面はかすかに上げ底風となっ

ている。内面はナデ調整がなされ、胴部内面にわずかな稜線が、口縁部内面には明瞭な稜線が

観察できる。外面文様 は条痕を縦位に全面施文 して口縁部を磨 り消 し、次に沈線文と器面に対

して斜位方向か らの刺突文を施 している。口縁 には、波頂部に縦位の押圧を加える山形小突起

を有するようで、そのような破片が ２片出土 している。

第 ４類 沈線を施文せず、地文縄文が主たる文様となるもの （２５４～２５６、３２１～３３９）
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２５４は頸部がやや くびれる波状口縁を呈 した土器である。口縁部 には縦位 の刻 みが巡 って外

面文様は節の細かいＲＬ縄文が縦走 しており、口縁部内面には部分的に同 じＲＬ縄文が斜行 し

ている。

２５５も２５４と同 じく口端部に縦位の刻みが施 されるが、若干短 く、規則的に密に配されている。

２５５の器形は頸部のくびれが口縁に近い位置にある。地文縄文は縦走するＲＬ縄文で、頸部の

一部に縄文の節が潰れていることが確認できることから、縄文施文後頸部を再調整 したものと

思われる。内面は丁寧に平滑なナデによって調整される。

２５６は、面取 りされた口唇部に縄文を施文 し、指頭圧痕による４単位の小突起を有 している

波状口縁の土器である。底面がかなり小さく、口縁が大きく開 く器形になるようである。外面

地文 ・口唇部 ともＲＬ縄文である。

破片資料では、３２１は、頸部が 「く」の字状に強 く屈曲し、口縁部がやや内湾す る器形であ

る。頸部には粘土紐を貼り付け、粘土紐の上下両方向か ら指頭圧痕を加え、波状隆線文を表出

している。地文縄文 は閉 じた縄端を横位に回転させて斜行する横位の帯縄文とし、口唇部には

指頭圧痕が施 されて小波状口縁 となっている。３２２～３２４は折 り返 し状口縁となってお り、折 り

返 し部分の下端部にはいずれも指頭圧痕が加え られる。地文縄文の変化として条の走る方向を

意識的に変化 させるもの （３２７・３３７）、帯縄文を施文するもの （３３１・３３４）、頸部を無文帯にす

るもの （３２４・３３０）などがある。口唇部に縄文を施文するものは多 く、ほとんどが地文縄文 と

同一の原体を用いているようである。口唇部の突起形態 は、３２８はつまみ出 しただけの小突起

で、３２９は縦位の刻みを持つ山形小突起である。また、３２９は附加条縄文 らしいものが施文され、

内面には刷毛目様調整がなされている。３３６は部分的に、胴部が膨 らむ、口縁部内面 に稜がみ

られる、内面にオサエ調整の痕跡を止めているなど、成形が雑な土器である。

第 ５類 無文のもの （３４０～３４３）

外面文様が無文となるものは４個体あるが、いずれ も破片資料であって全体の器形を知りう

ものはない。３４０はヘラナデ、３４１～３４３はナデが観察できる。外面には文様が施文されないが、

口唇部には縦位の刻み （３４０）、指頭圧痕 （３４１）、ＬＲ縄文 （３４２）がそれぞれ施 されている。

また、３４３は口唇部が水平 に面取 りされている。

第６類 底 部 （３４４～３４６）

器種が甕であると思われる底部を一括 した。図示 したのは３個体で、いずれ も上げ底風であ

る。３４４・３４５は胴部の最大径が確認できる。３４４は残存部が最大径で、頸部 に向か ってすぼま

る状況にある。縄文は、条が縦走する部分 と横走する部分が明瞭に分かれている。３４５の胴部

は無文帯となり、体部下半では縦走する帯縄文が施文 され、底部付近で条が斜行する。上端に

はかすかに沈線文が観察できる。３４６は胴部 に向けて大 きく広が り、条が縦走す る底部 であ
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る 。

（イ）鉢

推定器高が１５㎝以下 にな り、甕 よ り小型 の ものを鉢 と して ここで一括 す る。

第 １類 口頸部 および体部 上部 の主体文様 が平 行沈線お よび鋸歯状文 が施文 され るだ けの も

の （２５７、３４７～３６１）

２５７は頸部 がかすか に屈 曲 し、 口縁部で広が る朝顔形 に近 い器形 の鉢形土 器 であ る。 頸部 は

沈線文 と鋸歯状文 によ って無文帯 を形成 す る。 頸部 に も縦走縄文 が最初 に施文 されたが沈線文

施文後、 ヨコナデによ って縄文が磨 り消 されて いる。地文縄文 は縦走 す るＲＬ縄文で、 口端部

には縦位 の刻 みが施 され る。

破片資料で は、平行 沈線 文 のみの もの （３４７・３５１～３５３・３５５・３５６） と沈線 文 と鋸歯 状文 の

組み合わせ によ るもの （３４８・３５４・３５７～３６１） とが ある。 口唇 部 に は、 縄文 が施 され る もの

（３５０・３５２～３５４・３５６・３６０）、 口唇 に沿 って沈線 が施 され る もの （３５５・３５７・３５８）、 縦 位 の刻

み を もつ もの （３５１・３５９） などがあ る。 地文縄文 は、明瞭 な帯縄文 となる もの （３５０） や山形

に施文 した もの （３５１） もみ られ る。

第 ２類 沈線あるいは鋸歯状文を伴 う平行沈線によって区画 された文様帯に円形文、鋸歯状

文、弧状文などの沈線文が施文されるもの （２６０・３６２～３７９）

器形を推定復元できたのは２６０の １個体のみである。頸部がやや強く屈曲 し、 口縁部が短 く

外反す る器形である。器壁は薄 く、磨きに近い丁寧なナデが施 され、内外面の縄文部分には赤

色顔料が付着 している。外面文様 は平行沈線 ・鋸歯状沈線文等を施文 し、横走する縄文を充填

している。口縁部 は縦走する縄文、口唇部及び口縁部内面 は横走する縄文が施文され、口縁部

内面にはさらに押 し引き沈線文が ２条巡 っている。

破片資料 に見 られるものは、胴部上半が膨 らんで頸部で屈曲 し、口縁部はそのまま外反する

ものと口端部が内湾するもの （３７０） とがある。外面施文文様は、重山形文 （３６２・３６４）、平行

沈線の間に列点 を施す もの （３６３・３６８・３７１）、重弧状文 （３６５・３６７）、重波状文 （３６８）、眼鏡

状沈線文風のもの （３７１・３７８）、変形工字文風のもの （３７３）、縦位沈線を施す もの （３７７）など

がある。３６８は、折 り返 し状口縁の下端 に斜位の刻みを施 している。３７０は胴部に縦の粘土を貼

り付 け、横位の刻みを施 している。同 じく胴部 には縦位の鋸歯状文あるいは波状文を施文す

る。３６８、３７１の２点は口縁に小突起を有 している。 口唇部 は、縄文を施す もの （３６４・３７２・

３７３・３７５・３７７）、刻みを施す もの （３７４・３７６）がある。また、３７７は口縁部内面に上向き ・下

向きの連続弧状文を施 している。縄文は圧倒的にＲＬが多い。

第 ３類 沈線 を施文 せず、地縄文 が主 た る文様 となる もの （２５８・２５９・３８０～３８９・４３８）

２５８は底径、 口径、器高 の比 率が １ ：１．６７：１．２２で湯呑み形 といえ る もので あ る。 上 げ底風
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の底部か ら口縁に向けてわずかに開 きながら真 っ直 ぐ立ち上がる。口端部に縦位の刻みが施 さ

れ、ゆるやかな波状口縁となっているようである。地文縄文 は異条によるＲＬ縄文 と思われ、

条は縦走する。

２５９は口縁がつまみ出しによって口縁断面が先細 りし、小波状口縁をな している鉢形土器で

ある。地文 となるＲＬ縄文は、口縁部では横走 し、胴部以下においては斜行す る。

破片資料においては、大きく分けて口縁部 に刻みを持つものと持たないものとがある。 口縁

部に縦位の刻みを施す もの （３８３～３８７）が多 く、３８４・３８６は口縁が強 く内湾 して内面に稜を有

している。口唇部に指頭圧痕を施 して小波状 口縁を作 りだしているもの （３８８）もある。３８５は

縦位の刻みを持つ口縁が薄 くなっている土器で、地文が附加条縄文の可能性がある。口縁部 に

刻みを持たないものでは、胴部上半がややふ くらんで口縁部が外反する器形で、口縁部が無文

帯となるもの （３８０）や、口唇部に小突起を作 りだ し、口縁部が同じく無文帯 となるもの （３８２）

もある。３８９は縦走す る帯縄文を施文 している。

（ウ）壼

本器種については、弥生時代後期の特徴的な施文手法である交互刺突文を施文する土器群が

存在する。 したがって、「Ａ 甕」及び 「Ｂ 鉢」で分類 したような沈線文の文様要素 によっ

て分類する前に交互刺突文の手法を用 いている土器 と用いない土器群とに分類する必要性があ

ると思われる。

また、交互刺突文を施文 しないものには大きく沈線文による文様をもつ ものともたないもの

とがある。その内、「沈線文による文様をもつもの」は壼 という器形を考慮 した場合、２６１か ら

２６３のように口縁部 ・頸部 ・胴部と全体の様相がある程度把握できるものか ら推察す るに、 口

頸部の文様要素と胴部の文様要素が全 く同 じである可能性は低いと思われる。そこで 「Ａ 甕」

及び 「Ｂ 鉢」で分類 したような 「第 １類 口頸部および体部上部の主体文様が平行沈線およ

び鋸歯文が施文されるだけのもの」、「第 ２類 沈線あるいは鋸歯文を伴 う平行沈線によって区

画された文様帯内に、それら以外の円形文、鋸歯状文、弧状文、菱形文などの文様が施文され

るもの」 というように沈線文の文様要素によって分類することは不能 と判断 した。そこでここ

では大きく沈線文による文様をもつ ものともたないものとに分類するに止めることとした。

第 １類 交互刺突文を施文するもの （２６１～２６３、４１４、４１５）

交互刺突文を施文する土器 は、図上復元 したもの ３個体、破片資料 ２個体の、計 ５個体にす

ぎず、本遺跡において出土 した弥生時代の土器の中で も特に多いとはいえない。だが、他の器

種にはない文様要素であり、本器種の大きな特徴の一つといえる。

２６１は図上復元 したものであり、器高は不明である。頸部 と底部付近は無文帯 とな り、胴部

には斜行するＬＲ縄文が施文されている。口縁部 は二重に貼 り付 けがなされ、さらに粘土を貼
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り付けて ２個一組で ３単位の突起が付 される。口縁部下端の、頸部より１段高い貼 り付け部分

に交互刺突文が施される。本土器の交互刺突文は次のように施文されている。交互刺突文の施

文される上端 に１条の沈線を巡 らし、貼り付け部分下端から先の沈線を潰すように上方に押 し

上げる。その押 し上げられた部分によって区画された内部を、沈線に向けて ２～ ４の刻みを加

えた結果、交互刺突文となるようである。 口縁となるもう一段の貼り付け部分と貼 り付けによ

る突起部分には円形の刺突文 と沈線文が組み合わされて用いられている。

２６２は頸部がすぼまって口縁部はそのまま外反 していくが、貼 り付け等 をもたない壼形土器

である。口唇 は内湾する形で垂直につまみ上げられ、さらに縦位の刻みを持つ山形突起が ８単

位あるようであるが磨滅 しており、不明瞭である。 ２列の円形刺突文が口縁に巡 り、部分的に

上位の刺突列が口唇部に施文 されている。頸部は交互刺突文によって区画され、重山形文が施

される。 ２条の交互刺突文は、同一の手法が用いられている。箆状工具等によって約 ５㎜幅の

深 く平行する２条の沈線を施 し、その内部に交互に刺突を加える。その刺突は、ただ突 き刺す

だけの刺突ではな く、刺突を加えたときそのまま工具を抜かないで押 し上げあるいは押 し下げ

を行い、沈線によって帯状になっている粘土部分を上下に押 し寄せて浮線状の波状文を表出す

るものである。

胴部文様は地文である縦走するＲＬ縄文を施文後、重山形文、先端の尖 った工具による連続

刺突を内部にもつ重山形文、二重の風構え状沈線文、その間に充填 される波状文や長い楕円形

文などの多様な沈線文が施文 される。体部上半の地文縄文は縦走するが、底部付近では縦走す

る部分 と斜行する部分とがあり、下端では斜行する。口縁部内面には外面地文 と同 じくＲＬ縄

文が施 される。底部は上げ底風である。

２６３は胴部中央部分 に最大径があり、頸部が 「く」の字状に強 く屈曲 してそのまま貼 り付け

帯を持つ口縁が外反する器形である。交互刺突文は頸部 に１条巡 り、口縁部下端には交互刺突

文 とは異なるが、波状隆線文が施文されている。

頸部の交互刺突文は２６２と同一の手法によっているが若干雑に施文 され、刺突の加 えられ る

単位幅も大きな ものになっている。胴部文様帯の下端には１条の沈線文と三重の波状文が施 さ

れており、下端の２本は同時に施文された可能性がある。頸部の交互刺突文までの区画内には

重三角形の懸垂文ならびに鼓状の沈線文がそれぞれ ４単位施文されている。重三角状懸垂文の

懸垂部と懸垂部 との間の空間の上部には横走するＲＬ縄文が充填されている。体部下半の地文

縄文は、部分的に帯縄文 となる縦走縄文が施文 されている。

口縁部の貼 り付け帯 は、下端か らの棒状工具による上方への押 し上げによって波状隆線文を

表出 している。 これは、口縁部にみ られる幅の狭い沈線文とは異なった、幅の広い浅い沈線文

を施文 し、部分的に粘土を押 し上げる手法をとっている可能性がある。口唇部には先端が少々
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尖った棒状工具による斜位方向か らの刻みが巡 り、正面か ら見 た場合小波状口縁 となってい

る。

４１４は口縁部の破片資料で、頸部はすぼまって、口縁が外へ張 り出 して垂直に立ち上がるよ

うである。垂直に立 ち上が っている口縁の下端に交互刺突文が施文されている。交互刺突文は

器面に対 して斜め上方か ら円形の刺突を土器の粘土が下側へ寄るように施す。そして寄せた粘

土の起伏が鮮明になるように下方から棒状工具を器面に押 し当てて、上方に粘土を押 し上げる

手法がとられている。 これは２６３の口縁部下端 における波状隆線文の、粘土を押 し上 げるとい

う手法に類似 している。その上部 には平行沈線文が施 され、口唇部へ至 っている。 また、口唇

部 も外面口端部 に縦位の刻みと口唇部か ら内面口端部 にかけての斜位の刻みが交互 に施され、

波状隆線文 とも交互刺突 ともとれる文様がみられる。

４１５は胴部破片で、同心円状の沈線文の外側部分に交互刺突文が施文されているが、他の交

互刺突文が施文される土器よりも雑に施文されており、より退化傾向が強いものと考えられる。

この交互刺突文 も２６２や２６３の土器と同様に沈線文の間に用いられているが、沈線によって波状

隆線文を表出 したりせず、器面 に対 して垂直方向か らの刺突 と斜位方向か らの刺突という方向

を変える２つの刺突を単純 に交互に施文するものである。

第 ２類 交互刺突文を施文 しないもの （２６４～２６６、３９０～４１３）

第 １種 沈線文による文様をもつ もの （２６４・２６５・３９１・３９３～４１３）

２６４はおそらく胴部の下半部に最大径がある壼 と思われる。胴部文様帯 は上端が １組の平行

沈線、下端は３条による平行沈線 と１条の鋸歯状沈線文によって区画され、その区画内に平行

沈線による横に連なる風構え状文、そして方形の内部にはハ字状文が施文されている。その後

胴部文様帯では部分的にＲＬ縄文が充填 されている。

２６５は頸部があまりすぼまらないで長 く伸び、胴部との差が小 さいズン ドウの長頸壼 といえ

る器形の土器である。細かいＲＬ縄文を用いて、頸部から胴部上半までは斜行、胴部下半では

あらゆる方向に条を走 らせている。その後平行沈線、鋸歯状沈線文を雑に重積 して施文 してい

くようである。

３９１と４０１は図版作成後接合 し、同一個体であることが判明 した。頸部が垂直に立ち上が って

口縁部が屈曲 して強 く外反するが、外面には粘土帯を貼 り付けている。貼 り付け帯にはさらに

粘土を縦位 に付け足 してつまみ出 し、ブリッジ状の深い結束沈線のような文様を作 りだしてい

る。４０１の貫通孔 は焼成前に開けられたものであるが、３９１の貫通孔 は焼成後に補修孔 として開

けられたものと思われる。口唇部には地文縄文 と同 じＲＬ縄文が施 されるようである。

３９３の頸部 は垂直に立ち上がって、なめらかに外反 していき、口縁部分 に粘土帯を貼 り付 け

ている。口端部には縦位の荒い刻みを持ち、貼り付け部分に幅の広い１条の横位沈線文、頸部
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には同一工具による平行沈線文が施文されている。

３９４は頸部の屈曲が強 く、「く」字状に外反する可能性のある土器である。頸部には３条の平

行沈線文が巡るようであるが、部分的に押 し引き沈線 となっている。体部内面は剥落が著しく、

二次火熱を受けたものと思われる。

全体の器形を把握できない破片資料の文様要素を列記する。口頸部の沈線文の文様要素とし

ては、平行沈線文を基調 として長方形文を施文するもの （３９５・３９６）、平行沈線文 と鋸歯状文

の組み合わせによるもの （３９７）、平行沈線文のもの （３９８）がある。胴部文様の要素 と しては

眼鏡状文 （３９９）、重三角形懸垂文 （４０２）、大波状文 （４０３）、同心円文 （４０４）、重弧状文 （４０５・

４０６）、重三角状文 （４０８）等多様な沈線文がみ られる。また、縄線文といわれる原体の側面圧

痕文を施す もの （４１２・４１３）もある。不明なものもいくつかあるが、多 くは沈線文を施文 した

後に縄文を充填する手法がとられているようである。頸部文様帯と胴部文様帯 との区画文には

平行沈線文によるもの （２６４・３９４）と平行沈線文 と鋸歯状文によるもの （４００） とがあ る。 し

か し、胴部文様帯の下端には平行沈線文 と鋸歯状文の組み合わせが多い （２６４・４０３・４０４・４１１

など）ようである。

第 ２種 沈線文による文様を持たないもの （２６６・３９０・３９２）

２６６は頸部がやや強 く屈曲 し、短い口縁がそのまま立ち上がる土器である。 最大径は胴部中

央かやや下側になるものと思われる。地文は縦走するＲＬ縄文が施文されるが、口縁部では磨

り消されたらしく無文帯 となっている。口唇部には１㎝程の間隔で ２つの縦位刻みを入れてそ

の内部を指頭圧痕する、突起に代わるようなものが ４単位施されている。指頭圧痕部以外の口

唇部には外面の地文縄文 と同 じくＲＬ縄文が施文 される。

破片資料で現存部において沈線文を施文 していないものは３９０、３９２の ２個体 があ り、３９０は

口端部に縦位の刻みが巡 る広口壼で、３９２は口縁部内面に外面地文縄文と同 じＲＬ縄文が施 さ

れてゆるやかに外反 していくようである。

（エ）小型土器 （４１６～４２１）

小型土器は、器高が ５㎝以下と思われる特に小型の土器を一括 した。

４１６は胴部 はやや膨 らんで頸部が 「く」字状に屈曲する器形である。平行沈線文 と平行鋸歯

状文によって文様が構成 されている。地文は、口縁部 と胴部下半が縦走 し、胴部文様帯 は斜行

するＲＬ縄文を充填 している。

４１７と４１８は、同一個体の可能性がある口縁部破片で、口縁に貼 り付けを施 し、貼 り付け部 に

は斜行縄文、平行沈線文を施 し、貼 り付け下端には刻みが巡っている。頸部には鋸歯状文、沈

線文が観察できる。４１９は口唇部に刻みが施 され、小波状口縁を呈 し、４２０は下向きの連弧文が

施され、地文縄文は帯縄文である。
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４２１は丸底に近い土器である。底中央部分に貫通孔があることか ら蓋の可能性 もあるが、外

部底面が磨滅 しているため、図に示 したようになるものと思われる。文様は平行沈線文の間に

鋸歯状文が施 され、地文縄文は斜行するＲＬ縄文である。

（オ）蓋 （４２２～４２４・４３８）

４２２は蓋の下端部 と思われる破片で、外面下端の張 り出されている面に １条、接地面 （口唇

部）に １条の深めの沈線文が施文される。それ以外の部分は無文である。

４２３は蓋の頂部で、つまみ部には一対の貫通孔が開けられている。つまみ部 には平行沈線文

が半周 し、貫通孔の所で沈線文が止まり、その後次の貫通孔後 まで平行沈線文が半周 している。

その他 は内外面共無文である。４２４も無文の蓋のつまみ部である。４３８（註）は、つまみ部に３

条の沈線文、外面には横走縄文が施されている。

（註）図版作成時において台付甕 もしくは台付鉢の台部 と思われたため図のよう

に実測図を作成 したが、器面調整等を再検討 した結果、蓋のつまみ部である

ものと思われる。実測図は天地が逆となる。

（カ）底部 （４２５～４３７）

器種 の不 明な底部破片 を一括 した。底部 形態 と して は、平底 の もの （４２５・４２８・４３４・４３５・

４３６）、上 げ底 風の もの （４２６・４２７・４３０・４３６）、上 げ底 の もの （４２９・４３１～４３３） とがある。胴

部 の器形 には、胴部が大 き く広 が るもの （４２５）、胴部が直線 的に立 ち上が る もの （４２６・４２７）、

底部付近 が丸みを有す る もの （４３１・４３４）、上 げ底 とな らない底部直前 に段 を有す るもの （４３５）

な どがあ る。４２９は正面 か らはわか らないが台付 の ような上 げ底 であ る。 おそ ら く細 い粘 土紐

を底面 の円周 に沿 って貼 り付 け、正面 か らつな ぎ目が見 えな くな るよう器面 を調整 し、 それを

平坦面 にお しつ けた結果 ４㎜程 の高 さを もつ脚部 とな った もの と思 われ る。外面文様 は、地文

縄文 が施 され るものと しては、斜行 縄文 （４２５～４２８・４３５・４３７）、 帯縄 文 （４２９）、 縦走 縄文

（４３０～４３２） があ る。 沈線 文 （４３３）、無文 （４３４、４３６） の もの もある。４３７は台部 である可能性

もあ るが蓋 にな る可能性 も高 く、判 断 しかね る。

第Ⅸ群 時期不詳のもの

４３９と４４０の ２個体がある。

４３９は、長方形の粘土に、筒状の台がついているものである。筒状の粘土が接合す る内面 は

雑な調整に止 まっているため、長方形の粘土面が上面 もしくは外面 になるものと思われる。文

様等は施 されてお らず、比較的丁寧なナデがなされている。把手の一部と思われるが、蓋のつ

まみ部、小型土器の器台、天地を逆 さに した場合土偶の脚部などの可能性 もあり、断定はでき

ない。

４４０は、上辺において顕著なスリが観察で きる。左右両辺 にはスリは確認できないが全体 と
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して方形もしくは長方形に作り出そ うとしたものと思われる。下辺は欠損 しており、 もともと

長方形に整形 したのち欠損 したのか、欠損 していた土器片 にスリを施 して方形にしたのである

かも不明である。土器片自体は胎土に植物繊維を混入 し、短 い羽状縄文が ３段施文されている

ことから第Ⅱ群第 ５類 もしくは第 ２類の ものと思われ、 スリが加え られたのはそれ以降 と考え

られる。

（神 康夫）

第Ｘ群 平成時代の遺物

１ 土 師器 （第１１６図 １～第１１７図４０）

遺構外 の もの は住居跡周辺 の第 Ⅲ層 か らの ものが殆 どであ り、 破片資料が大半 を占め る。 図

示 で きた もの は、坏 ５点、甕３５点 であ る。坏 は住居跡 内の もの と同様 全て ロクロ成形 であ る。

甕 は、 ロクロ成形の ものは ３点 （第 １１６図２７・２８・３１） だけである。頸部 に段差 を有 す る （第

１１６図 ９・１２・１７・２１・２４） ものが比較 的多 く含 まれ る。

２ 製塩土器 （第１１７図４１～４２）

ＣＧ－７５地点第Ⅲ層か ら白砂式製塩土器片がまとまって出土 し、底部 は図化できるまで接合

できた。内面はきれいなナデの痕跡がみ られるが、熱によるものか剥落が顕著である。 この他

にも別個体 と思われる底部破片が出土 している。４１は口縁部で、非常 に薄 く４㎜ほどである。

胴部が接合できなかったため、４１・４２が同一個体であるかは不明である。

３ 須恵器 （第１１７図４３～４６）

４３は大甕 と思われ、ＣＡ－７２とＣＧ－７５の ２点か らのもので、口縁部から頸部上半部まで接

合できた。４４はＣＡ－７２出土の胴部破片で同一個体の可能性があり、胎土分析は行っていない

が持子沢系のものと思われる。外面はタタキ目が施され、内面はアテ具痕が残り、口縁部か ら

頸部にかけては自然釉が観察できる。４５は壼の肩部分と思われ、同様に自然釉が観察できた。

４ 灰釉陶器 （第１１７図４７）

内面に釉が観察できることか ら灰釉陶器の底部である思われる。沖附（１）遺跡では、折戸５３号

様式で１０世紀前半のものと思われる灰釉陶器が出土 しているが、本遺跡のものは底部だけで器

形も不明である。

（増尾 知彦）
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（２）石 器

本遺跡か らの遺構外出土石器は、平成 ４年度 ・５年度合わせて、２４６点である。その内訳は、

石鏃１２点、石錐 １点、石槍 ８点、石匙３５点、石箆２４点、不定形石器６０点、石核 １点、磨製石斧

１２点、打製石斧１１点、敲磨器類６７点、台石 １点、石皿 ２点、石錘１２点となっている。出土層位

は主にⅤ層を主体 とする。Ⅴ層 は、縄文時代に対応する層であり、特に縄文時代の出土土器は、

早期後半か ら前期初頭の時期 （早稲田 ５類～表館式）、また後期前半の時期 （牛ケ沢式～十腰

内Ⅰ式）土器に大 きく二分 される。石器は、どちらかの時期に所属するものと思われる。第Ⅳ

層か らは弥生時代の土器が出土 しているので、第Ⅳ層出土の石器は、弥生時代の可能性 も考え

られるが、明確に弥生時代の土器に伴 うと判断 されるものはほとんど見 られない。

石鏃 （１～１２）

１２点 の出土 である。折損 して いる ものは ２点 あ る。 これ らは次 のような形態が見 られる。

Ⅰ類 無茎鏃

１種 凹基無茎鏃 （１）

２種 平基無茎鏃 （３ ・５）

Ⅱ類 有茎鏃

１種 平基有茎鏃 （７・１２・１０）

２種 凸基有茎鏃 （６ ・８・９ ・１１）

Ⅲ類 尖基鏃 （１２）

石錐 （１３）

石錐 は、 １点 のみの出土 であ る。細長 く棒状 に調 整 され、 つ まみ部 は作 られ ていない。

石槍 （１４～２１）

８点 の出土 である。２０・２１は折損 して い る。 １４・１５・１６・１８は、すべて基部が尖基 を呈 し

てお り、最大幅 は器体 の中央付近 にある。長 さは、８．４㎝ ～９．６㎝ とほぼ均 一 な大 きさで あ

る。

石匙 （２２～２８・２９～３７・３８～４６・４７～５６）

３５点 の出土 であ る。 その うち折損 してい るの は１０点あ る。 ２２の横型石匙 を除 いてすべて縦

型石匙 であ る。縦型 石匙 は、片面 に主要 な調整加工 を施 して いるのが ほとんどであるが、 な

かには５１・５２のよ うに裏面 に も調整加工 を施 して いるもの もある。 また、５５のよ うに表面 に

主要剥離 を施 さず、裏面 の周縁 のみ に調整加工 を して いるの も見 られる。 ただ し、裏面 に微

細 な調整剥離 を部 分的 に施す例 は多 い。５１は、 つ まみ部が二又状 にな っている。

石箆 （５７～６４・６５～７２・７３・８０）

石箆 と して一 括 した もの は、２４点数 え る。 その うち折損 して いる ものは ７点 である。 中に
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は形態上石箆 と しが たい５７のよ うな幅がな く細身 の もの もあ る。 しか し、 やや肉厚 で側縁 が

対照的 に調整 され、 刃部が欠損 しているが頭部 に比べ て若干 の幅が感 じられ るので石箆 の類

に含 めた。石箆 の多 くは、片面主体 の調整 を施 して いるが、裏面 は周縁を粗 く剥離 を加 えて

いる。刃部 は片刃 であ るが、両面加工 を施 して いる ものには５９な どが ある。刃部 の形態 を見

ると湾曲 してい るもの５９・６０～６６と刃部 が直線 的な もの６７～７２・７４・７５・７９とに大 き く分 か

れ る。

不定形石器 （８１～８８・８９～９８・９９～１０８・１０９～１１９）

以上の記載 した定形 石器以外の剥片石器 を一括 して まとめる。

Ⅰ類 ３㎝ ～ ５㎝ ほ どの小剥片の周縁 を細部調整 して いる類。 （８５・８６・８７・８８・８９）

８９は、 ほぼ円形 に調整剥離 を施 して いる。８７は、黒曜石 の剥 片を使用 して調 整 加工 して い

る。

Ⅱ 類 剥 片 の 一 部 の 側 縁 に 細 部 調 整 を 施 し て い る類 。 （９７・１００ ・１０１・１０３・１０５ ・１０６・１０８・

１０９・１１４）

Ⅲ類 石鏃 または石槍 とは異 な るが先端 を尖頭状 に調 整 して い る類 。 （９０・９２・９３・１１６・

１１８）

石核 （１２０）

原石 は、 珪質頁岩 で一部表皮 を残 して いる。

磨製石 斧 （１２１～１３２）

１２点 の出土 で ある。 その うち折損 して いる ものは ６点 あ る。 １２２・１２３は小型 の磨製 石斧で

あ る。 １２８は、擦 り切 りの痕跡が残 って い る。 １２１は、刃部 に敲打痕 が見 られ る。 石 斧 の形 態

については、大半 の ものは最大幅 が刃部 に見 られ、基部 が刃部 に比 して狭 い。 しか し、１２７・

１２９は刃部 と基部 の幅の差が あま りない。１２６は、片刃 と して刃部を作 出 し、弥生 時代 の石斧

の可能性 が高 い。

打製石斧 （１３３～１４３）

１１点 の出土 で ある。 その うち ４点 は折 損 して いる。

打製石斧 の ほとん どは、長楕 円形 の偏平 円礫 を利用 し、主 に片面 に粗 い剥離 を施 し刃部 を

作 出 してい る。 その ため片面 は、 自然面 を残 している。 １４１は、刃部 のみ に剥 離 を加 え器体

のほとんどに 自然面を有す る。

敲磨器類 （１４４～１８９）

いわゆるス リ石、 タタキ石、凹石 の類 で６７点が 出土 した。 石 質 は安 山 が多 く使 わ れて い

る。

Ⅰ類 ス リ石 の 類 。 （１４４～ １７０）
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１種 球状、楕 円状 を呈す る礫 を利用 し、 ほぼ全面 に ス リの痕 跡 が認 め られ る類。 （１４４～

１５２） ９点出土 している。 １４４・１４９は、部分的 に タタキ痕 も見 られ る。

２種 三角状磨石 とも言われ、 三角柱状 の礫 で断面が三角形 に近 く、三 角形 の礫 の細 長 い側

面 にス リ面 が認 め られ る類。縄文時代早 期後半か ら前期初頭 の時期 によ く出土 す る。

（１５３～１６６・１６８・１６９・１８８）

Ⅱ類 タタキ石 （１７２・１７３～１８０）

１種 平面 が偏平、楕 円形 で断面 も偏 平の礫 を使用 し、長軸 の側縁及 び先端部 に 夕タキ痕が

見 られ る。 （１７２・１７３）

２種 従来凹石 と言 われて来た もので １種 よ りも凹部 が明瞭 とな っている類。 （１７４～１８０）

Ⅲ類 タタキとス リとが複合 して使用 されてい る類 （１７８～１８７・１８９）

タタキ痕 は主 に長軸 の両端 に見 られ、 ス リは礫の側面 を使用 している。

台石 （１７１）

石皿 （２０２・２０３）

２０２は、石質 が安山 岩 で、折損 して いるが裏 には脚が ２個見 られ る。 ２０３は、砂岩 で完形品

であ る。石皿 の周縁 は縁 取 りを してい る。

石錘 （１９０～２０１）

１２点出土 して い る。 円礫 、楕円礫 の長軸 の両端 を打 ち欠 いて抉 りを設 けてい る。

－ １９８－
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（３）土 製品 ・石製品

円盤状土製品 ２点、土器片錘 ９点、石製品 １点が出土 した。 これ らの遺物は、遺構外でⅣ層、

Ⅴ層からの出土である。

円盤状 土製品 （第１４５図 １ ・２）

第１４５図 １は、 ＢＮ－５９グ リッ ドか らの出土 であ る。土器破片 を再利 用 して いる。大 きさは、

径５５㎜ ×５１㎜、厚 さ１１㎜を測 り、重 さ３９ｇであ る。 外面 には、 縄 文 が重 複 され、 真 ん中 に径

７㎜ ほどの穴が空 け られてい る。胎 土 には、植物性繊維 を混 入 して いる。縄文時代早期後半 ～

前 期初頭期の もの と思 われ る。

第１４５図 ２は、表土 か らの出土で あ る。土器破 片を再利用 してい る。大 き さは、 径 ３６㎝ ×３４

㎝、厚 さ ８㎜ を測 り、重 さは５４．７ｇであ る。 外面 には、縄文 （Ｒ Ｌ） を施 文 して いる。

土器片錘 （第１４５図 ３～１１）

第１４５図 ３は、 ＢＱ －６０グ リッ ドか らの出土 で ある。土器破片 を再利 用 して いる。大 きさは、

７６㎜ ×４８㎜、厚 さ ９㎜ を測 り、重 さ４８．９ｇであ る。長軸 の両端 に切 り込みが見 られ る。外 面 に

は、 ピッチ リ縄文が施 されて いる。胎土 には、植物性繊維 を混入 している。縄文 時代前期初 頭

期の ものと思 われる。

第１４５図 ４は、 Ｂ Ｊ－５９グ リッ ドか らの出土で ある。土器破片 を再 利用 して いる。大 きさは、

７２㎜ ×４５㎜、厚 さ ９㎜ を測 り、重 さは４８．６ｇで ある。長軸 の片面 に明瞭な切 り込みが見 られる。

外面 には、縄文 （Ｒ Ｌ） が施 されて い る。胎土 に は、植物性繊維が含 まれてい る。縄 文時代早

期後半～前期初頭期 の もの と思われ る。

第１４５図 ６は、 ＢＨ－７２グ リッ ドか らの出土 である。土器 破片を再利用 して いる。大 きさは、

７２㎜ ×５４㎜、厚 さ、 ９㎜を測 り、重 さは５４．７ｇである。長軸 の両 端 に切 り込みが見 られる。 外

面 は、 ピッチ リ縄文 が施 されて いる。胎土 に は、 植物性繊維 を混入 してい る。 縄文時代前期初

頭期 の ものと思 われ る。

第１４５図 ７は、 ＢＲ－６１グ リッ ドか らの出土 であ る。土 器破片を再利用 している。大 きさは、

７２㎜ ×６８㎜、厚 さ ９㎜を測 り、重 さは６９．７ｇである。長軸 の片面 に切 り込みが見 られ る。 外 面

には、結束羽状縄 文が施 され てい る。胎土 には、植物性繊維 を混入 してい る。 縄文時代前期初

頭期 の もの と思 われ る。

第 １４５図 ８は、 Ｂ Ｒ－６１グ リッ ドか らの出土 であ る。 土器破片 を再利用 してい る。大 きさは、

８５㎜ ×５７㎜、厚 さ ９㎜ を測 り、重 さは４８．５ｇであ る。 片方 に切 り込 みが見 られ るが、 それ に対

す るもう一方の切 り込み は破損 のため確認で きない。外面 には、押 し引 き沈線文 と結束羽状縄

文 が施 されて いる。早稲 田 ６類 の時期 の所産 と考 え られ る。

第１４５図 ９は、 ＢＲ－６１グ リッ ドか らの出土 であ る。土器破片 を再利用 して いる。 大 きさは、
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７５㎜ ×７０㎜、厚 さ ９㎜ を測 り、重 さは４６．１ｇであ る。切 り込 みが片方 に見 られるが、 それ に対

す る切 り込 み は破 損の ため見 られない。

外面 には、結束 羽状縄 文が施 され、胎土 に は植物性繊維 をが混入 してい る。縄文 時代前期初頭

期 の もの と思 われ る。

第１４５図 ５は、 ＢＯ －６０、 第１４５図 １１は ＣＥ－７７グ リッ ドか らの出土 であ る。二個体 とも土器

破片 を再利用 して いる。共 に切 り込 みの箇所 が見 られ るが、大 き く破損 していて本来 の大 きさ

は推定 で きない。第 １４５図 ５は、 ピッチ リ縄文 を施 し、胎土 に は植物性繊維 を混 入 して い る。

縄文時代前期初頭期 の もの と考 え られ る。

第１４５図１０は、 ＢＱ－６５グ リッ ドか らの出土 であ る。 口縁部 の破片 を利用 して いる。 大 きさ

は、６６㎜ ×５９㎜、厚 さ ９㎜ 、重 さは、５４ｇを図 る。 切 り込み は、土器破片 の両端 に見 られ る。

土器の表面 には、 口端部 に刻み を加 え、 さ らに口縁 に沿 って一条 の縄 の圧痕 と縦 に も ２条施 し

て いる。時期 は、縄文 時代前 期初頭期 のあた りと思 われ る。

石製品 （第１４５図１２）

３９㎜ ×３５㎜ ×１６㎜ を測 る不整 円形 の形 を したチ ャー ト質の 自然小礫 に ５㎜ ×８㎜ の小 孔 を空

けて いる。

（大湯 卓二）

－２３２－
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第Ⅴ章 自 然 科 学 的 分 析

家ノ前遺跡出土火山灰の蛍光Ｘ線分析

奈良教育大学教授 三 辻 利 一

同一地域内の遺跡 に堆積する火山灰を元素分析によって容易に相互識別できる唯一の例が白

頭山火山灰と十和田ａ火山灰である。前者にはカリ長石が多 く、後者には斜長石が多 い。そ し

て、有色鉱物にも相違がある。その結果、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｆｅ因子で両者は相互識別で きる

ようになる。既に、青森県を中心にして、北海道南部地域、岩手 ・秋田両県の北部地域の遺跡

に両者がセ ットにな って堆積 している例が数多 く報告 されている。その場合、必ず、白頭山火

山灰が上位である。 したが って、 これ らの火山灰は土器の編年観を与える上か らも役に立ち、

さらには、 これらの地域における須恵器、土師器の伝播 ・流通の研究を推進する上にも重要な

役割をもつ。

本報告では家ノ前遺跡で採取された１７点の火山灰試料の蛍光Ｘ線分析の結果について報告す

る。

試料は例によって、電気乾燥機の中で１５０℃で数時間乾燥 したあと粉砕 した。粉末試料 はプ

レスして、内径２０㎜、厚 さ３～ ５㎜の錠剤試料に して蛍光Ｘ線分析を行 った。波長分散型のス

ペクトロメーター （理学電気製 ３２７０型機）でＫ、Ｃａ、Ｆｅ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｎａの ６元素を定量分

析 した。標準試料には岩石標準試料 ＪＧ－ １を使用 した。 この結果、分析値はＪＧ－ １による

標準化値で表示 した。

表 １には分析データが示されている。はじめに、Ｒｂ－Ｓｒ分布図を第１４６図に示す。 この分布

図で両火山灰は明確 に分かれる。ＮＯ７、 ９、１２、１５、１７の ５点 は十和田 ａ領域に分布するが、

他の１２点は白頭山領域 に分布する。両領域 はこれまでの分析データに基づいて描かれた定性的

な領域である。第１４６図より、ＮＯ７、 ９、１２、１５、１７は十和田 ａ火山灰である可能性を もち、

他の１２点の火山灰は白頭山火山灰である可能性をもつ。 この可能性は他の因子 によっても確か

められる。

第１４７図にはＫ－Ｃａ分布図を示す。ＮＯ４を除いて他のすべての試料 は第１４６図のＲｂ－Ｓｒ分

布図と同 じ可能性を示す。白頭山領域を少 しずれたＮＯ４は風化が進んだ火山灰である可能性

をもつ。

Ｎａ因子 は風化度を示す尺度の一つとして役に立つ。白頭山火山灰に比べて十和 田ａ火山灰
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中には、Ｎａ量はやや少ない。しかも、風化の余り進んでいない火山灰では両者とも、標準化

値にして0.8〜1.4の領域に分布する。表１を点検すると、多くの試料のＮａの分析値は上記の

領域に入ることがわかる。Ｎｏ９、16にはやや少ないこともわかる。風化が進むと、風化によっ

て残存するＦｅ因子が増加する傾向がある。そこで、Ｆｅ因子の比較が必要となる。

　第148図にはＦｅ因子を比較してある。第146、147図から予想されるように、ＮＯ７、９、12、

15、17は十和田ａ領域によく対応しており、また、ＮＯ４を除く他の試料も白頭山領域によく

対応していることがわかる。ＮＯ４はＮａ因子はそれほど少なくないが、Ｆｅ因子では白頭山領

域を少しずれており、Ｋ、Ｒｂ、Ｓｒ因子でも他の白頭山火山灰とは少し異なる。周囲の土壌に

よる汚染が若干あったためと思われる。

　以上の結果、ＮＯ１、２、３、４、５、６、８、10、11、13、14、16の12点の試料は白頭山

火山灰であり、ＮＯ７、９、12、15、17の５点は十和田ａ火山灰と判断さた。
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第Ⅵ章 調 査 の 成 果

第 １節 縄文時代の土坑について

土坑 は、平成 ４年２８基、平成 ５年に３５基が検出され、 ２年間の発掘調査において６３基が確認

された。これらの土坑は、調査区域の北側において造 られているが南側にはまったく検出 され

なかった。土坑の構築時期については、 ２号土坑から縄文時代早期末葉期の表館ⅩⅡ群土器に比

定される復元可能土器が １点出土 している。１９号土器も同 じく表館ⅩⅡ群に並行する復元可能な

土器が出土 した。３３号土坑の覆土か ら縄文時代後期後半の十腰内Ⅳ式土器に比定 される小型完

形土器が １固体出土 している。３４号土坑か らは、縄文時代後期前半の十腰内 Ⅰ式土器の復元可

能土器が ４固体出土 した。 また、５１、５２、５３号土坑か らは、縄文時代早期末葉期の早稲田５類

の土器破片が多 く出土 した。その他の土坑については、土坑観察一覧表に記載 した通 り、土器

破片が数点出土 したのに止まる。 これらの土坑の多 くは、縄文時代早期後半期～前期初頭期の

時期の土器を混入 しているものが中心であるが、ほとんどの土器は、覆土中であり、その土坑

の時期を決定づける条件を満たしていない。周辺地区か ら出土 している土器 は、縄文時代の早

期前半、前期前半、後期前半、晩期、弥生時代後期、平安時代までの各時期が見 られ、そのな

かで も早稲田５類、十腰内 Ⅰ式に前後する時期が多かった。

また、土坑の形態的類似性については、規模及び形態がそれぞれ一定せず、ひとつの土坑の

タイプを見いだすことは困難である。 さらに、土坑か らまったく出土遺物が見 られないものが

多 くあり、その機能 については不明とするものが多い。

ここでは、以上のような状況にある土坑の中か ら気になるいくつかの土坑を取 り上げてみた

い。

（１） 石 を有 す る土坑

石 を有 す る土 坑 は、１５基検 出 してい る。 しか し、 ここで取 り上 げ る土坑 は、何 らかの意 図を

もって石 を共 伴 させ た と考 え られ る土坑で、第 ３号、第 ８号、 第 ９号、第１０号、第 １１号 の ５基

を対象 とす る。 これ らの土坑 は、 ＢＰ～ ＢＲ－７２～７６グ リッ ド （１４４㎡） 内 の近 い位 置 か らそ

れぞれ検 出 して いる。

この ５基 の土坑 か ら出土 した石 は以下の よ うな状態 であ った。

第 ３号 土坑 は、径９５㎝、 深 さ６５㎝を測 り、平面形 は、 不整 円形 を呈す る。土坑 中か らは、斜

め に立 石 させ たよ うな状 態で３０㎝ ほどの細長 い割 れた石が埋設 していた。

第 ８号土坑 は、径１３０㎝ ×１１５㎝、深 さは２５㎝ を測 る。平面形 は不整円形 を呈 し、 土坑 の確 認
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面 及 び覆土 さ らに底面 か ら２０㎝～４０㎝大 の石が ７個 ほど出土 した。 この中 には、長 さ３４㎝ ほど

の台石 も出土 して いる。

第 ９号土坑 は、径１９０㎝ ×１８０㎝、深 さ２５㎝ を測 る。平面形 は、不整 円形 を呈 し、土坑 の確認

面 か らは板状 （４０㎝大）の石及 び拳大 の石 が数 個出土 した。土坑 内か らの遺 物 は、 ス リ石 が １

点 と石鏃 が西壁 ぎわの ２層 か ら １点出土 したが、石鏃 は調 査中 に紛失 した。

第１０号土坑 は、径２８０㎝ ×２４０㎝、深 さ３５㎝ を測 る。平面形 は、不整楕 円形 を呈 し、土坑 の確

認面 か ら北壁 と南壁 に対 するよ うに４０㎝大 の方形 の石 が斜 め に立 たせ たよ うな状態 で置か れて

いた。 １０～４０㎝大 の石 は、覆土中か らこの他 にも数点見 られた。

第 １１号 土坑 は、径１５５㎝ ×１００㎝、深 さは２３㎝ を測 る。平面形 は、不整楕 円形 を呈 している。

石 は、確 認面 か ら土坑 の縁 に巡 ら して いるよ うに置 かれて いた。 また、南壁 に近 い壁 に接 して

３個 の石が置かれて いた。

以上の土坑 は、いずれ も石を有 している。 しか しながら、その土坑の規模、形態は一様では

ない。 さらに石の置き方や石の大 きさも一定 していない。 このことは、それぞれの土坑が、個々

に異なった機能をもっていたと解釈されないこともない。ただ、ここに上げた土坑は、ＢＰ～

ＢＲ－７２～７６グリッド（１４４㎡）の近位置か ら検出されている。つまり、一定の狭い範囲でまと

まって検出されていることから特定の集団が利用 したと見 ることもできよう。土坑の機能とし

て、第 ８号土坑 は、石の投げ込みとも考え られるが、第１０号土坑 は、石が目印のような形で土

坑の南端 と北端 に立 っており、墓標的な感 じも受ける。第 ９号土坑 は、土坑の上面に板状の石

が ２個被せた状態で出土 し、破砕 された石及び拳大の石 もまば らに出土 しているので、石の投

げ込みという見方も出来ると思 うが、完形の石鏃が出土 している点を考えあわせると副葬品の

一部 とも推測される。第 ３号土坑は、径９５㎝ほどの土坑であるが、細長 い石が斜めに立ったよ

うな形で埋設 しており、意図的に立たせたと考えられる。 しか し、成人の埋葬とするための墓

としては規模が小さい。

ここでは、以上のことか ら推測 としておよそ二つのことが考え られる。一つは、墓であり、

一つは石の投げ捨てた遺構という解釈である。 しか し、 この推測は（２）の石器を出土する土坑と

も関連するので次に記載する土坑 も加味 して検討を加えたい。

（２） 石器を出土する土坑

土坑内遺物 については、土器 ・石器 ・土製品観察一覧表に記載 されている通りであるが、こ

の中で石器を出土 している土坑は、１８基を数える。中でもＢＰ～ＢＲ－７２～７６グリッド区域内

の土坑内から石器を出土 している土坑を取 り上げ、石を有する土坑 との関わりを見てみたい。

この地区の石器を出土 している土坑をもう一度、整理すると以下の通 りである。

第 １号土坑 は、径１７０㎝×１１０㎝、深さ１５㎝を測る。平面形 は、楕円形を呈 している。土坑内
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か ら石鏃 が ５点、石匙 ２点出土 した。す べて完形 品で ある。

第 ２号土坑 は、 径１６０㎝ ×１３０㎝、深 さ５０㎝を測 る。平面形 は、 不整円形を呈す る。土坑 内か

ら石匙が １点 出土 して いる。 この縦形 の石匙 は、折 損 した ものを再調 整 して使用 した ものであ

る。 また、表館ⅩⅡ群土 器が １固体 出土 してい る。

第 ６号土坑 は、径２０５㎝ ×１８０㎝、深 さ２５㎝ を測 る。 平面形 は、 不整円形を呈す る。石器 は、

石鏃 １点、石匙 １点、 石箆 １点で計 ３点 出土 した。 すべ て完全形 品であ る。

第 ８号土坑 は、先 の石を伴 う土坑で記載 した。 この土坑 か らは、石皿 と思われ る石器が 出土

して いる。

第 ９号土坑 は、第 ８号土坑 と同様 に石 を伴 う土坑 で記載 した。

第１４号土坑 は、 径１７０㎝ ×１５０㎝、深 さ５０㎝ を測 る。 平面形 は、不整 円形 を呈す る。石器 は、

石鏃 ２点、不定形石器 ６点、打製石斧 １点、計 ９点 の石器 が出土 してい る。 石鏃 は完形品 であ

る。

以上の ６基の土坑を見ると、先述 した石を伴 う土坑 を検出したＢＰ～ＢＲ－７２～７６グリッド

（約１４４㎡内）周辺から検出 している。 このことは、石を伴 う土坑 とも深 く関連 していると思わ

れる。また、これらの土坑 （第 １号、第 ６号、第 ９号、第１４号、）か らは、完形の石鏃 が出土

している点に注意される。第 １号土坑は、 ５点 と点数が多 くこれに石匙なども出土 している。

また、第 ２号土坑、第 ６号土坑か ら石匙がそれぞれ出土 している。

以上の石を有する土坑 と石器を出土する土坑 とは、 ほぼ１４４ｍｍ２の狭い地区にまとまって検出

され、これ らは関連する土坑群ではないか と思われる。石器が完形で出土 している状況などを

考え合わせると土坑に石器を投げ捨てたとは考え難 い。っまり副葬品として置かれた可能性が

あるのではないか。 また、石を伴 う土坑の第 ９号からも石鏃 が出土 していることか ら、石を伴

う土坑も墓としての可能性が考え られる。 これらの土坑の時期については、第 ２号土坑が縄文

時代早期末の表館ⅩⅡ群にあたる土器が １点出土 しているので該時期のあたりに造 られた可能性

が考え られる。

（大湯 卓二）
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第 ２節 縄文時代の土器について

縄文時代前期に位置すると思われる第Ⅲ群第 ５類土器について述べることとする。

本遺跡出土第Ⅲ群第 ５類土器は、従来早稲田遺跡出土第 ６類土器や表館式土器に比定されて

きていたものであるが、本報告ではこれらと分離 した。

本土器群は、地文縄文が多様であるが次の点 において大略は一致 していると考える。①焼成

が堅緻で硬質であること、②地文縄文の他には口唇部周辺の指頭圧痕、刻み、そ して両者を組

み合わせたもの以外の装飾要素がみられないこと、という２点においてである。 また、水平あ

るいは内傾するように口唇部を面取 りする点 も特徴として挙げられる。

本遺跡出土のものは破片資料ばかりであるが、全体の器形はおそらく次のようになるものと

思われる。口縁形態は平口縁のものが多いが、左側が落ち込む段がつく口縁のもの、波状口縁

のものもある。口縁部は垂直に近い角度で立ち上がって きて、 口端部 が外反す るもの もある

（１３３）が、やや内湾気味になるものと直立 したままのものがほとんどである。底部 は１２４によ

れば丸底かそれに近い平底 となるものと思われる。

これ らの特徴を有す る土器 は、青森県内でみてみると、東部地域では六ケ所村表館遺跡、上

尾駮（２）遺跡、大石平遺跡、弥栄平（４）遺跡、東通村前坂下（１３）遺跡、大間町小奥戸（１）遺跡

があり、西部地域では今別町山崎遺跡、平舘村尻高（４）遺跡などが挙げられる。

本土器群では地文縄文 に結束第 １種 （羽状縄文）がみ られることか ら早稲田６類 と、口端部

に刻みが施文されることか ら表館式との関連が考えられる。小奥戸（１）遺跡では半截竹管による

押 し引き沈線文が施文 される早稲田６類土器が伴わず、表館式土器が多数出土 していることを

考え合わせると、より表館式に近い位置を占めるものと思われる。また、「ピッチ リ縄文」 が

組縄縄文であることを解明 した高橋亜貴子氏 （１９９２年） は組縄縄文の使用時期につ いては、

「早稲田 ６類 ｃ」の時期 としながら 「早稲田６類 ｂ」および 「大木 ２ａ式 ・円筒上層 ａ式 （中

略）頃まで使用 された可能性を持つ」 としている。岩手県滝沢村耳取遺跡や仏沢Ⅲ遺跡では組

縄縄文の面取 りされた口唇部に指頭圧痕を施すものが多数出土 しており、本遺跡出土の指頭圧

痕 と縦位刻みを組み合わせたものが、 これらに対する一地方のバ リエーションとみることもで

きると思われる。

しかし、従来考えられていた 「早稲田 ６類→表館式」 という両土器型式の前後関係について

近年見直すべきであるとの見解が相次いで提示されており （註）、縄文時代前期前半の編年観

を再検討する必要が生 じている。 したがって、地文縄文、口唇部形態において多様である本土

器群 も、既知の数型式にまたがる、あるいは分割されて使用されたとみることも想定可能であ

り、早稲田 ６類と表館式の編年観が確立されていない現状においては編年的位置づけを論 じる
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ことはできない。そこで、本土器群を早稲田 ６類、表館式 とは分離することによって問題提起

とし、資料の蓄積を待つ こととする。

（註）早稲田 ６類と表館式の編年的研究史は高橋論文 （１９９２年）に詳述 している。

第 ３節 弥 生 時 代 の 土 器 に つ い て

本節では、量的に多 く出土 した弥生時代後期にあたると思われる第Ⅷ群土器について述べる

こととする。

家 ノ前遺跡か ら出土 した弥生時代後期の土器の器種は、甕 ・鉢 ・壺 ・小型土器 ・蓋がある。

台付鉢の可能性があるものも１点ある。浅鉢、高坏、皿形などはないようである。本報告では

器種によって大別 し、文様要素によってさらに類別 したため、器種 によって類番号が異なって

いる。そこで器種 と文様要素 との対応を以下に示す。

では、全体の器形 ・文様構成等をある程度把握できた甕 ・鉢 ・壺の３器種の特徴を、器形と

文様について列記することとする。

○甕の特徴

＜器形＞

・全体の器形は曲線的に変化するものが主体をな してお り、頸部の屈曲は弱く、「く」字状 に

屈曲するものはわずかである。 これは沈線文を施文 しない土器に顕著にみられる。底部まで

接合 したものは少ないが、全体的に胴長 となり、径の小さい底部 となるようである。

・頸部が くびれるものは、口径と胴部上半の径が同 じくらいで最大径 となっている。

・頸部のくびれがかなり弱 く、口縁に近い位置に頸部が くるものは、最大径が外反する口径に

あるものがみられ、胴部が垂直に近い立ち上がりを呈 している。

・内面に明瞭な稜を有するものは口縁部に近い部分にあり、口縁部分が狭く、口唇部が薄 くなっ
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ている。

・口縁部が肥厚するものが破片資料にある。

・底部か ら口縁まで屈曲をほとんど持たず、開き気味に立ち上がるものがある。

＜文様＞

・沈線文等による文様は胴部上半部までに限 られるものが多 く、下半 にまで及ぶ ものはない。

・口縁部 ・頸部 ・胴部の ３文様帯を保有するものと、頸部 （胴部）文様帯が消滅 しているもの

の二つの文様構成パターンが想定できる。

・縄文を主体文様 とするものは、頸部もしくは口縁部が無文帯 となるのはごくわずかで、全体

に地文縄文が施 されるものがほとんどである。また、回転方向を変えて条の流れに変化をつ

けるものも少ない。

・地文縄文で、縦走するものと横走するものとが混在 しているものがある。

・地文に刷毛目文をもつ ものがある。

○鉢の特徴

＜器形＞

・器形は甕をそのまま小型化 したものと、底部か ら口縁までまっすぐ立 ち上が り屈曲のないも

のとがある。

・最大径は口縁にあるものが多い。

・口縁の突起は甕に比べて少ないが、その代わ り小波状口縁 となるものがあるようである。

＜文様＞

・文様帯は器高の関係により、胴部下半 まで施文されるものがある。

・胴部に、刻みを有する縦位の貼 り付けをもつ ものがある。

・破片資料には、細めの多条沈線が密に施文されるものが多い。

○壺の特徴

＜器形＞

・器形は多様であるが、頸部の屈曲が強いものが多いようである。

・最大径は胴部中央部にあるものと、胴部下半にあるものとがある。

・広口壺 ・長頸壺の類 も存在する。

＜文様＞

・文様帯は最大径のある胴部中央部まで下がるようである。

・交互刺突文を施文するものが存在する。

・縄線文を施文するものが存在する。

・他の器種にはない壺形土器特有の文様モチーフとして、横 に連 なる風構え状沈線文、三角状
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懸垂文などがある。

○家ノ前遺跡第Ⅷ群土器の特徴

＜内面調整＞

内面調整はナデ ・ヘラナデが主流であるが、刷毛目様のものもわずかにある。

＜口縁部＞

口唇部 （註 １）の形態は平坦に調整 されるものや、外面に丸みを帯びてやや内湾するものが

多い。他にきれいな面取 りが施されるもの （２５２・３４３他）、つまみ出して先細りするもの （２４５・

２５９）、強 く外反する口縁によって幅広の口唇部 となるもの （２４４）などがある。内面調整 とも

関連するが、内面の口縁か ら２㎝ 内外に稜線を持つ ものがある。また、 口唇部 を平坦に調整

するものには縄文が施文されるものが多 く、外面が丸みを帯びてやや内湾するものには口端部

に縦位の刻みあるいは単沈線に近い刻みを施すものが多い。 これらの特徴は、甕 ・鉢において

顕著にみられる。口唇部 には他に指頭圧痕 ・刺突 ・刻み ・沈線なども施される。

口縁部内面に施文 されるものは縄文のみのものが多 く、縄文と沈線の組み合わせ、沈線のみ

といった類はごく少数存在するだけである。

突起の形態 として、頂部に刻みを加えた山形突起が多 く、貼り付けによるもの、指頭圧痕 と

組み合わせたもの、刻みを加えない山形突起などもある。

＜文様帯の構成＞

文様帯は口縁部 ・頸部 ・胴部の ３文様帯があるものと、口縁部 ・胴部 （頸部）の２文様帯が

あるものとがある。胴部 （頸部）文様帯の下端は胴部上半 にあるものと胴部中央にあるものが

あり、器種によって異なるようである。また、２４４・２５０の様 に整然とした沈線文が描かれる土

器がある一方で、２４６・２６５の様に沈線文のみならず区画帯 もが雑 に施文されるものもある。特

に２４６は区画文としての直線文がそのまま山形文になり、さらに山形文がそのまま区画文 とな

る直線文になっており、口縁か ら底部へ向か って割 り付 けをほとんどしないで施文 したものと

思われる。

口縁部文様帯、頸部文様帯、胴部文様帯の区画文には、多 い順 に

①平行沈線文 と鋸歯状文の組み合わせ

②平行沈線文のみ

③列点文を内部にもつ平行沈線文

④交互刺突文

⑤連弧文

といった区画文が用いられている。圧倒的に①平行沈線文を鋸歯状文の組み合わせによるもの

が多い。
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頸部文様帯あるいは胴部文様帯の区画帯内に描かれる沈線文と縄文の関係は、

①沈線文を施文後、縄文を充填するもの

②地文縄文を全面に施文後沈線文を施 して縄文を磨り消さないもの

③無文地に沈線文を施文するだけのもの

がある。③ は鉢の破片資料に比較的多 くある。また、区画帯内に沈線文 も縄文 も施文 しないも

の、縄文のみを施文するものもある。

＜沈線文による文様＞

文様区画帯内に描かれる沈線文は、波状文 ・大波状文、菱形文 ・重菱形文、山形文、眼鏡状

文 ・ブーメラン状文 ・連弧文 ・ハ字状文 ・縦位の山形文などの多様な沈線文が施 されてお り、

それ らの中には特定の器種に用いられる文様モチーフもあるようである。また、文様帯全体に

平行沈線文と鋸歯状文を重積させるものもある。

＜磨消縄文 ・充填縄文＞

沈線文を施 した後縄文部分を磨 り消す磨消縄文の手法はほとんどみられず、沈線の文様内に

縄文を充填する充填縄文の手法が主体的に用いられている。

＜地文縄文＞

地文縄文は、密に施文されるものや整然 とした縞縄文が施されるものは少な く、まば らな縄

文、帯縄文が施文 されるものが多い。また、縞縄文の技法によって山形状の文様を表出するも

のもある。縄文は圧倒的に単節ＲＬ縄文が多 く、ＬＲ縄文は少ない。撚糸文 はな く、附加条縄

文 らしいものが若干ある。条は縦走 ・斜行するものが多 く、横走するものも少数ある。

＜その他の手法による文様＞

交互刺突文は壺形土器にのみ用いられている。本遺跡において出土 した交互刺突文は、肥厚

した口縁下端に立体的に施文されるものは２個体で、 ３個体は平面的に施文される。また、交

互刺突文 とは異なるが、甕の頸部に細い粘土紐 を貼 り付けて上下への押圧を加えたり、折 り返

し状口縁の下端 に押圧を加える、あるいは棒状工具によって押 し上げる等の手法によって、立

体的な波状隆線文を呈する文様 も施文 されている。

隆帯 （突起） として粘土の貼 り付けがなされるものは次のようなものがある。

①甕の口唇部 に円形の粘土粒が貼 り付 けられ、 ２～ ３条の短沈線が施 される。（２４４）

②鉢の胴部に縦位の長円形の粘土塊が貼 り付けられ、横位の刻みが ６条施される。（３７０）

③壺の口縁部 に長円形の粘土塊が貼 り付 けられ、 ４～ ６の刺突が施 される。（２６１）

＜底部形態＞

底部 は平底になるものと上げ底風のものがあり、後者がやや多いようである。 しかし、器種

は不明であるが、上げ底のものもある。
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○家ノ前遺跡第Ⅷ群土器の編年的位置付けについて

本遺跡の弥生時代後期に属すると思われる第Ⅷ群土器 （以下 「家ノ前Ⅷ群」とする）の器種

構成 は、すでに述べているように甕、鉢、壺、小形土器、蓋の ５器種である。台付甕 ・台付鉢 ・

高坏 ・注口土器等は欠落するようである。

本遺跡において も他遺跡において も数量的に最 も多 く普遍的な器形である甕形 （今回は 「深

鉢形」 と同義に用いることとする）土器を中心に考察を進 めたい。その中でも沈線文の施文 さ

れる甕形土器第 １類、第 ２類について全体の器形をみてみると、（Ａ）頸部が比較的すぼまり、

屈曲部の上部がゆるやかに外反 していく器形 と、（Ｂ）頸部であまりすぼまらず、胴部が垂直

に近い立ち上が りをみせ、口縁部がそのまま外反するものとがある。いずれの器形であっても

そのフォルムは曲線的といえ、両者は時間的に近い位置にあるものと思われる。 また、文様帯

の構成はこれらの器形 と関係があり、（Ａ）の器形を呈するものは口縁部 ・頸部 ・胴部の ３文

様帯が存在 し、（Ｂ）のものでは、頸部 （胴部）文様帯が消滅 して口縁部 ・胴部 （頸部） の ２

文様帯があるだけとなる。

家ノ前Ⅷ群の文様帯 は、これ ら２つの文様帯パターンがあるものと思われる。前者をＡ類、

後者をＢ類として、器形 と文様帯の関係から述べてみたい。Ｂ類においては、胴部 （頸部）文

様帯の上端の区画文 は頸部の最 もくびれる部分に、下端の区画文 は胴部最大径のある胴部上半

に施文され、全体の器形の屈曲 と一致する傾向がある。一方Ａ類では、最もくびれた位置を頸

部文様帯として挟みこむように区画文が施 されるもの （２４２・２４７・２４６）がみ られ、文様帯を

決定付ける区画文の施文される位置が、器形の屈曲とは必ず しも一致 していないことが指摘で

きる。そして相対的に器形に占める区画文 による文様帯の幅は、 ３文様帯を有するＡ類では広

く、 ２文様帯を有するＢ類では狭いものとなっている。

Ａ類 とＢ類 についてはこれらの相違があり、これに区画文 （註 ２）の構成要素等を加味 して

考察を続ける （土器構成要素表（１）、（２）参照）。

Ａ類の区画文は、 ２～ ４条の平行沈線と鋸歯状文を組み合わせたもの、 ６条の平行沈線文に

よるもの、などというように区画文 自体が多条化 しており、口縁部 ・頸部 ・胴部の各文様帯を

明瞭に分割 している。

これに対 してＢ類の区画文 は、平行沈線文 と鋸歯状文の組み合わせは２５０のみで、重連弧文

（２４９）、連弧文 と平行沈線文 ・列点文の組み合わせ （２４８）といった連孤文が施文されるものと、

ただ単に平行沈線文によって区画されるもの （２４３・２４５・２５２）がある。２５０は、文様帯の下端

に鋸歯状文が施文 されているが、口縁部 ・胴部 （頸部）の ２文様帯 しかないこと、胴部 （頸部）

文様帯の下端には鋸歯状文が伴 っているものの、上下共に多条沈線ではなく単沈線によって区

画されており、区画帯の貧弱化が進んでいるものと思われることからＢ類 と考えられる。 さら
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に区画帯内に施文 されている沈線文は眼鏡状沈線文であり、後で述べるが天王山式土器に用い

られている文様モチーフであり、やや新 しい段階の ものであると考え られる。

つまり区画文に鋸歯状文を伴 っているもので も、Ａ類からＢ類へと鋸歯状文を伴 う平行沈線

文が、多条沈線文か ら平行沈線文 もしくは単沈線文へ と区画文の簡素化が行われると同時に鋸

歯状文が省略化されると考えられる。文様帯を分割す る区画文が簡素化されることは、念仏間

式土器の多条沈線文によるものとは一線を画する必要があるものと思われる。

注目しておきたい技法に、内面に観察できる稜線がある。実見 してはいないが実測図によれ

ば、北海道瀬棚町に所在する瀬棚南川遺跡出土第Ⅳ群土器内面にも稜線はみられる。 この稜線

は整形する際にヘラ状工具等によって最 もくびれた部分か ら口縁部にかけて内面を横位方向に

なでることによって形成 されるものと思われ、稜線 は器形の屈曲と一致 した部位に示されてい

る。ところが家 ノ前Ⅷ群では器形の屈曲 とは一致をみない稜線が施 されている。

家ノ前Ⅷ群の内面に稜線を有する甕形土器を挙げてみると、 Ａ類では２４７、 Ｂ類 では２４３・

２４５・２５０に施文 され、Ｂ類に多 く用いられている手法であるといえる。また、２５３の内面 にも

稜線がある。２４３以外の稜線 は、器形を形作るというよりむ しろ、口縁部内面 を整形する際に

発生 した調整技法とみることができる。 これは２４５において顕著にみられる。２４５は全体の内面

調整はヘラケズリともいえるもので、混入物である砂粒がヘラ状工具によって大 きく動かされ

ている痕跡を止めているが、その後口縁か ら２㎝ 内外を口縁 に沿 って横位 にヘラナデ調整が

加えられている。 この調整 される幅は２４３以外の各土器はほぼ一定 しており、 ヘ ラ状工具を器

面に対 して一定の角度で傾 けて調整 したものと思われる。っまり器形上の屈曲を意識 したもの

ではな く、口縁部内面調整の一手法と考えられるのである。

しか し２４３の稜線は器形と一致 していることに加えて、口縁部が内湾 しなが ら立 ち上が るも

のであること、口縁が先細 りするようなものではないことか ら、他の土器の稜線 とは明 らかに

様相が異なっている。 この稜線は、天王山式土器にみ られる受口状の口縁をつ くりだす、成形

段階において生 じる稜線と考えられる。

そして突起形態をみてみると、Ａ類には山形突起をはじめ、 ６個体中 ４個体に突起が施され

ている。 Ｂ類では１個体に山形突起が確認できるものの、他には突起 はあまり施されないよう

である。 しか し、口縁部が広い範囲で接合 した土器が少ないため、この点について即断するこ

とはできない。 ただ、２４８では口端部の一部にまとまった縦位の刻みが施 されており、突起の

代用 といった考え方 もできるかもしれない。

家ノ前Ⅷ群に用いられている地文は、ＲＬ縄文が圧倒的に多 く、 ＬＲ縄文 ・付加条縄文がわ

ずかにみ られる。また、撚糸文は交互刺突文を施文する壺形土器にもまった くみることがきで

ず、地文が縄文である時期に交互刺突文の手法が持 ち込まれていることが確認できる。また、

－ ２４７－



復元実測した土器の他に破片資料も含めて、文様区画帯内に施文される縄文は磨消縄文ではな

く、ほとんど充塡縄文であることも本土器群の重要なポイントと思われる。この点は、石川日

出志氏（石川：1990年）が東北地方天王山式土器の特徴として「磨消縄文は厳密にいえば充塡

縄文手法である」としていることと符合する。

らに、先に述べた特徴とを加えてまとめたのが構成要素表（１）である。

文様帯の区画に用いられる区画文は、念仏間式にみられる多条沈線文（鋸歯状文を含む） に

よる区画文から、家ノ前Ａ群において鋸歯状文の省略・区画文の簡素化が行われる。そして２

本の平行沈線となり、さらには連弧文による区画（天王山式土器文化の波及？） がなされるよ

うになると思われる。鋸歯状文が区画文に用いられず、区画文の簡素化が進むと頸部文様帯と

胴部文様帯は一体化し、Ａ類の口縁部・頸部・胴部の３文様帯構成からＢ類の口縁部・（胴部）

頸部の２文様帯構成へとその幅を狭小化させる。この文様帯構成の変化は器形の屈曲と密接に

関係を持つようになり、器形によって文様帯が規制されていくものと思われる。

また、器形では頸部のくびれがなくなって胴部上半は垂直もしくはやや開き気味になり、口

縁部がさらに外反して口縁が最大径を持つ245のような器高の低いものや、253の頸部の屈曲の

ほとんどない底部から口縁まで直線的に立ち上がる器形が用いられる。これらに加えて、口縁

部が外反するものの口端部が内湾する受口状口縁の土器（123）もある。

ここで天王山式土器と関連があると思われる事象について述べることとする。

　交互刺突文を施文する261の壺形土器の口縁部突起である。これは六ケ所村発茶沢（1）遺跡、

上尾駮（2）遺跡から出土した甕の口縁部に、これに類する貼り付け（隆帯）がある。また、この

手法は、370の縦位の貼り付け（隆帯）にも通じるものがあると考えられる。そして口縁部下

端に施文されている交互刺突文は、佐藤信行氏が交互刺突文の祖形としている岩手県水沢市兎

顕著にはみられるず、248などは、部分的に縦位の刻みを施しており、突起の形骸化したもの

とみることもできる。

沈線による文様の中で注目すべきは、先に触れた眼鏡状沈線文である。これは、本遺跡にお

いて器種構成上主要となる甕（283～295）・鉢（372・378）・壺（399）の3器種に施文されて

いる。眼鏡状沈線文は、岩手県新里村に所在する和井内東遺跡にその祖形となりうる文様が台

付甕に施文されているが、文様帯の幅、施文位置、モチーフのつながり・密度など多くの点で

相違がある。その他眼鏡状沈線文は福島県会津坂下町能登遺跡において、交互刺突文と眼鏡状

沈線文が同一個体に施文されている甕・壺・広口壺等が出土しており、むしろこちらに近いも

－248－

Ⅱ遺跡出土の土器と酷似する。だが、全体的に家ノ前ⅩⅢ群甕形Ｂ類におけ口縁部突起の発達は、

以上、家ノ前Ⅷ群について、器形・文様構成・文様帯区画文等について分析を行った。これ

のと思われる。この文様モチーフは報告文（福島県教委：1990、P97・ℓ18）中において「2



重連弧文の系統で理解される」としているものである。連弧文によるバリエーションを持つ土

は考えられず、天王山式土器文化によって直接的に持ち込まれた文様モチーフであると思われ

る。能登遺跡の器形は、天王山式土器に顕著にみられる胴部が直立し強い屈曲をもった受口状

山土器の文様モチーフを施文したものと理解される。

土器に見つけることが出来るだけである。この壺形土器の地文は、いずれも縦走する単節ＲＬ

縄文であり、これまで青森県内に知られている撚糸文を地文にもって交互刺突文を施文する土

器よりも古手のものと思われる。遺構外の出土ではあるが、交互刺突文を施文するこれら地文

縄文の壺形土器と、交互刺突文を施文しない同じく地文縄文の甕形土器が同時期に使用されて

いた可能性も十分考えられるのではないであろうか。逆にいえば、北海道の影響を多分に受け

るこの地にあっては、交互刺突文土器のみを使用する時期はほとんどないこともあり得ると思

うのである。

だがこれらのことを断定するには本遺跡の遺物を含めて天山式期およびその前後する時期

の資料が少なく、なお一層の資料蓄積がなされてはじめて論議できる問題であろう。

青森県における天王山式土器の実態が解明されていない現状においては、次のような変遷過

程を考えることができると思う。

縄文時代晩期から定型的に用いられていた平行沈線文による文様帯区画文は、田舎館2群に

なって区画文としての鋸歯状文をこれに附加させると共に、平行沈線文を多条化させることを

採用する。この区画文は時には主体文様となって、田舎館3群、念仏間式と、連綿と継続され

ていき、文様区画帯内に施文される文様に対して、磨消縄文手法の主体的な導入、文様モチー

影響の基に導入され、縄文を磨り消すという比較的容易な技法から、縄文を文様モチーフの中

に入れ込み（充塡縄文手法）、地文には帯縄文（縞縄文）を施文するという、より高度な縄文

施文技法の向上がなされるのである。縄文施文技法の高度化によって、「地文の走る方向（回

転方向） を変化させたときにできる地文と地文の重なり部分を消去するための技法」（青森県

いうような区画文の簡素化が進むと解釈できる。これと同時に地文縄文は密に施文されなくな

り、施文したのち縄文を消し去ったり、初めから粗く施文するなどして、地文縄文への意識が

－249－

口縁そのものであり、家ノ前ⅩⅢ群Ｂ類のものとは口縁形態が全く異なっている。これは時期差

とみるより地域差とみる方が妥当であり、土着の土器である家ノ前ⅩⅢ群Ｂ類土器の器形に天王

すでに述べているように家ノ前ⅩⅢ群の甕形土器には交互刺突文を施文するものはなく、壺形

フの多様化などが行われる。そして大石平Ⅰ群期には充塡縄文手法・帯縄文手法が恵山文化の

教委：1985ａ、Ｐ475・ℓ10）である重平行沈線・鋸歯状文・重鋸歯状文等による多条の区画文

が不必要となり、家ノ前Ⅷ群にみられる平行沈線と鋸歯状文→単沈線と鋸歯状文→平行沈線と

器は家ノ前ⅩⅢ群にはわずかであることから、この地で複雑・多様化して発展していったものと



弱まっていくものと思われる。また、家ノ前Ⅷ群にみ られる恵山文化的色彩の強い事象として、

南川Ⅳ群のような曲線的な器形、口縁部外面に施文される縦位の刻み ・内面の斜行縄文、口唇

部縄文などが挙 げられ、この時期にも頻繁に用いられるのである。

こういった青森県の地域性の強い土器に恵山文化の流入が認められる一方で、東北地方南部

に広 く分布する、交互刺突文を施文する天王山式土器の影響がこれらに融合 していくものと考

えられる。それの一つは、文様帯の減少 ・狭小化が挙げられる。だが天王山式土器では 「頸部

の一部を横帯状に素文化する手法」（馬目 ：１９８３）がとられて ３文様帯を維持するようであり、

天王山式土器で頸部文様帯の消滅がみ られるものは一部の土器であることか ら、 これらと家 ノ

前Ⅷ群 とを直結するのには躊躇せざるを得ない。むしろ東北地方中部域、とりわけ秋田 ・岩手

両県辺 りの影響によって、新たな文様帯の構成概念が持ち込 まれた可能性 も考えられる。そ し

て文様帯区画文には、単沈線 と鋸歯状文の組み合わせ、平行沈線文といった土着のものに、天

王山式土器の区画文である下向き連弧文が加わることとなるのである。また、口端部が内湾す

る受口状 口縁、メルクマール文様である交互刺突文、連弧文か ら派生するといわれる眼鏡状沈

線文 といった、天王山式土器の主体となる器形 ・文様モチーフといった緒要素が導入されてい

くことは看過できないことである。

これ らの事象をふまえると、家ノ前Ⅷ群土器 は、念仏間式土器と天王山式土器の両特徴を具

備 しているものと考える。家ノ前Ⅷ群土器は、縄文時代晩期以来続いてきた土着の土器文化に、

小川原湖湖沼群という流通 ・交流に関わる地理的条件が加担 したことによって、北海道の恵山

文化 と東北地方南部の天王山式土器文化を相取 り入れ、それ ら二つの文化の接点となっている

ものと思われる。

主観的憶測を多分に含んで述べて しまったが、 こういった見方 もできるのではないかという

仮説であるので、御批判 ・御指導を願いたい。

○家ノ前遺跡出土弥生式土器の問題点

本報告においては弥生時代後期 と思われる土器を第Ⅷ群土器 として一括 してその特徴につい

て述べてきた。だが、次の三点において現時点においては回避できない問題点がある。即ち、

①遺構に伴 った一括性 ・一時性の強い資料ではなく、すべて遺構外の遺物であること、②本遺

跡の遺構外出土遺物が縄文時代早期 ・前期 ・中期 ・後期 ・晩期、弥生時代前期 ・後期、平安時

代 と、途中時期的に断絶はす るものの人間の活動 した痕跡が連綿 と続いてお り、弥生時代後期

の土器 も細分 され得る可能性があること、③復元できた個体数が絶対的に少ないこと、が挙げ

られる。 これか ら、第Ⅷ群土器についても時期幅がある可能性 もあり、一方では一時期のもの

である可能性もある。 したがって、本土器群の存在時期を把握するのには慎重を要すべきであ

ることを記 してお く。

－ ２５０－
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　甕形土器の変遷について試案を提示したが、器種には他に壺・鉢、小型土器があり、これら

を包括した土器編年を確立する必要がある。そして天王山式土器にみられる台付鉢や注口土器

といった器種は青森県地域に存在するのかどうかについては、以後の資料の増加を待ちたいと

思う。

　家ノ前遺跡既報告の中に口縁部貼り付け帯に刺突と指頭圧痕の組み合わせによる交互刺突文

風のものや（青森県教委：1993ａ、Ｐ89・第62図２〜４）粘土紐の貼り付けに指頭圧痕を加え

たもの（同、Ｐ89・第62図１他）など、交互刺突文との関わりを考える上で看過することがで

きない資料が含まれており、既報告を含めた家ノ前遺跡の弥生式土器群の性格についてさらな

る検討を加える必要がある。

　本遺跡が接している尾駮沼周辺は、弥生時代後期に属するといわれる土器を出土した遺跡が

多い地域である。本遺跡から３㎞内に大石平遺跡・上尾駮（２）遺跡があり、尾駮沼の対岸には発

茶沢（１）遺跡・沖附（１）遺跡が位置している。家ノ前遺跡の10㎞南西には、千歳（13）遺跡がある。

これら尾駮沼を中心とした狭い地域での土器の変遷をまずは確立する必要があると思われる。

　そしてさらには、既に提示したように、恵山文化と天王山式土器文化という北と南の双方の

文化の交流が認められることから、時期決定の尺度となる広域土器編年は勿論のこと、これを

もとにして背景にある文化流通・生業のかかわり合いを明らかにすることが必要であろう。

　弥生時代後期の土器様相が、地域性の強い後期前半期から、交互刺突文の分布が示すように

斉一性が強まって広域性のある土器型式が確立される段階の後期後半にかけての複雑な時期の

土器様相・ひいては文化様相を解明する糸口を尾駮沼周辺地域の土器群は内在していると考え

る。この期の文化解明の一助となることがきでれば幸いである。

註　１　本報告においては、口縁部の文様等の記載について「口唇部」、「口端部」を用いたが、

　　　次のように区別した。

　　　「口唇部」…内面にも外面にも属さない口縁の上面部分

　　　「口端部」…「口唇部」の外面に接する部分から外面口

　　　　　　　　　縁にかかる部分

　　２　口縁部・頸部・胴部といった各文様帯を区画する、器面全面をめぐる文様を「区画文」

　　　とする。すなわち、これによって器面を横位に分割する帯状の空間が「文様区画帯」

　　　（口縁部・頸部・胴部など部位によってこれらを冠する）となる。

（神　　康夫）
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第 ４節 平安時代の遺物と遺構

１ 平安時代の遺物 と遺構

平成 ４・５年度の調査で出土 した平安時代の出土遺物はダンボール箱で２０箱程度で、土師器

が大半を占める。 これ らのうち遺構外出土のものは破片資料に留 まったので、ここでは遺構内

出土の土師器についてのみ、器形 ごとに分類基準を以下に記載する。

（１） 坏

坏 に分類 され た器形 の ものは総数 １１点出土で、内住居跡 出土 の ものは ６点 である。 出土 した

もの は全て ロクロ使用 の ものであ る。 ロクロ使用 の後 に調 整を加え た ものと、加 えない ものに

よって ２つ に分類 した。

Ⅰ類－ ロクロ使用の後。調整を加えたもの。 これらのうち内面黒色処理を施 したものが第

６号住居跡覆土から出土 している。

Ⅱ類－ ロクロ使用の後 に調整を加えないもの。

（２） 甕

本器形 に分類 され るものが最 も多 く出土 した。 図上 復元 を含 む完形 品 は、１２個体で あった。

器高 と底径 の相 関 グラフ （第１５０図） か ら大 き く３分類 された。 分類基準 は Ⅰ類 －器高 が ２５㎝

以上 の もの、 Ⅱ－器高が１８㎝以上２５㎝未満 の もの、 Ⅲ類 －器高 が１８㎝未満の もの と した。 この

大 きさは、甕 の用途 による もの と思 われ る。 また、製作技法 か らロクロ使用の ものと、非使用

の もので以下 の ように細分 した。

Ⅰ類 ａ－ 器高が大 きい もので ロクロ使 用の もの

Ⅰ類ｂ１－ 器高 が大 きい もので ロク ロを使用 してお らず、 口縁部 が長 く外 反す るもの。

Ⅰ類ｂ２－ 器高 が大 きい もので ロクロを使用 してお らず、 口縁部 の長 さ は ｂ１よ り短 い もの

で頸部 に段差 を有 す る。

Ⅰ類ｂ３－ 器 高が大 きい もので ロクロを使 用 してお らず、 口縁部 の長 さ は ｂ１よ り短 い もの

で頸部 には段差 を持た ない。

Ⅱ類 ａ－ 中 ぐらいの器 高で ロクロ使用 の もの

Ⅱ類 ｂ－ 中 ぐらいの器高で ロクロ非使用 の もの

Ⅲ類 ａ－ 器高 が小 さい もので ロク ロ使用 の もの

Ⅲ類 ｂ－ 器高 が小 さい もので ロク ロ非使 用の もの

（３） 鉢

第 ７号住居跡内か ら出土 したもの １個体である。底部直上に緩い段差を持ち、底部は粗いケ

ズリの後 にナデを加えており、はっきりとした平底にはならずやや丸底に近い様相を呈する。

－ ２５５－



以上の土師器のほかに、遺構内からは土製支脚 ４点 （第 ４・５・７・９号住居跡）、鉄製品

（第 ４号住居跡）、口縁部が緩 く外反することか ら木製椀と思われる木製品 （第１１号住居跡）、

土製紡錘車 （第１１号住居跡）、製塩土器 （第 ７・９号住居跡）等が出土 している、遺構外の も

のは須恵器 ・灰釉陶器等 も出土 しているが第Ⅳ章第 ２節遺構外出土遺物で記載 している。

２ 平安時代の検出遺構

尾駮沼に望む台地の中央部から南側の縁辺部にかけての比較的狭い範囲において、１０軒の住

居跡群が検出された。第１５１～１５３図は、住居跡平面図と床面及びカマ ド内等の生活時期決定に

係わる土師器を図化 したものである。（住居跡 １／１００，遺物 １／５０）。さらに、住居跡一覧表

は十和田ａ・白頭山火山灰との関係を記 した ものである。

〔遺物、カマ ド位置 ・方向か ら〕

住居跡内から出土 した土器は、須恵器を含まず全て土師器で構成 されている。それらのうち

特徴的なものは、第 ７・８号住居跡か ら出土 している口縁部が長 く外反傾向を見せる土師器で、

７・８世紀の流れをくみ古い要素を有 している。 しか し、同一住居内か ら出土 しているロクロ

使用の甕の口縁部を見ると、須恵器の影響を受けたと見 られ、外に開いた後、先が直立するも

のが存在することか ら、 ９世紀中頃か ら後半期に掛けてのものに比定できそうである。

これらと同様に、比較的古い様相を呈する土師器を出土 した住居では、第 ４・５号住居跡が

あげられる。いずれ もカマ ド方向はほぼ東北東を向 き、カマ ド位置も東壁中央付近に位置する

ことか ら、第 ７・８号住居跡 と同様に９世紀中頃か ら後半期のものではないかと思われ、第４・

５・７・８号住居跡の４軒が小集落を形成 していたと考えられる。

前述の ４軒以外の住居跡は、 カマ ド方向がほぼ真南に向くものが ３軒 （９・１１・１３Ｈ）、東

南東をむ くものが １軒 （６Ｈ）、南々東 １軒 （１０Ｈ）、北々西 １軒 （１２Ｈ）とばらつきが見 られ

る。 しか し、床面、カマ ド内の土器接合関係か らみると第 ６号住居跡－第１１号住居跡、第１１号

住居跡－第１２号住居跡のものが接合 していることから、 これらには大きな時代差は認められな

いと思われる。さらにこれらに共通するものとしては、土師器の口縁部が比較的短い外反に留

まり９世紀のものと比較すると新 しいものと思われる。 また、カマ ドの位置 も中央か ら左右ど

ちらかにずれる傾向が認められることも併せて考えると、おおよそ１０世紀初頭か ら第 ２四半期

あたりと思われる。時代が新 しい住居ではカマ ド方向に違 いが生 じることは、これまでにも認

められており、 これら６軒の住居はほぼ同時存在の集落 として捉えて も間違いはないであろう。

〔火山灰か ら〕

十和田ａ火山灰は、文献等にも登場 し従来から言われているとおり西暦９１５年 に降下 したと

思われ、白頭山火山灰 は、分析結果では幅があるものの土器形式か ら凡そ１０世紀半ばに降下 し

たのではないかということで、現在は落ち着 きを見せているようである。

－ ２５６－



本遺跡か ら検出された歴史時代の住居跡には、埋まり切 らなかった住居跡ばかりでなく、第

Ⅵ層で確認 した第 ４・５・６号住居跡内においても明らかに自然堆積と思われる白頭山火山灰

が総当量で検出されている。 このことか ら、確実に白頭山火山灰降下以前に廃棄 されたもので

あることが言える。

ここで問題になってくるのが十和田ａ火山灰 との係わ りである。住居跡内で十和田 ａ火山灰

が検出されたのは第 ９・１２・１３号住居跡である。第 ９号住居跡の覆土下層 は、 ロームブロック

を多量に含み人為的堆積の痕跡を見せるものの中に、十和田ａ火山灰 （分析済＝三辻氏）が混

在する。すなわち、十和田ａ火山灰が降下 した後に周辺の十和田 ａ火山灰を含む土で住居跡を

埋め戻 し、その後に白頭山火山灰が自然堆積 したものと思われる。 しかもこの台地は風が強く、

住居跡群周辺では台地縁辺部に位置する第１０号住居跡周辺以外では、十和田 ａ火山灰は微量に

しか検出されていないことから、十和田ａ火山灰降下直後に廃棄 ・埋め戻 しの作業が行われた

可能性が高い。

第１２・１３号住居跡内で検出された十和田 ａ火山灰は、白頭山火山灰の堆積状態 と比較すると

ごく少量である。特に第１３号住居跡内のものは、粒径２０㎜ ほどのものが散在する程度で、検

出状況を図化できるものではなか った。従 って、純粋に住居を廃棄 した後に十和田ａ火山灰が

１次堆積を したとは断定 しがたく、住居跡周辺 に残されていた微量のものが廃棄後 に雨水 ・風

等により覆土中に２次堆積を見せた可能性も考え られる。よって、 ここでは十和田 ａ火山灰が

覆土中か ら検出された住居跡についても、十和田ａ火山灰降下前 （西暦９１５年） という断定 は

避けたい。

また、第１０号住居跡は周辺か ら多量の十和田ａ火山灰が検出されている。この住居跡は台地

の最南端縁辺部に位置することか ら、風の影響か何 らかの理由で周辺にのみ堆積が顕著である。

調査当時は周堤の可能性を考えて堆積範囲を図化 したが、カマ ド煙出し方向にも堆積 している

こと、どこまでもだ らだ らと堆積が続 くこと、堆積状態の断面観察からも周堤の様相が認めら

れないことか ら自然堆積のものと考えた。住居跡周辺に多量の堆積が認められているにも係わ

らず、覆土中か らは検出されなかったことか ら、十和田ａ火山灰降下後に構築 され、白頭火山

灰降下前 に廃棄されたものであると思われる。 したがって、火山灰から極めて限 られた期間を

特定できる住宅跡であると言える。

以上の２点から住居跡構築時期についてのアプローチを試みたが、遺物 ・カマ ドに見 られる

住居跡構造 ・火山灰からはこれまでの土師器の編年に矛盾は認められなか った。また、十和田

ａ・白頭山火山灰の堆積状況か ら、極めて限 られた時期を特定で きる資料 も検出できたことは

成果 と言えよう。

（増尾 知彦）
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第Ⅰ章 調査に至 る経過 と調査要項

第 １節 調査に至る経過

昭和４４年度に新全国総合開発計画が発表され、むつ小川原地域が大規模工業開発の予定地と

された。その後、昭和４６年度 には、第一次基本計画として 「むつ小川原地域開発構想の概要」

が発表 され、以来、 これに伴 って開発予定地内の埋蔵文化財分布試掘調査及び発掘調査が実施

されて来た。

鷹架遺跡については、昭和５３年度に臨海道路計画の一部として幹線連絡道路 （国道３３８号）

建設するにあたり、県土木部港湾課から鷹架遺跡が路線内にある旨の通知をされた。そのため

県教育委員会では県土木部港湾課から正式な発掘調査の依頼を受けて昭和５４年 ４月２０日から１０

月３１日の期間で１３，１５０㎡を対象に発掘調査が行 うことになった。

調査の結果、鷹架遺跡からは、縄文時代の遺構が１８基検出され、中には甕棺墓 とされる土坑

も検出されている。遺物は、主に縄文時代前期初頭 （早稲田６類）及 び縄文時代後期前半 （十

腰内 Ⅰ式）期の土器、石器が出土 した。

平成 ４年度には、むつ小川原株式会社か ら東西に走 る幹線道路を挟んで遺跡の北側地域につ

いて遺跡が将来開発 されるに先立ち、事前に規模及び範囲を確定する必要性か ら県教育委員会

へ試掘調査の依頼があった。県教育委員会は、 これを受 け、県埋蔵文化財センターが調査を担

当することとし、約５０，０００㎡を対象に、平成 ５年 ８月１９日から１０月２２日までの期間で試掘調査

を実施することとなった。

（三浦 圭介）

－ １－



第 ２節 調 査 要 項

１ 調査目的

むつ小川原開発事業の実施 に先立ち、当該地区に所在する埋蔵文化財の発掘調査を行い、

その記録保存を図り、地域社会の文化財活用に資する。

２ 調査期間 平成 ５年 ８月１９日～平成 ５年１０月２２日

３ 遺跡名及び所在地 鷹架遺跡

上北郡六 ケ所村大字鷹架字道 ノ下５８－１５外、 ４

試掘対象面積 ５０，０００平方 メー トル

調査面積 ４，８８０平方 メー トル

５ 調査委託者 むつ小川原開発株式会社

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関 六ケ所村 六ケ所村教育委員会 上北教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員

村越 潔 弘前大学教授 （考古学）

調査協力委員

橋本 壽 六ヶ所村教育委員会教育長

調査員

瀧澤 幸長 八戸市文化財審議委員 （考古学）

松山 力 八戸市文化財審議委員 （地質学）

市川 金丸 青森県立郷土館学芸課課長補佐 （考古学）

天間 勝也 平内町立茂浦小学校教頭 （考古学）

１０ 調査担当者

青森県埋蔵文化財調査センター

調査第二課長 三浦 圭介

主 幹 大湯 卓二

主 事 神 康夫

調査補助員 工藤 朝之 本間 修 山田 尚美

－ ２ －
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第 Ⅱ章 調査の方法 と経過

第 １節 調査の方法

本遺跡 は、鷹架沼 の南岸 に形 成 され た標高２０ｍ前後 の低段丘 に位 置す る。 地形 は、東西両端

と中央部 に谷地形が発達 してお り、段丘面 は、東側、西側及 び北 側の先端部が舌状を呈 して い

る。

今回 は、東西 （約５００ｍ）、南北 （５００ｍ） に帯状 に延びた段丘 （約 ５万 ㎡） の遺跡 全体 を試 掘

調査 し、 その主体部及 び遺跡 の性格 を確定す るために調査 を実施 した。

グ リッ ドは、南北 に基準線 を設 け、 ４× ４ｍを １単位 と して西か ら東へ と算用数字 （た とえ

ば１０１、 １０２、１０３） を増や し、南 か ら北 に は、 アル フ ァベ ッ ト （た とえば ＣＡ、 ＣＢ、 ＣＣ）

とを付 して表 した。呼称 につ いて は、東西 ライ ンと南北 ライ ンの交点に当た る南西隅を グ リッ

ド名 と した。

実際の調査 に当 た っては、 東西、南北 に ８ｍ ごとに グ リッ ド杭 を打ち込み、遺跡全体 にメ ッ

シュ （碁盤 目状 に杭 を打 った） を被せ た。発掘調査 に当た っては、 基本的 に ８ｍ ごとに ２× ８

ｍ （原則 と して南北 ８ｍ としたが、地形 や雑木林 などの障害 があ る場合 は地形 に合わせた）の

試 掘坑を設 けて調査 を進 めた。 これ によ って、遺跡 のなかでの遺構 の検出率及び遺物の出土率

の割合が地区 によ って偏在 しな いように努 めた。 さ らに、遺物、遺構 が発見 された場合 は、そ

の周辺 を拡張 して それ らの状 況及 び性格 を把握 する ことに努 めた。

遺構の調査 に当 た っては、住 居跡 は四分法 を基本 として、規模 の小 さい遺構 は二分法を用 い、

掘 り下 げに当 た っては層位 ごとに掘 り進 めるよ うに努 めた。遺構 の実測 には、原則 と して２０分

１と したが、必要 に応 じて１０分 １で行 う方法 もとった。

遺物 につ いて は、遺構外 の もの はグ リッ ド一括 として、層位 ごとに取 り上げたが、遺物が ま

とまった出土状況 の ものは微細 図 を作成 した。

写真 は、 カ ラー リバーサル とモノクロネガの ２種類 を使 用 した。

（大湯 卓二）

－ ４ －



第 ２節 平 成 ５年 度 調 査 の 経 過

８月１９日から鷹架遺跡の試掘調査を開始 した。当初、鷹架遺跡の現状 は、遺跡全体が笹に覆

われ、その丈の高さも２ｍ近 くにまで達 してた。そのため、 グリッ ド設定はおろか、粗掘 りを

進めることも困難であるため、重機によって笹を除去することからスター トした。

試掘 は、南側か ら北側方向に向かって進め られた。遺物は、縄文時代早期の土器破片がグリッ

ド内から数点出土 したが、遺構 と思われるものは溝状土坑が数基のみであった。

９月初旬には、ＣＱ－１１９グリッドか ら第 １号住居跡が検出される。そこか ら、 さらに東 に

３０ｍほどの地点 （ＣＲ－１２５グリッド）から１ｍほどの円形の土坑が検出した。

９月中旬、第 １号住居跡を精査 した結果、床面か ら貝殻文系土器 （物見台式期）及び鏃 な

どが出土 したため、縄文時代早期の住居跡であることが確認 された。

９月下旬には、調査を北東方向の台地に延ばす とＥＫ－１２８グ リッドから第 ２号住居跡 （平

安時代）が検出した。そこからさらに北東にグリッドを３０ｍほど延ばすと杉林となっており、

ＥＷ－１４８グリッドの第Ⅱ層上面から５０㎝ほどの小 ブロックの貝塚が検出する。貝層か ら、煙

管並びに陶器破片が出土 していることか ら近世のものであることが確認され、その員塚の下を

さらに掘 り下げると３ｍ四方に広がる方形の黒色土の落ち込みを検出 した。東壁に当たる位置

か ら煙 り出しが見 られることか ら平安時代の住居跡であることが推測された。

１０月初旬、さらに北東の台地の先端部近 く （ＦＧ－５８グリッド）か ら十和田ａ火山灰層の広

がりが見 られたので、 トレンチを入れたところ、平安時代の住居跡の一部を確認 した。また、

この時期、西側台地に調査区を移動 して調査を進める。西側台地の縁辺部からは縄文時代の早

期後半期及び後期初頭期の土器、石器が多 く出土 した。 さらに、周辺から焼土が見 られた。ま

た縄文時代に構築 されたと思われる土坑 も確認 した。

１０月２２日には、西側台地の調査を終え、試掘調査を終了する。検出した遺構は以下の通 りで

あった。

住居跡 ４軒、土坑１１基、溝状土坑 ７基、焼土 １基。

（大湯 卓二）

－５ －



－ 6 － － 7 －

第Ⅲ章 遺跡と周辺地域の地形・地質

松 山   力 

１．遺跡の地理的環境

 太平洋と陸奥湾の間を９～18kmの幅で、50kmの距離を北にのびる下北半島の頸部は、六ケ所

村の老部川（おいべがわ）注１下流路を東西にのばす線を境に、南部の丘陵地帯と、中央部から

北部までの山地帯に分けて見ることができる。南部の丘陵地帯の東側（太平洋側）には、小川

原湖、内（うち）沼、田面木（たもぎ）沼、市柳（いちやなぎ）沼、鷹架（たかほこ）沼、尾

駮（おぶち）沼など、大小の湖沼群が連なる。中央部から北部にかけての山地帯には、吹越烏

帽子岳（ふっこしえぼしだけ、標高508ｍ）、金津山（標高 520ｍ）、石川台（標高 339ｍ）

など、標高200～500ｍ余の三稜が続き、陸奥湾側山麓には比較的幅の広い台地が並行するが、

太平洋側の山麓の平地は幅が狭く、中間には山塊斜面が海岸に迫り、断崖となっている部分が

ある。

 遺跡は、半島頸部を山地帯と丘陵地帯に分ける老部川下流路の南方約６km（間に尾駮沼があ

る）、太平洋岸から西へ1.5km弱（陸奥湾岸から約13km）の地点を中心に鷹架沼東部水路の出口

方向へ、南西方から半島状に突き出す段丘面上、500～900ｍの範囲に広がっている。



第 ２図注２は、鷹架遺跡の周辺の、東西 ５㎞、南北ほぼ３．５㎞の範囲の地形区分図である。

図の上部の鷹架沼は、下北半島頸部の一連の湖沼群のうち、北方の尾駮沼についで北か ら２

番目にあたる湖沼で、東部の幅１５０～３００ｍ、長 さ２．５㎞の太平洋に抜 ける水路部を除 いて、長

さ５．５㎞、幅５００～１１００ｍ、面積５．９㎞２、周囲１８．４㎞の規模をもっている。最大水深 ６ｍの浅い汽

水湖で、かつてはサケ ・マス ・ウグイ ・シジミカイなどの魚介類が生息 したが、太平洋岸か ら

１㎞ほどのところに堰堤ができてか ら淡水化 し、石油備蓄基地 ・核燃料サイクル施設 の設置に

伴うむつ小川原工業港建設のため、堰堤付近まで広 く掘 り込まれて、地貌が一変 した。鷹架沼

西端部 には、千歳の西方から５㎞ほど北上 し、千樽付近で東方へ向きを変えて２．５㎞ ほどで湖

岸に達する後川が流入する。

遺跡の南南西方およそ１．５㎞付近か ら南西方にかけて、市柳沼が広がっている。市柳沼 は西

南西方への長 さが約２．２㎞、直行する方向での最大幅が２．２㎞、面積１．７㎞２、周囲 ７㎞弱の規模を

もち、最大水深が ４ｍ程度の沼である。 アシとヤナギに囲 まれた沼には、フジマ リモの生息が

確認 されているほか貴重な動物群が見 られるため、工業開発から除外されている。市柳沼には、

西方の豊原付近 に源を発 し、 ６㎞ほど流れて湖岸に達す る市柳川が流入する。

上北地方の丘陵は、中川久夫 （１９６９）によって、上位か ら吹越烏帽子段丘 （標高１００～１４０ｍ）、

長者久保段丘 （９０～１３０ｍ）、甲地段丘 （６０～１００ｍ）、七鞍平段丘 （１５～５０ｍ）の ４段に区分さ

れたが、山口義伸 （青森県教育委員会．１９７６）は、六ケ所村周辺の甲地段丘に相当する段丘を、

千歳段丘 と命名 して南方地域と区別 している。その うち、鷹架遺跡の周辺地域 には、千歳段丘

と七鞍平段丘 とが分布する。

千歳段丘は、吹越烏帽子岳より南の半島中軸部を構成する段丘である。遺跡付近では、尾駮

沼の西端 と南方の鷹架沼の中央部を南北に結ぶ線の西側、および市柳沼西岸以西の地域に分布

している。段丘面の高度 は、半島頸部の中軸部で８０～９０ｍ、西 と東に高度を下げて、東側の七

鞍平段丘に接す る段丘縁では４５～５５ｍ程度になる。千歳段丘は関東地方の多摩段丘、八戸付近

の天狗岱段丘に対比できるであろう。

七鞍平段丘は田面木沼 と小川原湖の間の七鞍平に広い平坦面をもつ段丘で、尾駮沼付近か ら

田面木沼付近では緩やかに東に傾斜 し、段丘面高度 は千歳段丘に接する部分で４５～５０ｍ前後、

東縁で１２～１５ｍ程度になる。七鞍平段丘は関東の下末吉 ・武蔵野段丘、八戸付近の高館段丘 ・

根城段丘に対比できるものと考え られる。

遺跡の西方か ら遺跡周辺 までの地域 （鷹架沼 と、市柳川 ・市柳沼との間の台地）の段丘群 は

鷹架沼の中央部南側の幸畑付近 （第 ２図の西側区画線）を境に、西方の千歳段丘 と、東方の七

鞍平段丘とに分けられる。第 ２図には七鞍平段丘の全貌が示されている。

この地域の七鞍平段丘は、図中の北東へ踊るような形で半島状に突 き出す３箇所を除いて、
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幅 １～１．５㎞、長 さ （東西方向） ４㎞と比較的広い。全体的には東へ緩 く傾斜 しているが、西

部は傾斜がやや大 きくて （１５ｍ／ １㎞の勾配）南北に波状に起状 し、中部は平坦面がよく残さ

れてほとんど水平に近 く、東部と中部の南側では侵食 されてやや複雑な起伏をもっている。

市柳沼北岸の北数４００ｍほどを中心に小規模な沼があり、沼を含めて東か ら西へ七鞍平段丘

を縦断する谷には、下流方で最大幅５００ｍの沖積地が開けている。沼の北西側の沖積地には、

小規模な沖積上位段丘が平坦面を残 している。市柳川の下流は幅３００ｍ前後の沖積地を伴 って

いる。

東から縦断する谷で南北に分けられた七鞍平段丘の東縁 と太平洋岸 との距離 は、 北部で約

５００ｍ、南部で約７００ｍあるが、いずれ も砂丘の西側部分に潜り込んで重複する。

鷹架沼東部 と七鞍平段丘との間には、最大幅 １㎞ 余、東西方向２．５㎞ の沖積地が広 がり、こ

の沖積地に食い込むように、七鞍平段丘か ら３つの半島状の台地が北西方に突き出し、そのう

ち、東側の突 き出し部分に遺跡が立地 している。

海岸線から３００～５００ｍに東縁を もつ砂丘は、海岸に並行 して、３００～６００ｍの幅で南北に連なっ

ている。砂丘は洪積世末以降に形成されたと見 られ、下北半島北端か ら三沢付近まで、海岸に

沿 って並行 して続 く砂丘の一部で、その頂部の標高はところどころで２０ｍを越す。文末の※２

に述べているように、現世の砂丘と区別 しがたいところが多いので、今後の精査が残された課

題である。鷹架沼と北方の尾駮沼中部との間にも平坦面のよく残された七鞍平段丘が東西に細

長 くのびていて、その東端は砂丘下に潜 り込んでいる。

２．地質の概要

遺跡周辺の基盤 は、第三紀中新世の鷹架層、鮮新世の浜田層、第四紀の野辺地層で、その上

に砂礫層 ・褐色火山灰層 ・新旧の砂丘砂層などの段丘構成層がのっている。

鷹架層は比較的硬質な塊状の砂質 シル ト岩やシル ト岩を主とする地層で、西方の戸鎖付近で

は、浮石質凝灰岩や角礫凝灰岩を挟んでいる。鷹架層 は、鷹架沼の湖岸に迫 る段丘崖や、遺跡

西側までの七鞍平段丘縁、市柳沼の東部を除く西方の地域の段丘崖の下部に存在する。

浜田層はおもに半固結状態の砂岩 と砂質 シル トの互層で、湖岸や河川に沿 う段丘崖の随所に

露出 している。野辺地層は、おもにやや固結 した砂岩層 ・シル トや粘土などの泥岩層で構成 さ

れている。浜田層と野辺地層とは周辺地域にもっとも広 く分布する地層である。遺跡の直近地

域では、鷹架層は沖積面下に没 しているため、その上に不整合にのる野辺地層だけが崖下に露

出する場所が多い。

段丘構成層のうち、褐色火山灰層は １ｍ未満と薄い。そのうち、最上部の黄褐色ラピリ質浮

石層 （千曳浮石層）は、ほぼ全域に連続的ない し断続的に分布 している。千曳浮石層の降下絶
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対年代については直接の測定例がな く、十和田湖東方域に広 く分布する八戸火山灰層の一部と

されたこともあったが、最近の各地での調査か らみて、八戸火山灰層以後の降下砕屑物とした

方が諸資料 と調和する。

褐色火山灰の上位は黒色土 （腐植土）層群に漸移する。黒色土層中には飛砂層 （厚いところ

は砂丘砂層）が挟まれるほか、十和田 ａ降下火山灰層や苫小牧火山灰層をレンズ状あるいは塊

状に挟む部分がある。

３．遺跡の地形と層序

今回の発掘調査は、鷹架沼 と市柳沼との間に西か ら続 く七鞍平段丘か ら北東に突き出す東側

半島状段丘基部 （新設道路部分）で実施された発掘調査 （１９８０年度報告書）に引き続き、北側

に隣接 して、上半身を東に向けて手を合わせ、首を北東 に伸ば して頭を突き出すような形状の

半島状地の全域に実施された。

半島状地をこのように西か ら続 く段丘主部を土台に膝を組んで座る人の形に例えれば、膝組

みの部分の東西の幅 と厚 さはそれぞれ５００ｍ、７０～１００ｍ、 くびれた胸腹部の厚さと高さがそれ

ぞれ１５０ｍ、２２０ｍ、東に突 き出た腕か ら手先までの長 さと幅はそれぞれ１８０ｍ、１５０～９０ｍ、首

から頭までの距離と幅がそれぞれ３００ｍ、７０～１２０ｍ程度 になり、基部の底か ら頭までの距離 は

６００ｍ程度になる。

段丘面の標高は、首状に細長 く突き出した部分では、中程が１４～１５ｍと低 く、北 と南に高く

なるが、先端部には１６ｍ～１８ｍの高地がある。中部では１６ｍ程度の平坦面がよく残るが、北部

との間の部分と、東に突 き出す部分に、それぞれ２２ｍ、２１ｍの ドーム状高地がある。南部 は１７

～２６ｍで基部 （南）に向けて高度を増 している。基部の標高は西か ら東へ、２５ｍから２１ｍと次

第に低 くなっている。

北側か ら鷹架沼までの沖積地は４～ ７ｍで、 これに接する段丘崖の落差は１０～１５ｍである。

遺跡における土層序を第 ３図の標準土層図に示 した。

Ⅰ層 は厚 さ１５～３０㎝ の黒色 （１０ＹＲ２／１） ない し黒褐色 （１０ＹＲ２／２） の粘性 に乏 しい土 層

で、耕作土 にあた る。

Ⅱ層は黒色 （１０ＹＲ２／１）ないし黒褐色 （１０ＹＲ２／２）土層で、厚 さはふつ う５～２０㎝ であ

るが遺跡の東北端付近では２～４０㎝ というように大きく変動するとともに、 黒褐色土 の色調

が灰黄褐色 （１０ＹＲ４／２）に変化 し、上部に厚さ２～ ４㎝ のにぶい黄褐色 （１０ＹＲ５／４） ない

しにぶい黄橙 色 （１０ＹＲ７／３）の細粒火山灰層が、断続 してレンズ状に含 まれるところがある。

細粒火山灰層 は十和田 ａ火山灰層に相当する。

Ⅲ層 は厚 さ２５～９０㎝ の黒色 （１０ＹＲ２／ １）土層で、粒径 １～ ７㎝の暗褐 色 （１０ＹＲ３／ ３） 土
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塊を含む部分があり、また粒径１㎝以下のにぶい黄橙色浮石や明黄褐色浮石が散在している。

　Ⅳ層は厚さ10〜40㎝、黒褐色（10YR2／2〜3／2）ないし暗褐色（10YR3／3）の土層で、

随所で上位のⅢ層と下位のⅤ層に由来する粒径が１〜10㎝の土塊が斑状に含まれ、特に下方に

集中的に集まっている。

　Ⅴ層はしまりのよい砂粒大の浮石質火山灰を基質とした明黄褐色（10YR6／6〜6／8）ラピ

リ質浮石層で、多くの場所で中部に粒径0.3〜0.7㎝の黄橙色（10YR8／6）の浮石が集中的に

含まれ、下部にも同様の浮石がかなり多く含まれ、上部では浮石はまばらになる。この浮石層

は千曳浮石層に相当する。浮石層が下方に膨らむ部分では、随所で、下底に横方向の径が16〜

21㎝程度の平たい明黄褐色（5YR5／8）粗粒砂塊（芯の部分は黄橙色＝10YR7／8）が含まれ

る。単層として連続する部分や、Ⅳ層が下方に垂れ下がって寸断され、浮石塊となって断続す

る部分など、産状は複雑に変化する。厚さは、10〜50㎝以上と変化に富む。

　Ⅵ層は厚さ40㎝以上の明黄褐色（10YR6／6）ローム層や明褐色（7.5YR5／8）砂混じりロー

ム層、明黄褐色（10YR6／6）中粒砂層など、場所によって変化する土台の地層を一括したも

のである。



注 １ 六ケ所村の北に隣接する東通村 にも同文字の老部川 （おいっぺがわ）があるので要注意。

注 ２ 地形区分にあたっては、鷹架沼の東部か ら海岸にかけて、むつ小川原港の建設によって

原地形が失われているので、現地調査結果と１９７０年測量 による国土庁発行の２万 ５千分の

１地形図を作図と記述の基準に した。また、砂丘 とした部分は、調査データに乏 しく、調

査者 によって区分のしかた ・基準が異なっている。本図では、ほとんどが洪積世末以降の

砂丘砂層で、ふつ うの沖積地や段丘とは地貌を異にする、標高おおむね５～２０ｍ起状地帯

を一括 して砂丘 とした。
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第Ⅳ章 平成 ５年度鷹架遺跡試掘調査の成果

鷹架遺跡は、昭和５４年に臨港道路計画の一部 として幹線連絡道路 （通商鷹架南線）の建設に

伴い幅５５ｍ、長 さ３８０ｍの路線内を発掘調査 している。 ここか らは、縄文時代早期か ら後期 に

渡る各時期の土器 ・石器の出土及び１８基の土坑を検出 している。

今回は、建設された道路の北側の段丘約 ５万㎡ を対象に試掘調査を実施 した。

調査の結果、遺跡は、遺構配置図及び遺物分布 （付図）に見るような遺物の出土および遺構

の検出が認められた。時期は、縄文時代早期の貝殻文系 （蛍沢式、物見台式）の時期、ムシリ

式期、縄文時代前期の早稲田６類期、縄文時代後期前半 （十腰内 Ⅰ式）期、平安時代の各時期

に渡 っている。出土 した遺物の量は、 ダンボール箱で２０箱程度である。

遺構は、住居跡 ４軒 （縄文時代早期 （物見台式） １軒、平安時代 ３軒）、土坑が１１基、溝状

土坑 ７基、焼土１ 基、貝塚のブロック３基を検出 した。

精査を実施 した遺構は、第 １号住居跡 （縄文時代早期）、第 ２号住居跡 （平安時代）、第 １号

土坑、第１１号土坑、第 １号～ ４号溝状土坑、第 １号焼土である。

検出遺構及び出土遺物については、以下 に記載する。

第 １節 遺 構

（１）住 居 跡

鷹架遺跡の試掘調査においては、縄文時代早期の竪穴住居跡 １軒、平安時代の もの ３軒の計

４軒の住居跡が確認された。

南区では、ＣＱ－１１８グリッドで縄文時代早期物見台式期に営まれた第 １号竪穴住居跡が検

出された。北区ではＥＫ－１２８、ＥＷ－１４８、ＦＧ－１５８の各グ リッドにおいて、 それぞれ第 ２

号、第 ３号、第 ４号竪穴住居跡が確認 された。北区で確認 された ３軒の竪穴住居跡はいずれ も

平安時代のものと思われる。

第 １号および第 ２号住居跡の ２軒 は調査を終えたが、第 ３号竪穴住居跡は確認面までの状況

を記録 し、第 ４号住居跡については位置を確認するに留めた。

以下 に第 １号、第 ２号、第 ３号竪穴住居跡について個々に記すこととする。

（１） 第 １号住居跡 （第 ５～１３図）

＜位置と確認＞ＣＲ－１１８、ＣＳ－１１８グリッドにまたがるトレンチを粗掘 り中に、ＣＲ－１１８グ

リッドにおいて遺物が集中して出土 した。また、床面 と思われる踏み固められた面が検出され

たことか ら住居跡 と断定 して精査を行った。そのため、本住居跡の北東部の壁は粗掘 り中に失
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われて しまい、遺存 して いない。

＜平面形 ・規模＞平 面形 は不整 な円形 で東西 ３ｍ８４㎝、南北 ３ｍ６９㎝ を測 る。

＜壁＞北側 は壁高 １０㎝、北西 の壁 は１５㎝で、 しっか りと立 ち上 がる。南半分 の壁 は壁高２０～２５

㎝ で比較 的緩 やかに立 ち上が る。

＜床面＞ Ⅴ層 を利用 して北側 にわず かに傾斜 して いるが、全体的 に凹 凸が少 ない堅緻 な床面 を

造成 してい る。

＜柱穴 ・ピッ ト＞ ピッ トは１８個確認 で きた。以下 に各 ピッ トの深 さを記 す。

Ｐ１…１６㎝、 Ｐ２…１６㎝、 Ｐ３…１２㎝、 Ｐ４…９㎝、 Ｐ５…８㎝、 Ｐ６…９㎝、 Ｐ７…２９㎝、 Ｐ８…２８

㎝ 、 Ｐ９…２７㎝、 Ｐ１０…２６㎝、 Ｐ１１…２２㎝、 Ｐ１２…４３㎝、 Ｐ１３…３９㎝、 Ｐ１４…８㎝、 Ｐ１５…７２㎝、 Ｐ１６…

３６㎝、 Ｐ１７…３６㎝、 Ｐ１８…２４㎝

柱痕 を確認 で きた ピッ トはなか ったが、北半 の壁 沿 いに巡 るＰ１１、 Ｐ１２、 Ｐ１３、 Ｐ１５、 Ｐ１６、 Ｐ１７、

Ｐ１８は、壁付近 に配置 され る側柱穴 の可能性が あ る。南半 には比較的浅 い ピッ トの Ｐ２、 Ｐ３、

Ｐ４、 Ｐ５、 Ｐ６、が造 られて いる。 中央部 に位 置す るＰ１と、西側 に集 中 している ピッ ト群 の 目的

は不明で ある。

＜付属施設＞中央部 に深 さ１６㎝で、長軸 １ｍ２５㎝、短 軸６０㎝ ほどのいびつ な平面形態 を有 す る

Ｐ１が検 出 された。 本住居跡 の堆積土 と土質 が近 似 してお り、住居廃 棄後 の埋 没 過程 にお いて

住居跡 と共 に埋没 した もの と思 われ る。

＜堆積土＞ ３層 に分層 され、人 為的堆積 の可能性 があ る。

＜出土遺物＞床面、床面 直上、 お よび覆土中 か ら、全面 的 に土器、石器、 フ レーク等 が多量 に

出土 した。 土器 は全体 を復元 で きた ものはないが、貝殻 腹縁圧痕文 を特徴 とす る物見台式土器

が出土 した。貝殻腹縁圧痕文 を施 さない ものでは、刺突列 をなす もの （２２・２３）沈線 のみの も

の （２６～３０）、無文 の もの （２４・２５） もみ られ る。 石器 は、石鏃 １２点、石匙 １点 、 不 定形 石器

５点、石錘 ２点が出土 した。他 に頁岩、黒曜石等 の フレー クお よびチ ップが全面か らデ ィス ク

トレイ １箱分出土 して い る。

＜時期＞縄文時代早期 中葉 にあた る物見台式期 の住居跡 と思われ る。
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（2） 第２号住居跡（第14～15図）

＜位置と確認＞ＥＩ－128、ＥＪ－128グリッドにまたがるトレンチを粗掘り中、ＥＪ－128グ

リッドにて黒色土の落ち込みを確認した。そこでトレンチの周囲を拡張して平面プランを確認

し、セクションベルトを残して精査を行った。本住居跡はⅡ層下部から掘り込み、Ⅴ層に床面

を造成している。

＜平面形・規模＞ 平面形は東西がやや長い隅丸長方形を呈し、壁長は東壁2ｍ40cm・西壁２ｍ

62cm・南壁3ｍ04cm・北壁2ｍ91cmを測る。床面積は9.274m2である。

＜壁＞各壁は北から10～15度ほど東に偏向している。壁高は、東壁と西壁が掘り込み面からそ

れぞれ72cm、86cmで、北壁と南壁は確認面からそれぞれ28cm、20cmを測る。立ち上がりはおお

むね80度から90度であるが、ピットが壁際に構築されている北東部分などでは、壁下部が奥へ

広がって、オーバーハングを呈する部分もある。

＜床面＞Ⅴ層に平坦な床面を構築している。全面において、8～15cmで黄褐色火山灰と黒色土

の混土に、炭化物が若干混入されたものを踏み固めて貼床としている。

＜柱穴・ピット＞ 検出されたピットは７個である。以下に各ピットの深さを記す。

Ｐ1…９cm 、Ｐ2…12cm 、Ｐ3…12cm 、Ｐ4…6cm 、Ｐ5…24cm、Ｐ6…11cm 、Ｐ7…9cm

 いずれも壁際において検出されたが、柱痕が確認できたものはなく、柱穴となるかどうかは

不明である。またＰ１とＰ４は、他のピットとは平面規模、深さ共に異なっており、機能的な相

違があったのではないかと思われる。カマドに接近していることから、カマドでの作業に伴う

機能が想定できるかもしれない。

＜カマド＞ カマドは、南壁の西側に寄った部分に構築されており、長軸方向はＳ－16 －゚Ｅで

ある。カマドの遺存状況は非常に良好で、カマド内に完形の小型甕（８）が口縁部を住居跡内部

方向に向けて出土した。両袖部は、シルト質泥岩を用いている。幅44cm、長さ16cm、厚さ５cm

で、中央部分に半円状の抉りが施されている泥岩がカマド内の煙道部寄りにおいて検出された。

また、西側袖部の北側にも幅50cm、長さ18cm、厚さ６cmの火熱を受けた泥岩が検出されており、

これも天蓋として用いられていたものが崩落したものと思われる。煙道部はトンネル式で、
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燃焼部から煙出しに向けて20度ほど傾斜し、煙出し底面部分が最も深くなっている。

＜堆積土＞７層に分層され、自然堆積の状況を呈している。火山灰の混入は認められない。

＜出土遺物＞カマド付近で床面から完形の土師器甕１点（７）、カマド内から完形の小型土師器

甕１点（８）、住居跡北東隅床面から須恵器壷の口縁部破片１点が出土した。他に覆土から図上

復元できた土師器２点、土師器の破片３点が出土した。また、Ｐ２覆土から木製柄の付いた鉄

製刀子（５）が出土している。

＜時期＞出土遺物から、９世紀後半から10Ｃ前半の時期の住居跡と思われる。

 第２号住居跡 土師器観察表                         （単位：cm）

（３）第３号竪穴住居跡（第16図）

＜位置と確認＞ＥＷ－148、ＥＹ－148グリッドにまたがるトレンチを粗掘り中、黒色土の落ち

込みを確認した。そのため、土層観察用のベルトを残して、南側のＥＶ－148グリッド部分を

掘り下げたところ、本住居跡の煙出し部分と思われる30cmほどの円形の黒色土の落ち込みを確

認した。なお本住居跡は、平面プラン、確認面までの堆積状況を記録するに留め、確認面以下

は未調査である。したがって、以下に記載する事項はすべて確認面において把握し得た状況で

ある。

＜重複＞堆積土第１層下部で、直径70cm、厚さ10cmほどの円形に分布するシジミを主体とする

貝層が確認された。本住居跡廃棄後、埋没がかなり進んだ後形成された貝層であり、貝層が新

しい。

＜改築＞確認面において改築は確認できなかった。

＜平面形・規模＞平面形は、不整な方形を呈している。北壁の壁長は、２ｍ16cm、東壁および
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西壁は南側がベルト内に続いており、壁長は把握できなかった。

＜壁＞各壁はそれぞれ東西南北方向を向いており、方位とほぼ一致する。壁高は、床面までは

不明であるが確認面までで68cm掘り込まれている。

＜床面＞未調査である。

＜柱穴・ピット＞未調査である。

＜カマド＞煙出しと思われる黒色土の落ち込みが南西方向に確認されたことから、南壁の西よ

り部分にカマドが構築されているものと思われる。煙道部はトンネル式である。

＜堆積土＞確認面までは３層に分層されるが、いずれも黒色ないしは黒褐色土の均質な堆積土

であり、自然堆積したものと思われる。

＜出土遺物＞確認面までは、遺物は出土しなかった。

＜時期＞住居の平面形態が不整ではあるが方形を呈していること、煙出しと思われる黒色土の

落ち込みが南壁の西寄り部分に見つかっていることから、平安時代の住居跡と思われる。

（神  康夫）  



（２）土 坑

土坑 は、遺構配 置図 （付 図） に示 した通 り１１基検 出 した。 土坑 は、 ＤＷ －１１４グ リッ ドか ら

第 １号土坑、 ＢＹ－３６グ リッ ドか ら第 ２号 ～第 ４号 が土層観察用 のベル トを設 けた際に土坑 が

切 り合 いの状態 で検 出 された。 ＣＢ－４６グ リッ ドか らは、第 ５土坑、 ＢＷ－４４グ リッ ドか ら第

６号土坑、 ＣＲ－１２５グ リッ ドか ら第 ７号土坑、 ＣＵ－１１８グ リッ ドか ら第 ８号土坑、 ＦＤ －１４

２グ リッ ドか ら第 ９号土坑、 ＦＥ－１４８グ リッ ドか ら第１０号土坑、 ＣＢ－３６グ リッ ドか ら第１１号

土坑が検 出 した。土坑 は、平面形が不整 円形 を呈 し、径約 １ｍ５０㎝ほどの ものがほとんどであっ

た。 これ らの土坑 の うち第 １号土坑及 び第 １１号土 坑 は、精査 を行 った。

第 １号土坑 （第 １７図）

土坑 は、第 Ⅵ層 （砂 質 ローム層） で確認 した。 平面形 は、不整 円形 を呈 し、開 口部での大 き

さは、径 １４０㎝ ×１３０㎝、底部で は、１１５㎝ ×１００㎝、深 さ２８㎝ を測 る。土坑 内か らは、遺物 は出

土 しなか った。

第１１号土坑 （第 １７図）

本土坑 は、焼土 及び ５個の礫が周辺 に認 め られ、 その下層 か ら検 出 された。焼土 は、暗褐色

土 と焼土 が混在 して いる状態で、火床面 とは認 め られない。土坑 の平面 形 は、 長径 １５５㎝ ×短

径１５０㎝を測 る。平面形 は、不 整円形 を呈 し、深 さ２０㎝を測 る。お そ らく焼 土 は、 土坑 が廃 棄

された後 の投 げ込 み と思われ る。

（３） 溝状土 坑

溝状土坑 は、 ７基検出 した。溝状土坑 は、 Ｃ Ｚ－９８グ リッ ドか ら第１号溝 状土 坑、 Ｄ Ｃ －９８

か ら第 ２号 溝状 土坑、 ＤＣ－９２グ リッ ドか ら第 ３号溝状土坑、 ＣＭ －１０２グ リッ ドか ら第 ４号

溝状土坑、 ＥＣ－１１９グ リッ ドか ら第 ５号溝状土 坑、 ＥＯ －１２８か ら第 ６号溝状土坑、 ＥＲ－１３

０グ リッ ドか ら第 ７号溝状土坑 が検 出 した。

これ らの溝状土坑の うち第 １号 ～第 ４号 溝状土坑 は、精査 を行 った。

第 １号 溝状土坑 （第１８図）

確認面 （第Ⅵ層）で の平面形 は、長 楕円形 を呈 す る。 開口部での大 きさは、 ２６０㎝ ×５０㎝、

底部 では２９５㎝ ×２０㎝、深 さは９５㎝ を測 る。 底面 は、長軸 の両先端部 がオ ーバ ーハ ング して い

る。長軸方 位 は、 Ｎ－３４°－Ｗで ある。

第 ２号 溝状土坑 （第１８図）

確認 面 （第Ⅵ層）で の平面形 は、長 楕 円形 を呈 す る。 開口部で の大 きさは、 ３７０㎝ ×４０㎝、

底部 で は４０５㎝ ×２５㎝、深 さ８０㎝ を測 る。 底面 は、長軸 の両先端部 がオーバ ーハ ング して いる。

長 軸方位 は、 Ｎ－７１°－Ｗで ある。

－ ３０ －



第 ３号溝状土坑 （第１８図）

確認面 （第 Ⅵ層） での平面形 は、長楕 円形 を呈す る。開 口部 での大 きさは、 ２７０㎝ ×５５㎝、

底部 では、３００㎝ ×２５㎝、深 さは８５㎝ を測 る。底面 は、長軸の両先端部 は、 オ ーバ ーハ ング し

て いる。長軸方位 は、 Ｎ－４０°－Ｗで ある。

第 ４号溝状土坑 （第１８図）

確認面 （第 Ⅵ層 ）での平面形 は、長楕 円形 を呈す る。開 口部 での大 きさは、 ３４５㎝ ×２５㎝、

底部 では、３２０㎝ ×１０㎝を測 る。 長軸方位 は、 Ｎ－２２°－Ｗ であ る。

（４）焼 土

焼土遺構は、 ＣＢ－３６か ら１基検出 した。

第 １号焼土 （第１７図）

第Ⅳ層上面か ら焼土が確認された。焼土 は、平面形が不正方形に広が り、長径１３０㎝ ×短径

８０㎝を測 る。焼土の厚さ１５㎝ほどであるが褐色土が混 じっている。当時の生活面に焼土の投げ

捨てをしたものと思われる。

（５） 貝 塚

ＥＷ－１４８グ リッ ド、 ＥＹ－１５４グ リッ ド、 ＦＤ－１５８グ リッ ドの ３ケ所 か ら５０㎝ ～７０㎝ ほ ど

の範囲 の貝塚 の小 ブ ロックが見 られた。 これ らは、 いずれ もⅡ層 中か ら検 出 してい る。貝層 の

厚 さは１０㎝～２０㎝ ほどであ る。 ＥＷ －１４８グ リッ ドか ら出土 した貝塚小 ブロ ックは、第 ２号住居

跡 （平安 時代） の上層 か ら検 出 した。 ＥＷ －１４８グ リッ ドの貝塚 ブ ロ ックは、 ヤマ トシ ジ ミ

（ｃｏｒｂｉｃｕｌａ ｊａｐｏｎｉｃａ） で ある。

（大 湯 卓 二）
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 第２節 遺  物

 遺構外から出土した遺物は、ダンボール箱20箱程度である。出土土器・石器については、観

察表に一括して記載した。
（大湯 卓二）

（1）土  器
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（3）　その他の遺物

　（第31図104）は、ＦＤ−158グリッド、第Ⅰ層から出土した平安時代の支脚である。大きさ

は、高さ160㎝、径60㎝を測り、真ん中に1.7㎝の穴が空けられている。全体的に火を受けてい

る。

　（第31図105）は、ＣＡ−40グリッド、第Ⅲ層から出土した縄文時代の円盤状土製品で土器

破片を再利用したものであろう。大きさは、径５㎝、厚さは1.2㎝を測る。真ん中に1.1㎝ほど

の穴が空けられている。外面には、縄文（ＲＬ）が施されている。おそらく縄文時代後期前半

期のものであろう。

　（第31図106）は、ＥＸ−148グリッド、第Ⅰ層の貝塚ブロックの上面から出土した。近世の

煙管である。煙管には、小判の図柄、また一分銀、一朱銀が彫りこまれている。



第 Ⅴ章 ま と め

鷹架遺跡の試掘調査では、縄文時代早期貝殻文系 （蛍沢式、吹切沢、物見台式）の時期、条

痕文系 （ムシリ式）の時期、早期縄文系 （早稲田 ５類、表館Ⅹ群）の時期、前期 （早稲田６類）

の時期、後期 （十腰内 Ⅰ式）の時期、平安時代、中世、近世にわたる各時代の遺物が出土 し

た。

特に遺跡西側の舌状台地に当たる西区は、縄文時代後期前半期の十腰内 Ⅰ式及び縄文時代早

期後半期の土器 ・石器が見 られ、それ らと関連する土坑及 び焼土が この地区か ら検出 してい

る。

細長 く北東に突 き出 した台地北東区か らは、縄文時代早期 （蛍沢式）、縄文時代後期 （十腰

内 Ⅰ式）の土器 ・石器が出土 して見 られる。さらに、平安時代の住居跡が３軒検出している。

南区か らは、縄文時代早期の物見台式を主体 とする土器 ・石器及び物見台式期の住居跡 も１

軒検出している。また、 この地区か ら円形の土坑 も検出 している。

以上のことか ら、今回試掘調査を した鷹架遺跡の台地には、大きく西区、北区、南区の三地

区が遺跡の中心となると推定 される。

（大湯 卓二）
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